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序章　〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉と全すべての始まり









　三十五年前──

　そこは高い木々が無数に生おい茂しげる森の奥──静せい謐ひつな水をたたえる泉があった。

　泉の中には女性がいた。誰だれもが目を見張るほどの美女──その美女は泉の中で水浴びをしていた。みずみずしく豊ほう潤じゆんな美女の裸ら体たいがあらわになっている。

　一つだけ違い和わ感があるとすれば──美女の長い髪かみの間から、湾わん曲きよくした角つのが伸のびていること。美女は人間ではない──魔ま族ぞくだ。

「誰だ」

　水浴びをする美女が低い声で問いかける──その視線の先に、若い騎士の姿があった。歳としは十代後半くらい。騎士の制服を着た髪の短い実直そうな少年。

「……人間か」

　つぶやき、魔族の美女は鼻を鳴らす。一いつ糸しまとわぬ姿だというのに、全く恥はじらう様子がなく、むしろ見せつけるように美女は豊かな胸をはった。

「ちょうどいい。サンプルが一いつ匹ぴき欲ほしかったところだ。お前を持ち帰ることにしよう」

「えぇ、お願いします。喜んであなたについていきましょう」

　若い騎士は、なぜか泉のほとりで跪ひざまずいた。

「変わっているな、人間。我は魔族ぞ。恐おそろしくないのか？」

「恐ろしいですよ、その美しさが。すでにわたしは、あなたの美び貌ぼうに捕とらえられた虜りよ囚しゆう」

「……なにを言っているのだ、人間」

「わたしは、あなたに一ひと目め惚ぼれしました。どうか、わたしの妻になってください」

「妻……なんだ、それは？」

「魔族は結けつ婚こんをしないのですか？」

「あぁ、つがいのことか──お前は、森の中で見つけたサル相手に盛さかるのか？　あいにく我にサルを好んで飼う趣しゆ味みはない」

「では、サルも捨てたものではないと、わたしが教えて差し上げましょう」

「変な人間だな」

　若い騎士は微笑ほほえみながら答える。

「人間ではなく、わたしのことはサンクトとお呼びください。サンクト・タチアナ・ローレン──それがわたしの名です」








第一章　同盟と病院とベッドの中









　バーガントと呼ばれる大陸がある。

　洋々とした大海のただ中に存在する広大な大陸である。

　バーガント大陸の中央部には、エシュヌ教国という宗教国家が存在する。

　いや、存在した。

　大陸歴七百九十五年、八の月。バーガント大陸北部を勢力圏けんとするベドリュス大帝てい國こくは突とつ然ぜん南下を開始。周辺国を次々と占せん領りようしていき、ついにはその矛ほこ先さきを大陸中央部、エシュヌへと向けたのである。

　内乱で国内が混乱していたエシュヌは帝國の侵しん攻こうを防ぐことができず、程ほどなく占領されることとなった。

　エシュヌ教国と友好関係を結び、大陸西部へ進出していこうとしていたジュヴレーヌ王国は帝國によって出鼻をくじかれる形となり、撤てつ退たいせざるをえなかった。







　ベルナルデ・ピィ王宮──バーガント大陸南部の大国、ジュヴレーヌ王国の王都に存在する王国の中ちゆう枢すう機関である。

　王宮内の一室、会議室には十数人の騎士たちが集まっていた。いずれもこの国の要職に就つく上級騎士たちである。

「いやはや、困ったことになりましたな」

　明朗な声が響ひびいた。声の主は、三十代程度とおぼしき女性であり、声と同様、表情も朗ほがらかで、誰からも好かれやすい雰ふん囲い気きを持った女性騎士である。

　彼女はエフィ・ペール・ア・コルトン。ジュヴレーヌの騎士のトップに立つ存在だ。

「それで、エシュヌの状じよう況きようはどうなっていますの？」

　たずねるのはリュリシア・ルショット・シャンベル──ジュヴレーヌ王国の王女であり、次期国王という立場にあるこの国の中心人物である。

　リュリシアの表情は、エフィとは対照的に重苦しい。リュリシアだけでなく、会議室に集まった騎士たちは誰もが沈ちん痛つうそうな表情で、例外はエフィだけだった。

「エシュヌ教国は現在、ベドリュス大帝國によって占領されています。断だん片ぺん的に伝わってくる情報によれば、エシュヌの教皇を中心とした政権は解体され、帝國が送り込んだ文官による統治が始まったそうです」

「だからわたしは、もっと早く援えん軍ぐんを送るべきだと言ったのだ！」

　叫さけんだのは、中年の騎士である。頰ほおを紅潮させ、室内を見回しながら叫んだ。

「援軍があと一週間、いや、あと数日早く出発していれば、帝國の侵攻に対たい抗こうすることは充分可能だったはずだ！」

「フェンサー卿きよう。今さら言ってもしかたないでしょう」

「いや、言わずにいられるか！　我々があの国のためにこれまでどれだけ時間と労力を割さいていたかわかっているのか!?　その全てを帝國に横取りされたのだぞ！」

「せめて、ジュヴレーヌに好意的だった教皇猊げい下かさえ健在なら……」

「なぜ教皇猊下は死んだのだ！　暗殺されたそうだが、犯人は誰だ!?」

「教皇死亡の混乱をついてその後帝國が攻せめてきた。状況的に帝國の仕し業わざだが、教国が帝國に占せん拠きよされた以上、証しよう拠こはもうない」

　たちまち議論が白熱する室内。そんな様子を見て、リュリシアは硬かたい表情のままうなずき、それを見てとったエフィが、軽く手を鳴らし、室内の注目を集めた。

「はい、君たちの意見はよくわかった。確かに教国をみすみす奪うばわれたのは痛手だが、我が国の騎士団に損失はない──だよね、ロッシュ卿？」

「はい」

　答えたのは中年の騎士──元、エシュヌ国大使であるロッシュである。

「教皇猊下の突然の崩ほう御ぎよにより、エシュヌ国内は一層混乱しました。その状況で帝國の侵攻に対抗するのは不可能と判断し、ジュヴレーヌの関係者は帝國の侵攻直前に教国を脱だつ出しゆつ、本国へ帰き還かんという運びとなりました。そのため、人的被ひ害がいはほぼありません」

「だ、そうだ」

　ロッシュの後を引き継つぎ、エフィが口を開く。

「帝國の悪行はすでに大陸中に知れわたっている。これを放置することはバーガント全体を脅おびやかす脅きよう威いとなる。すなわち、我々は遠くないうちに帝國と戦せん端たんを開くことになる」

　室内にかすかな息を吞のむ音が響く。

「エフィ卿──戦いは、避さけられませんの？」

「残念ながら」

　リュリシアを振り返って、エフィは肩かたをすくめて見せた。

「帝國は急激に領土を広げています。それは脅威ですが、逆にそこが弱みと言えます──占領地が広がれば広がるほど、帝國は統治に力を割さかねばなりません。戦うならばできる限り早い段階がいいでしょう。時間を与あたえればそれだけ帝國に余よ裕ゆうができます」

　そこでエフィは一いつ旦たん言葉を切り、表情を引き締しめて室内を見まわした。

「まだ未確かく認にんではありますが──現在の帝國は、実質的に魔族によって支配されているようです。すなわち今回の事件は、三十年前の再来、魔族の侵攻に他ならないのです」

「それは、間ま違ちがいない話ですの？」

「残念ながら現在、帝國と我が国との間に国交はありません。ですが、諜ちよう報ほう員などが入手した情報を総合しますと、ほぼ間違いないかと」

　魔族──その言葉が出た瞬しゆん間かん、室内の緊きん張ちよう感がさらに高まった。

　三十年前、北方侵略戦争を起こし、バーガントに恐きよう怖ふをまき散らした人類の仇きゆう敵てき。その恐ろしさは、この部屋にいる誰もが認識していた。

「三十年前の戦争を生き残った魔族の残党は、自分たちが滅ほろびたと見せかけつつ、自分たちが滅ぼした国の人間に擬ぎ態たいし、戦力を整えていたのです」

「このことを知っている者は、どれだけいますの？」

「各国政府の上層部にいる者ならば、うすうすは気づいていたことです。ですが魔族に対抗する余力がなかったため、三十年間誰もが見て見ぬふりをしてきたのです」

　これはチャンスなのです、とエフィが告げる。

「魔族が自分から行動に出てきた以上、この事実を隠かくし続けることは難しくなるでしょう。ならば逆にこちらからこの事実を公開し、魔族の非道を糾きゆう弾だんして国際世論を味方につけるのも一つの手段かと」

「エフィ卿の意見はわかりましたわ──わたくしとしては、帝國の問題も、あくまで対話による解決を第一の目標としたいところですわ」

　リュリシアがつぶやく。だが、室内の騎士たちの反応は芳かんばしくなかった。当然だろう。一方的な侵略を始めた帝國が対話できる相手だとは、誰も思っていないのだ。

　無論リュリシアだって、そんなことは心得ていた。

「しかし相手に話し合う気がないのでしたら、交こう渉しようの場に相手を引きずり出すための戦いは必要ですわね」

　リュリシアは断固とした口調で告げる。

「そして戦うのでしたら、それがどんな戦いであれ、我がジュヴレーヌ王国に敗北の二文字は許されませんわ──戦うからには必勝、皆みなさん、わかっていますわね？」

「もちろんですとも」

　すかさずエフィがうなずいてみせると、室内にいる騎士たちも一いつ斉せいに立ち上がった。

「必ずや、王女殿でん下かに勝利を捧ささげてみせます！」「王国に勝利を！」「王女殿下に勝利を！」「国王陛下に勝利を！」「ジュヴレーヌヴイーヴ・レ・王国万歳ジユヴレーヌっ！」

　ペルデの事件をきっかけとして、年配の騎き士しの多くが引退した。現在会議室に集まった騎士もエフィを筆頭に若い世代の騎士が多い。そのためか、血気盛んな騎士が多く、近づく戦争の気配に誰だれもが興奮を隠せない様子だった。

「みなさんの覚かく悟ごはわかりましたわ。ただ、帝國の問題はジュヴレーヌ一国で対処すべき問題ではありませんわ。バーガント諸国家が一丸となって、対処する必要がありますわ」

「わかりました。同盟国との調整にただちに入らせていただきます」

「その件については、わたくしのほうで多少進めておきましたわ」

　続くリュリシアの言葉に、室内の騎士たちは驚きよう愕がくを隠せなかった。

「シャンミュニ皇国のエル──いえ、エルミタージュ皇こう帝てい陛下と、前もって話をさせていただきましたわ。皇帝陛下も今回の件は心を痛めており、断固とした対処が必要だと決意してくださりましたの──シャンミュニ皇国は百二十万の兵士をいつでも戦場に送り込むことができるそうですわ」

　感かん嘆たんの声が部屋の中に響いた。シャンミュニ皇国はジュヴレーヌの同盟国ではあるが、それでも、こんなに早く戦力を出す約束を取り付けるというのは、異例のことであった。

　エルこと、皇帝エルミタージュはリュリシアとは幼なじみの関係である。本来なら直接会話をするにはお互たがいいろいろな制約がある立場なのだが、リュリシアは個人のコネを最大限利用して、一足飛びにエルと話をつけたのである。

「我がジュヴレーヌとシャンミュニ皇国の軍勢をあわせれば三百万。帝國との初戦を乗り切るには充じゆう分ぶんな兵力のはずですわ」

「となりますと、あとはバーガント中央部へと至る道ですね」

　大陸南東部に位置するジュヴレーヌからエシュヌなどがある大陸中央部へ進出するには、間にあるいくつかの国の領土を通過しなくてはならない。エシュヌの内乱では、この制約のおかげでまともに援軍を送ることができなかったのである。

「他の東部諸国とただちに話を進めなさい。帝國に対抗するための同盟を新たに締てい結けつするのですわ。なにか問題があればすぐに知らせなさい。わたくしが直接交渉しますわ」

　リュリシアが矢や継つぎ早に指示を飛ばし、騎士たちはあわててそれぞれの任務をこなすために飛び出していった。

　そんな王女の姿を見て、エフィは感かん慨がい深ぶかくうなずいていた。

（最初はどうなることかと思ったけど、王女殿下は順当に成長なさっているようだね）

　それはエフィにとって、喜ばしいことだった。

「エフィ卿、どうかなさいましたの？」

　リュリシアに声をかけられ、エフィはいつも通りの快活な笑えみをこぼした。

「いえいえ、どうもしませんとも。ただ、これからがたいへんだなと気を引き締めていたところです」

「それは当然ですわ。国内にも通達を出しなさい。ジュヴレーヌ王国はこれより戦時体制に移行しますわ。国内のあらゆる行動に制限がかけられますけれど、国民の皆みなさんが混乱しないよう、騎士たちは国内の治安活動にも注力するよう指示を頼たのみますわね」

「もちろん心得ておりますとも。各騎士団の団長にもすでに通達しています」

「けっこうですわ」

　そこでリュリシアは書類をまとめて席から立ち上がった。

「わたくしはお父様──いえ、国王陛下に謁えつ見けんしてきますわ。ジュヴレーヌ王国が開戦するには、国王陛下の承認が必要ですもの」

　現在のジュヴレーヌ王国を実質的に動かしているのはリュリシアとエフィの二人だが、現国王はリュリシアの父である。

「わたしもお供しましょう」

「いえ、結構ですわ。お父様も反対はなさらないでしょうし、形式上の承認になるはずですわ。エフィ卿は、新規騎士団の編制の件をお願いいたしますわ」

「わかりました。それでは国王陛下の承認は、殿下にお任せいたします」

　エフィがうやうやしく頭を下げると、リュリシアは軽く会え釈しやくをして部屋から出て行った。

　会議室に一人残ったエフィは、ふむ、と独りごちた。

「状じよう況きようは、決して我が国にとって悪くはない、か」

　ジュヴレーヌはバーガント大陸東部において最大の国家である。同盟国であるシャンミュニ皇国の戦力をあわせれば、バーガント東部に対抗できる国はない。

　現在の情勢を鑑かんがみれば、東部諸国はジュヴレーヌとの同盟に積極的に賛同してくれるだろう。帝てい國こくという共通の敵が現れたことで、人類は再び団結しようとしていた。

「これは完全に、三十年前の戦争の再来だよね。三十年前はなんとか人類が勝ったけれど、今回はどんな結末になるのやら」

　エフィの口元には、謎なぞめいた笑みが浮うかんでいた。

「まぁどのみち、わたしはわたしに与えられた役割をこなすだけだけどね」




　王宮内、国王執しつ務む室──国王の私的な空間に最も近いこの部屋は、国王が日ひ頃ごろの政務を行うための部屋である。

　その執務室でリュリシアは父親であるジュヴレーヌ国王、シャルム四世と会っていた。

　シャルム四世はすでに老年に入っており、顔には多くのしわが刻まれ、立派なあごひげも白くなっていた。リュリシアは国王が年をとってから生まれた娘むすめなのである。

　その国王は、木製の簡素なイスに座り、リュリシアが持ってきた書類に目を走らせていた。リュリシアは立ったまま、硬かたい表情で父親の様子をうかがっていた。

「開戦するつもりか、リュリシア」

　ゆっくりと、国王はリュリシアに視線を移した。老おいたその眼まな差ざしはまだ力を失っておらず、威い厳げんと貫かん禄ろくに満ちていた。

「はい、国王陛下。帝國の暴挙は我が国としても看過できませんわ」

「そうだな、その点はワシも同意見だ。だが──すでにお前も知っておろう？　バーガント東部を支配するのは魔ま族ぞくだ。魔族との全面戦争をここで再発させるつもりか？」

「致いたし方ないかと、思いますわ」

　静かな口調でリュリシアは答える。

「状況的に、どのような選せん択たく肢しを選ぼうと開戦は免まぬがれませんわ。ならばできるだけこちらに有利なタイミングで開戦すべきと、わたくしは考えますわ」

「それが今だというのか？」

「ジュヴレーヌは『騎士の王国』。国民は強く、気高き騎士の庇ひ護ごにあることを誇ほこりに思っていますわ。そのジュヴレーヌが現在の状況を静観しては、国民の支持を失いますわ──国王陛下は、違ちがう意見をお持ちですの？」

「いや、ワシも同じだ。お前の意見に異を唱えるつもりはない。お前とエフィ卿きようがそう判断したのならば、ワシはそれを認めるだけだ」

　国王はそう答えながら、慣れた手つきでサラサラと書類に名前をサインし、そして懐ふところから取り出した印を押した。ジュヴレーヌ王国の重要書類に捺なつ印いんされる国こく璽じである。

「だがな、リュリシアよ。お前はペルデと同じ道を進む気か？　西方諸国を武力制圧するつもりか？」

「それは最悪な選択肢と、わたくしは考えますわ。すでに人類は魔族との大きな戦争を経験し、その不毛さを知っていますわ。そこからなにも学ばないのは愚おろかの極きわみですわね」

「ならばどうする？」

「帝國は確かに強大ですが、そのやりかたはあまりにも露ろ骨こつすぎますわ。現在、帝國以外の全すべての国家が、反帝國のために団結しています。同盟軍の全兵力を投入し、諸戦を突とつ破ぱ。こちらが優位なうちに講和を結ぶのが理想と、考えていますわ」

「魔族を滅ぼすつもりか？」

「そんなつもりはありませんわ。わたくしはむしろ、この機会に魔族の存在を公表しつつ、講和を結びたいと思いますわ」

「できると思うか、我々は、あまりに互いを憎にくみすぎている」

「その憎しみを払ふつ拭しよくするには、時間が必要ですわ。それも十年や二十年ではすまない、もっと長い時間が──そして今回のような帝國の暴挙を二度と起こさせないための制度の構築も急務だと思いますの。どれだけ時間がかかるかはわかりませんが、わたくしの生しよう涯がいをかけてでも、この問題に取り組む所存ですわ」

「そうか──お前の気持ちはわかった」

　国王は机に手をつき、立ち上がると、そのまま隣りん室しつへとつながる扉とびらへと向かった。

「少し待っていなさい。お前に渡わたすものがある」

「はい？」

　リュリシアは少し疑問に思いつつ、言われるまま一人、執務室で待っていた。執務室の隣となりは、国王の書しよ斎さいがあったはずだが、なにをするつもりだろう？

　数分ほどたっただろうか──隣室から国王が戻もどってきた。長い袋ふくろに入った棒状のものを、両手で重そうに抱かかえている。

「リュリシア。よく聞くがいい」

　国王はいつになくいかめしい顔つきとなっていた。リュリシアは父の声こわ音ねにただならぬ気配を感じ取り、あわててかしこまった。

「おヌシは国王としても、王女としても騎士としてもまだまだ未熟だ」

「……はい、わかっておりますわ」

「理想に燃えるのはいい。だがその理想を現実のものにすることは難しい。未熟なおヌシでは、この先必ず現実の壁かべにぶつかり、夢破れ、敗北することになるだろう。そうなったとき、おヌシはそこから立ち直ることができるか、ワシは疑問に思う」

「未熟者のわたくしを心配いただき、ありがとうございますわ。ですが、たとえどんなに困難な道であれ、わたくしは進むことを諦あきらめませんし、何度敗北しようとこの身果てぬ限り何度でも立ち上がり続けますわ」

　リュリシアは決意を込こめた眼差しで父親を見つめた。

「おヌシの決意が固いことはわかったが、現実はそううまくはいかぬ──だが悲しいかな、ワシはもう歳としだ。いつまでお前の助けになれるか、自分でもわからぬ」

　国王はそこで両手で抱えていたものをリュリシアに向かって差し出した。

「ワシはもう長くない──だがこの剣けんが、おヌシの助けとなるだろう」

「これは……」

　リュリシアが袋のヒモをとくと、中から一振りの剣が姿を現した。取り出した瞬しゆん間かん、室内に光が満ちたような、そんな錯さつ覚かくを覚えた。

　深い群ぐん青じようと輝かがやくような黄金、その二色に染め上げられた剣だ。鞘さやに収まっているというのに、眼めには見えない冷気のようなものが周囲にただよい、リュリシアの肌はだに刺さすような痛みを与あたえてくれた。リュリシアは、剣を持つ自分の手が震ふるえていることに気づいた。

「お父様、これは、まさか……」

「これぞ我がジュヴレーヌ王国の宝ほう剣けん──建国王と呼ばれる我らの先祖、アルトス一世が使用した騎き士し剣、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉。これをおヌシにさずけよう」

「ですが、お父様、これは歴代の国王が受け継ついできた剣のはず。わたくしはまだ……」

　リュリシアはいきなり由ゆい緒しよある剣を渡されたことで珍めずらしく動転していた。国王はそんな娘に落ち着くよううながした。

「わかっておる。実質的にワシは退いたとはいえ、おヌシはまだ正式な国王ではない──だから、ワシはおヌシにその剣を預けることにした」

「預ける？」

「ウム。おヌシが無事この国へ凱がい旋せんしたとき。そのときこそ、ワシは退位し、その剣はおヌシのものとなる。だからリュリシアよ、必ず戻るのだぞ」

「お父様……」

　リュリシアは、父親がわざわざ国宝を手て渡わたしてくれたその想おもいを感じ取った。父の気持ちを自覚したとたん、手に持つ〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉の重みが一段と増したように感じられた。

「ジュヴレーヌは騎士の国。我が国が開戦するならば、その指揮官は自ら前線に立たねばならん──未熟なおヌシを送ること、ワシは正直不安だ。だがこの剣に込められた祖先の魂たましいがそなたを護まもってくれるだろう」

「ありがとうございます、お父様──いえ、国王陛下。必ずや陛下のご期待に添そえますよう、この身を王国のために捧ささげるつもりです」

「期待しておるぞ」

　最後にもう一度深く頭を下げた後、リュリシアは宝剣を手に執務室を後にした──もう、父親の姿を振ふり返りはしなかった。次に父と会うのは、父の言ったとおり、リュリシアが即そく位いするときだと、自覚しているからだ。

　そして父親との謁見をつつがなく終えた後──リュリシアは王宮内の通路で見知った顔と対面した。それはもう何年もの間、毎日顔をつきあわせてきた人物である。

「リリィ様。ただいまエシュヌより戻りました。ご挨あい拶さつが遅おそくなって申し訳ありません」

　深々と頭を下げるその動きにも、彼女の生き真ま面じ目めな性格が表れていた。アンジュ・ペティ。リュリシアの従者兼けん護衛役の少女である。

　アンジュがリュリシアに仕えるようになって何年も経たつ。一日の大半の時間をアンジュと共に過ごすことがいつしかリュリシアにとっても当たり前になっていた。

　そんなアンジュが今回、久々にリュリシアの側そばを離はなれ、別の任務に就いたのである。内乱の続くエシュヌに向かい、ジュヴレーヌとの友好関係を築くという任務である。

　この任務を成功させれば、リュリシアによる新政権の屋台骨はより強固なものになるはずだった。そしてアンジュたちはエシュヌと友好関係を築くことに成功していた。

　だが最終的に、帝國の侵しん攻こうによってエシュヌはなすすべなく占せん領りようされ、アンジュたちが今までやってきた仕事はほとんど無意味になってしまったのだ。

「申し訳ありません、リリィ様。大役をまかせていただいたのに、ロクな成果をあげられないまま、おめおめと戻って参りました。この責任は、いかようにも処分ください」

　悲痛な表情でまくしたてるアンジュ。この従者はあいかわらずだな、とリュリシアは思いつつ、表面上はリュリシアも硬い表情のままうなずいてみせた。

「わたくしもあなたと話したいと思っていましたの。場所を移しましょう」

「わかりました」

　そのままリュリシアはアンジュを連れて移動をする──といっても、目的地はすぐ側である。王宮の奥にある自室にリュリシアはアンジュを招き入れた。

　豪ごう奢しやな美び貌ぼうを誇るリュリシア本人とは対照的に、彼女の私室は意外と質素だった。無論一いつ般ぱん人では一生触ふれることのないような高級家具もいくつか並んではいるが、全体的に落ち着いた色合いで整えられ、華か美びな装そう飾しよくはほとんどない。

　リュリシアは手に持っていた〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉をどうしようかと一瞬迷ったが、とりあえず騎士剣を掛かけておくための台に並べておくことにした。剣を置く台は、騎士ならば自室に必ず用意してあるものである。

　リュリシアが妙みようにうやうやしい仕草で剣を台に掛けているので、アンジュは怪け訝げんな顔になっていた。が、空気を読んで、今は尋たずねなかった。

「さて、アンジュ。お座りなさい」

「はい、では失礼します」

　アンジュは勧められるままにイスに座った。リュリシア自身はまだ席にはつかず、部屋の片かた隅すみへと向かった。

「お茶くらい飲みますでしょう？」

「お茶でしたら、わたしが用意いたします」

　率そつ先せんして立ち上がるアンジュ。従者としてつとめている間、リュリシアが口にするお茶は全てアンジュが用意していたのだ。

「けっこうですわ。あなたは座ってなさい」

「ですが……」

「あなたがいない間、わたくしは自分でお茶を用意していましたのよ」

　得意そうに語るリュリシア。リュリシアは部屋の中に用意されていた茶器を並べると、魔導駆く動どう式の湯ゆ沸わかし器のスイッチを入れ、お湯を用意した。

　ポットを温めつつ茶葉を用意し、お湯でいったん茶葉を蒸むらす……リュリシア自身がお茶を淹いれた経験は少ないはずだが、その動きは充分手慣れたものだった。

「お飲みなさい」

「はい、ありがたくいただきます」

　かしこまったアンジュはうやうやしくカップを手にした。ふんわりとやさしいお茶の香かおりが鼻に届く。ゆっくりと口をつけると、まろやかな味わいとともに花のような香りが体の中に広がっていった──とても美お味いしい。

「いかがですの？」

「はい、たいへん美味しゅうございます」

　アンジュは生真面目に答える。リュリシアは、そうですの、と短くうなずきつつ自分のカップに口をつけた。そして一口飲んだ瞬間、片かた眉まゆを持ち上げた。

「……今一つですわ」

「はぁ、そうでしょうか？」

　どうやらリュリシアは自分のお茶に満足できていないようだ。しかしアンジュはお世辞抜ぬきに美味しいお茶だと感じていた。そもそも王宮で使われる茶葉は献けん上じようされた最高級品だ。茶器も一級品がそろっている。これ以上のお茶はそうそう存在しないはずである。

「この一ひと月つきほど、いろいろと自分で試ためしてみましたけれど、アンジュ、あなたの淹れてくれたお茶と比べるとどれも今一つでしたわ」

「リリィ様……」

「それで久しぶりに実感いたしましたわ──わたくしには、あなたが必要なのだと」

　すっと、顔を持ち上げ、リュリシアは澄すんだ眼まな差ざしでアンジュの顔を見つめた。

「これからもわたくしに力を貸していただけますかしら？」

「ですが、わたくしはエシュヌで、リリィ様の期待にこたえることができずに……」

「そうですわね。あなたが任務達成できなかったことは事実ですわ」

　リュリシアは席から立ち上がると、ゆっくりとアンジュへと歩み寄ってきた。

「それで、あなたはどうしますの？　任務に失敗したら、あなたはそれで諦めますの？　それとも失敗を糧かてにして奮起しますの？　あなたはどちらですの？」

「わたしは……」

　スッと、アンジュの目の前に立ったリュリシアが手を差し出した。

「わたくしに力を、貸していただけますかしら？」

「……はい、わたしごとき微び力りよくでよろしければ。そして、次こそは失敗を挽ばん回かいしてご覧にいれます」

「けっこうですわ」

　満足そうにうなずくリュリシアに再度深々と頭を下げながら、アンジュは、やはりこの人にはかなわない、と思った。

　アンジュは失敗の責任をとって辞職する覚かく悟ごだった。だがリュリシアはそんなアンジュの気配を悟さとってか、アンジュがそれを切り出す前に翻ほん意いさせたのだった。

「またあなたのお茶を飲むことができますのね」

「なんでしたら、今すぐにでも淹れましょうか」

「それは後の楽しみにしておきますわ。まだわたくしが淹れた分がありますもの。国民の皆みなさんが献上してくれたお茶を、無む駄だにすることはできませんわ」

　と、リュリシアは残っていたお茶に口をつける。アンジュも自分の分を飲んだ。

「こうやっていますと、シュナブランさんやソフィー卿きようと一いつ緒しよに学園でお茶を飲んだことを思い出しますわ──ついこの前のことなのに、ずいぶん昔のような気がしますわね」

　シュンとソフィー──二人の名前が出た瞬間、アンジュの顔が強こわばった。

「リリィ様。シュナブランさんについてなのですが……」

「えぇ、聞いていますわ。帰国早々入院なさったと」

　アンジュと共にエシュヌでの任務に就ついていたシュンとソフィーは、アンジュよりも一足先に帰国していた。理由は、シュンがエシュヌで負傷し、その治ち療りようのためである。

「実は帝てい國こくの動きには、またシュナブランさんの家族が関かかわっていたらしくて……」

「えぇ、それも聞いていますわ。あの一家は本当に……」

　嘆たん息そくするリュリシア。アンジュはそんな主あるじに尋ねた。

「あの……リリィ様。シュナブランさんとお会いに？」

「まだ顔は合わせていませんわ。わたくしも忙いそがしかったもので」

　気き丈じような様子のリュリシアだが、アンジュには、彼女がどことなく寂さみしがっているように感じられた。

「リリィ様。明日あした以降のスケジュールを調整して、病院に行く時間を……」

「必要ありませんわ」

　きっぱりと、リュリシアは断った。

「シュナブランさんは友人ですけれど、一人の騎士ですわ。騎士が負傷するたびにお見み舞まいに行っていては、わたくしは毎日病院に向かわなくてはなりませんわ」

「それはそうですが……リリィ様。ムリをなさることはないのですよ」

「ムリとは、どういうことですの？」

　つきあいの長いアンジュは、リュリシアの微び妙みような内心の変化に気づいた。

「リリィ様が、次期国王の自覚を強めるのはもちろん大切なことです。ですが、だからといって、友人と親しくしてはいけないという理由にはならないはずです」

　リュリシアは少し驚おどろいたように柳りゆう眉びを持ち上げた。

「アンジュ……あなたはなんでもお見通しですのね」

「これでも、リリィ様の従者を務めさせていただいておりますので」

「あなたの言うことももっともですけれど──わたくしは、この国の次期女王ですのよ。特定の騎き士しと不必要に親しくしては、公平ではありませんわ」

　リュリシアの意見はあいかわらず頑かたくなだった。アンジュは戻もどって早々、自分の仕事ができたと感じつつも、そんな内心は表面に出さないまま、軽く咳せき払ばらいをした。

「リリィ様──たしか、王立中央病院はつい先日、新病びよう棟とうを増設したはずです」

「それが、どうしましたの？」

「それにあわせて、王家は病院に多額の寄付をなさっておいでです」

　従者に告げられ、リュリシアもそんなことがあったな、と思い出した。

「その件で院長が、リリィ様にお礼を述べさせていただきたいと申し出ていたはずです」

「それで、アンジュ。あなたはなにをおっしゃりたいの？」

「帝國といざ開戦すれば、医い療りよう関係者の重要度が増すのは至し極ごく当然のこと。この時期にリリィ様が病院を訪問することは、とても重要なことかと存じ上げます」

「それですわ！」

　勢い込んで立ち上がるリュリシア。が、すぐに気づき、こほん、と恥はずかしさをごまかすように咳払いをした。

「いえ、別にシュナブランさんのことなどどうでもいいのですけれど、この機会に院長と会っておくのは確かに重要ですわ。アンジュ。さっそく病院側に申し入れをなさい」

「ではさっそく手配させていただきます」

「頼たのみますわよ、アンジュ」

　アンジュはリュリシアの私室を出た後、足早に王宮内を進んでいった。

　こころなしか、その足取りは軽い。

　しばらく歩いてそのことを自覚したアンジュは、これは早速リュリシアの役に立てるから嬉うれしいのだと、自分に言い聞かせた。

　そう、決して──入院中のシュンに自分が会いたかったわけではないのだ。







　ジュヴレーヌ王国、王都、その中心部にそびえる白はく亜あの建造物──王立中央病院。ジュヴレーヌ王国における医学の中心地である。

　その入院病棟の最上階──高級ホテルの一室だと言われても納なつ得とくできるほど豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされたフロアだった。本来ならやんごとない身分の人が入院するための施し設せつである。

　その一室にしがない騎士にすぎない少年、シュンこと、シュナブラン・ノーブ・ハーベストはいた。いや、シュンはまだ騎士として正式に叙じよ任にんされたわけではないので、騎士ではない。学園もほとんど退学同然だし、今のシュンはただの無職だ。

「……なんでボク、こんなところにいるんだろう」

　思わずつぶやくシュン。病室のベッドは柔やわらかく、シュンが座っていると腰こしまで埋うまってしまいそうな、そんな錯さつ覚かくを覚えるほどで、いかにも高そうだった。実際寝ねてみるとベッドの形がシュンの体に合わせてフィットして、すごく寝心ごこ地ちがいい。

　しかしそんな高級なベッドも、今のシュンの心を落ち着かせる効果はなかった。

　気づいてみれば、シュンはこの病室にいた。それは昨夜遅おそくのことだった。見なれない部屋にいたことに不安を覚えたが、その後部屋に来た医師から、ここが王都の病院だと告げられた。

　シュンの記き憶おくでは、自分はバーガントの中央、エシュヌ教国にいたはずである。エシュヌで内乱を起こしたリースとルケ、二人の姉と再会し、和解したと思ったら帝國の侵しん攻こうが始まって、しかもその帝國を動かしているのがシュンの姉、シャルであることが判明して、シュンは絶対にシャルの暴挙を止めると決心して──そこで記憶は途と絶だえていた。

　そして次に気づいたときは、この病室にいた。目を覚ましたときは驚いた。体中にチューブが刺ささっていて、まるで重病人のような扱あつかいだったからだ。

　そして夜が明けて朝になり、シュンは医師の再検査を受けた。目覚めたシュンは特に体の不調は感じておらず、医師にもそう告げると、経過を見ましょう、と告げられ、そのまま病室に戻された。

　病室で一人きりになると──外の状じよう況きようが気になった。エシュヌはあの後どうなったのか、帝國の侵攻はどうなったのか、ジュヴレーヌはどうするのか──だが、知り合いに連れん絡らくを取ろうにも、魔ま導どう端たん末まつをシュンは持っていなかった。

　看護師に頼んだら新聞を用意してくれたので、さっそく国際情報を確かく認にんしたら──エシュヌは帝國に占せん領りようされ、帝國に対たい抗こうするための大同盟がバーガント東部諸国の間で結成されると大々的に報じられていた。

　シャルの引き起こした戦争が、大陸全土を巻き込もうとしている──なのに自分は、どうしてこんな場所にいるのだろう。

　そう考えるといてもたってもいられず、シュンはベッドから立ち上がった。が、入院生活が続いたせいか、急に立ち上がると立ちくらみがして、膝ひざをついてしまった。

「少し、体力が落ちたかな？」

　ならますます寝ていられない。体力を取り戻さないと、と脚あしに力を入れて立ち上がる。

　窓から外の風景が見えた。天気は晴れ。太陽の位置からすると時刻は正午前後。窓からは王都の整備された街並みが見える。右手側に見える白い大きな壁かべは、見覚えのある王宮のものだ。リュリシアはあそこにいるのだろうか？

　ふと視線を下に向けると病院前の道路の一画が柵さくで囲われていた。囲われた部分には大きな穴が開いている。道路工事だろうか？　その割に作業員が見あたらないが……

　まぁいい。王都の風景を見ると、外国から戻ってきたという実感が沸ふつ々ふつと湧わいてきたが、今はそんな感傷に浸ひたっている場合でもない。

　まずは基き礎そトレーニングからと、柔じゆう軟なん体操を始めることにした。幸い部屋は無駄に広いので、軽い運動をするスペースは充じゆう分ぶんにある。

　最初は床ゆかに座り込んで、脚を大きく開きながら全身を伸のばす。ベッド生活で凝こり固かたまった体が、ゴキゴキ悲鳴を上げている。痛いが、学園にいたころはこの程度の痛みは日常茶さ飯はん事じだった。もう慣れた。

　そうやって柔軟体操をしばらく続けていると、全身に汗あせが浮うかび上がってきた。だいぶ体がなまっているようだ。このまま……

「シュナブラン様、なにをしているんですか！」

　と、大声が室内に響ひびいた。振ふり返ると、入り口の扉とびらを開けて立ちつくす女性がいた。白い看護師の服装に身を包んだ小こ柄がらな女性、年ねん齢れいは二十代半ばくらいだろうか。

「あ、どうも、おはようございます」

「安静にしていないといけないって、昨夜も説明しましたよね！　なのになんでそんな運動をしているんですか！」

「いやぁ、さすがに体が鈍なまってきたもので、軽く体をほぐそうかなって……」

「先生から許可が出るまで、運動は控ひかえてください！」

　怒おこられてしまった。けど、相手はシュンよりもだいぶ背が低いので、怒ってもあんまり怖こわくない。というか、騎士学園のおちこぼれだったシュンにとって怒られるのは日常茶飯事だったので、いまさらちょっとやそっと怒られたくらいでいちいち動どう揺ようなんてしない──いや、全然自じ慢まんできることではないけれど。

「とにかく、シュナブラン様はベッドの上で静かにしていてください。なにか用があれば、コールボタンを押していただければ、わたくしどもがすぐ参りますから！」

　ぷんぷん怒いかりながら看護師はシュンの背中を押してベッドにまで誘ゆう導どうしてくれる。シュンも逆らわず、大人しくベッドに戻った。

「でも、ボク、早く仕事に戻らないといけないんですよ」

「完治なさったらすぐ復帰していただいてかまいません。治っていないのにムリをしたら、結局ここに戻ってくることになりますよ」

「いつになったら治るんですか？」

「それは先生にお聞きください」

「じゃぁ、先生と会わせてください」

「夕方に問もん診しんがありますので、そのときまでお待ちください」

　生き真ま面じ目めに看護師が告げる。可愛かわいい顔をしてなかなか融ゆう通ずうがきかない相手のようだった。

「えっと……それじゃ、ボクの家族を知りませんか？」

　ソフィーたちに連絡を取って、なんとか退院の手続きをしてもらえないかな、と考えたシュンである。だが、シュンがをそう告げた途と端たん、看護師の顔色が変わった。

「それは、もしかしてお姉さんか妹さん、ご姉妹きようだいのかたがたですか？」

「えぇ、そうです」

「あの方々は、あなた様をここに連れてきたとき、とにかくたいへんで……あなた様を助けなきゃこの病院ごと皆みな殺ごろしにすると大暴れして……」

「ごめんなさい！」

　シュンはベッドの上で土下座をした。即そつ行こうだった。たぶんそのセリフを言ったのはルケだと思う。短気なルケが病院前で大暴れをしている姿が、シュンには簡単に想像できた。

「ボクの姉がご迷めい惑わくをおかけしてすいません！」

「いえ、謝ることはありません。むしろ、大変素す晴ばらしいご姉妹ではありませんか」

　看護師の意外な言葉に、シュンは土下座の体勢から顔を上げた。

「え？　そうですか？」

「もちろんです。あなた様のことが心配だったから、あれだけの行動に出たのでしょう。あなた様を深く愛しておられるのだと思いますよ。素晴らしいお姉様ですね」

　それは多分に社交辞令的な意味で言った言葉だったと思う。だがシュンにとって、看護師のその言葉はなによりも嬉しいものだった。

「はい、ボクの自慢の姉ですから……で、姉さんたちが今どこにいるかわかりますか？」

「大暴れしたあと、警備の騎士が駆かけつけたら脱だつ兎との如ごとく逃にげ出したと聞いています」

「ですよねぇ～」

　そういえば、とシュンは気づいた。先ほど窓から外を見たとき道路になぜか穴が開いていたけれど、あれはまさかルケが……いや、深く追求はしないことにしよう。

　ともあれ、そんなことがあったのではソフィーたちも病院には近づきにくいだろう……けれど無事にジュヴレーヌに戻ってきているらしいとわかったので、シュンとしては一安心である。近くにいるのなら、そのうち会えるだろうと気楽に考えるシュン。

　看護師がいなくなって病室に一人残されたシュンは、さてどうするかな、とベッドの上で悩なやんでいると──

　コンコン「……ん？」

　周囲を見回してみる。何かを叩たたく音が聞こえたが、室内には当然シュンしかいない。扉がノックされたのか？　いや、向かいの扉よりもう少し近きん距きよ離りから聞こえたような……

　コンコン「んっと……窓？」

　ベッドのそばにある窓から音が響いているようだ。なんだろう、と思いながらベッドから再度起き上がり、窓へ近づくと──外にソフィーがいた。

『おはようございます、兄さん』

　ガラス越ごしにアイサツをしてくるソフィー。だが、シュンは驚おどろきのあまり思わず眼めをこすって二度見してしまった。だが何回確かく認にんしても、窓の向こうにいるのは見なれたシュンの妹、ソフィー本人だった。

「ソフィー、どうしてこんなところに!?」

　先ほど窓から外を見たのだが、ここは病びよう棟とうの最上階にある部屋のはずである。おまけに窓の外には足場もほとんどなかったはずだ。なのにどうしてソフィーは窓の外で平然と立っているのだろう？

『あぁ、兄さん。もしやと思ったのですが、ようやく目を覚ましたのですね。嬉しいです。今そちらに行きますね』

　と、ソフィーは兄の疑問などどこ吹ふく風、嬉うれしそうに笑えみをこぼしながら窓に手をかけ、ガチッ、カギがかかっているので開かないと気づくと、おや、とつぶやいた。

『兄さん、そこから離はなれてください、今窓を破りますので』

「待って待って、ソフィー！　なんでそんな乱暴なこと言うの？　普ふ通つうにボクが窓を開ければいいだけの話だよね？」

　窓を破は壊かいする意味がまったくわからない。ソフィーの様子がなんだか変だと思いつつ、シュンはあわてて窓のカギを開けた。

「さすが兄さん。そんな方法があったとは……」

「いや、普通気づくよね!?」

「申し訳ありません。兄さんが元気になった姿を見て感極きわまったあまり動転して、頭の回転が鈍ったようです」

　そんなことを言いながらソフィーが窓を乗り越こえて入ってくる。

「兄さん。もう動いても大だい丈じよう夫ぶなのですか？　リース姉さんたちも心配していましたよ」

　と、室内に入るやソフィーはシュンを抱だきしめてきた。久しぶりの妹のスキンシップを、シュンはそのまま受け入れた。むにむにと柔らかい妹の感かん触しよくと温かい息づかいが肌はだに感じられ、その感覚がなんだか懐なつかしい。

「ごめんね、ソフィー。いっぱい心配させたよね。ボクなら、もう平気だよ」

「本当によかったです、兄さん。今回はもう……」

　シュンを抱きしめるソフィーの腕うでにグッと力がこもり、より強く抱きしめられる。シュンは、妹の好きにさせた。かすかになにかをこらえるような妹の声が耳元で聞こえる。

「兄さん……すいません。急に抱きしめてしまって」

「いいんだよ、好きなだけこうしていても」

「いえ、兄さんは病やみ上がりなのですから、ベッドにお戻もどりください」

　と言われ、シュンは言われるまま、ベッドに入った。

「えっと……ソフィー。気になってたんだけど、なんで窓から入ってきたの？」

「兄さんは面会謝絶ということだったので、正面から入っても会えないからです」

「そっか。ボク昨日まで意識なかったし……でもさ、ここって結構高いよね？　どうやって窓まで上ってきたの？　足場は？」

「空気中の〈魔ス元ク素レ〉を足場にしました」

　騎き士しの力の源、〈魔ス元ク素レ〉は大気中にも微び量りようながら存在する。手て練だれの騎士はそれを足の裏でつかみ、足場にすることができるのだ。シュンも、以前の戦せん闘とうで使ったことがある。

「それはそうとソフィー。ボクが眠ねむっている間、どうなったの？　新聞だと戦争が始まるみたいだけど、まさか本当にジュヴレーヌは帝てい國こくと戦うの？」

「そのようですね」

　ソフィーの言葉は、まるで他ひ人と事ごとだった。

「ソフィー。状じよう況きようはどうなっているの？　リュリシアさんはどうするつもり？　シャル姉ねえは、どうなっているの!?」

「兄さん、落ち着いてください」

　ソフィーは、優やさしい笑みを浮かべた。だが、シュンの疑問には答えてくれなかった。
















「いろいろと気になることはわかりますが、今はムリをせず、体を静養させることのほうが大切ではありませんか？　兄さんはまず、体を全快させることに努めてください」

「そんな……だってさ、ソフィー。このままだったら、シャル姉のせいで世界中が混乱していくんだよ？　ボクらがやらなかったら、いったい誰だれがシャル姉を止めるの？」

「そうやってムリをして、また病院に逆ぎやく戻もどりする気ですか」

　真顔で告げるソフィー──シュンは、押し黙だまった。ソフィーの言葉は正論だ。だがズルイと思った。そんな言い方をされたら、シュンはなにも反論できないではないか。

「安心してください、兄さん。私だって、なにもこのままでいいとは思っていません。帝國との前線には、アリア姉さんとティンがすでに向かっています。二人は戦局の拡大を最小限度にとどめるよう行動してくれます。その間に兄さんは静養してください。無事完治したら、また職務に復帰しましょう」

「……わかったよ」

　シュンは、うなずいた。納なつ得とくしたわけではないけれど、ソフィーの言葉はもっともなのでうなずくしかなかったのだ。

　と、そのとき──カツカツ、扉とびらの外から靴くつ音おとが聞こえてきた。ソフィーがハッと表情を引き締しめた。

「誰か来たようです、マズイですね」

　確かにソフィーは無断侵しん入にゆうしているので、病院関係者に見つかるとマズイだろう。

「早く隠かくれないと……」

　シュンも慌あわてて室内を見まわすが──人が隠れられそうな場所が、とっさに見あたらない。

「そ、そうだ、ベッドに隠れればいいんだ！」

「そうですね、兄さん、失礼します」

　言うが早いか、ソフィーは神速でベッドの布ふ団とんをめくり、その中にするりと身を潜もぐらせた──って、えぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!　と、シュンは内心で声にならない悲鳴を上げた。シュンは、ベッドの下の隙すき間まに隠れればいいと思ったのに、ソフィーはなにを考えたのか、シュンの座るベッドと布団の間に隠れたのだ。すなわち、シュンの下半身に、妹の柔やわらかな肉体の感触がダイレクトに伝わってくる状態である。

「兄さん、私は気配を消しておきますので、上う手まくごまかしてください」

　と、シュンのすぐ下から声が聞こえる。というか、脚あしのモモあたりが熱い。ソフィーの吐と息いきがかかるせいだろうか？　というか、これはマズイ。ソフィーが入った瞬しゆん間かん、布団からは妹の優しくて甘い香かおりがただよってくる。どう考えてもマズイ！

　コンコン──扉がノックされた。もうどうしようもない！　シュンは覚かく悟ごを決め、ベッドの上で布団の端はしを押さえながら、どうぞ、と返事をした。

　幸いというべきか、シュンの使うベッドは柔らかく、体が深く沈しずむ形だし、布団もふっくら柔らかくふくらんでいるので、ソフィーがベッドに隠れているにもかかわらず、外見上はさほど違い和わ感がなかった。

「失礼いたします」

　と、先ほどの女性看護師が入ってきた。が、今回は看護師以外にも数人の人物がいた。それらの人物も一いつ緒しよに病室へと入ってくる。

　一人は白衣を着た年配の男性。昨夜シュンを診しん察さつしてくれた医師だ。たぶん、この病院でも結構偉えらい先生だと、シュンは見当をつけていた。

「リュリシア王女殿でん下か、どうぞこちらです」

「失礼いたしますわよ、シュナブランさん」

　と、医師に続いて入ってきたのはよく見知った相手──リュリシアであった。その背後にはいつものごとく、アンジュが付きしたがっている。

「リュリシアさん、いきなりどうしたの？」

「どうしたもこうしたもありませんわ。わたくしは、たまたまこの病院を視察する仕事があったので、訪おとずれただけですわ。そこで偶ぐう然ぜんにも、あなたが入院していたことを思い出しましたので、少し顔を出しただけのことですわよ」

　スラスラとリュリシアは事情を説明する。

「王女殿下はしらじらしいことを……兄さんにわざわざ会いに来たくせに……」

　布団の中からソフィーの声が聞こえた。シュンは愛あい想そ笑いを浮かべながらも、全身から冷や汗あせが浮うかび上がるのを感じた。

　マズイ、状況は確実に悪化している！　まさかいきなりリュリシアが来るとは夢にも思っていなかった。これでもしソフィーがベッドに隠れていることがリュリシアにバレたりしたら……とんでもないことになる！　絶対に隠さなくてはいけない！

「えっと……その、リュリシアさん、ベッドの上からゴメンね。本当は立ってアイサツすべきなんだろうけど……」

「あなたは病み上がりですもの。そのままでけっこうですわ」

　ソフィーの存在を隠すためにはベッドから出るわけにはいかない。まずその点はうまくごまかせたようだ。

「わざわざボクに会いに来てくれたの？　ありがとうね、リュリシアさん」

「先ほども言いましたけど、仕事のついでに顔を出しただけですわ」

「そうなんだ。けど嬉しいよ、リュリシアさんに会えて」

「わたくしも、思っていたより元気そうで安心しましたわ」

　リュリシアが背後の医師を振ふり返った。

「それで、院長？　シュナブランさんの容よう態だいはいかがですの？」

　リュリシアの言葉で、シュンはようやく、この医師が病院の院長なんだ、と知った。

「負傷は問題なく完治しました。意識を失った原因ですが……精密検査でも異常は今のところ見つかっていませんね。となると、過労のせいかもしれませんな」

「ならば問題はないということですわね？」

「ただ、何日も目を覚まさなかったとなると、かなり免めん疫えき力が弱っているようです。しばらくは静養すべきですね」

「あ、いえ、元気になったらすぐ退院……」

　すぐ退院します、とシュンが言いかけると、それを遮さえぎるようにリュリシアが告げた。

「いえ、完治するまでこのまま入院なさい、シュナブランさん」

「でも、帝國と開戦するんでしょ？　人手はいくらあっても足りないはずだよ。そりゃ、ボクみたいなのじゃあまり助けにならないかもしれないけれど……」

「だからこそですわ」

　リュリシアはベッドに近づくと、シュンの手を両手で握にぎった。彼女のたおやかな指から、ひんやりとした触しよつ感かんが伝わってくる。

「わたくしは、あなたの力に期待していますのよ？　だからこそ、今は静養し、体調を完全に整えたらすぐさま復帰して、わたくしを手助けして欲しいのですわ。戦いはそう簡単には終わりませんわ。あなたに手伝っていただくことも、いくらだってありますわ」

　リュリシアにそう言われては、シュンもうなずくしかない。

　と、そこでアンジュと視線があった。なにやらシュンにもの言いたげな空気を感じる。アンジュのことなので『あなたのような怠なまけ者が過労で倒たおれるとは、ずいぶん繊せん細さいな神経をお持ちですね』みたいな皮肉でも言いたいのだろう。それくらいはわかる。

「どうかした、アンジュさん？」

「いえ……エシュヌではあなたもかなり頑がん張ばっていましたし、過労も無理からぬことです。しっかり休養なさってください」

「え!?」

　シュンの予想と正反対なアンジュの言葉に、思わず声を漏もらしてしまった。

「なんですか、妙みような顔をして」

「いや、だって……」

「あなたがシュナブランさんを誉ほめるなんて、珍めずらしいことがありますわね、アンジュ」

　と、リュリシアがなんとも名状しがたい表情でアンジュを見つめた。

「明日あしたは雪が降りますかしら？」

「心外ですね、リリィ様。確かにシュナブランさんは普ふ段だん不ふ真ま面じ目めですから怒おこることは多いですが、誉めるべき点があればわたしだって評価はします」

　確かにシュンはエシュヌでは結構頑張ったと、自分でも思う。けれどまさかあのアンジュから優しい言葉をかけられるとは……まぁ、誉められるのは素す直なおに嬉うれしいけど。

「イタッ！」

「どうなさいましたの？」

「なんでもないよ！」

　あわててごまかす──今、布団の下のソフィーがシュンの脚をつねったのだ。なんでそんなイタズラをするのかわからないけど、やめてほしい。

「リリィ様、そろそろ」

「あら、もうそんな時間ですの？」

　と、リュリシアが片手を頰ほおにあてた。

「どうかしたの？」

「リリィ様は大変お忙いそがしい身なのです。あまり長居するわけにはいきません」

　確かにそれはそうだ。王女様がどれだけ忙しいかは、しばらく一緒に仕事をしたシュンもよく知っていた。シュンの見み舞まいに来てくれたことでさえ驚おどろきなくらいだ。

「ではこのあたりで……」

　ビビビ、バリンッ──突とつ然ぜん破は裂れつ音が室内に響ひびいた。突然のことだったので、全員がぎょっと驚く。いや、アンジュだけはすばやくリュリシアの前に出て、腰こしの剣けんに手をかけて周囲を警けい戒かいしはじめた。さすが護衛役、反応が早い。

　見ると、病室の中央に亀き裂れつがあった。なにもなかったはずの空間、空中にいきなり裂さけ目ができたのだ。この裂け目には見覚えがあった。まさか……

「あぁ、シュ～たん、目覚めたのですね！　よかった！」

　その裂け目から飛び出してきたのは、露ろ出しゆつの高い修道服を着た美女──シュンの姉、リースだった。リースは飛び出した勢いのままベッドの上のシュンにとびつくと、力ちから一いつ杯ぱい両手でシュンの頭を抱だきしめてきた。姉の豊かにふくらんだ胸の間にシュンの顔が埋うずまってしまい、柔らかい感かん触しよくが顔面を包み込んでくれる。

「いったいなにごとだ!?」

　と、一番驚いているのは部屋の隅すみにいた院長と看護師である。リースは《滅神咒具エスカトロイ》の力で空間を跳とび越こえてここまでやってきたのだが、事情を知らない人間にはまったくわけがわからないだろう。

「す、すぐに警備の騎き士しを……」

「いえ、結構です。知り合いですので」

　あわてふためく院長を制したのは、アンジュである。アンジュはエシュヌの一件で、リースのことを知っているのである。

「リリィ様。彼女は例の……」

「えぇ、なんとなくそんな気がしていましたわ」

　と、事情を知るリュリシアも、リースの正体に気づいたようである。

「姉さん、苦しいよ！」

「その苦しさこそ生きている証あかしなのですよ。それに、聖なる姉弟きようだいのスキンシップは、たとえ神でもジャマはできないのです。もっとも、ワタクシの聖なる神はシュ～たんですが」

　あいかわらず独自の理論を展開するリースの思考は、弟であるシュンでも理解できなかった──が、シュンが目を覚ましたことをリースが喜んでくれていることだけは確かだった。それがシュンも嬉しい。

　ただ──さっきから、下半身が痛い。ベッドの中のソフィーが脚をつねりまくっているせいだ。上半身はリースに抱きしめられて気持ちいいけど下半身が痛くて、自分でも形容しがたい状態だった。

「姉さん、もうやめてよ。ほら、みんなが見てるよ」

　シュンに言われてリースは初めて気づいたようにリュリシアたちの姿を見た。

「あら、シュ～たん。あちらにいるかわいい少女は、お友達ですか？」

「うん、友達というか、ボクの上司っていうか、この国の王女殿下だよ」

「それはそれは」

　と、リースは改めてリュリシアに向き直った。穏おだやかな笑えみをたたえたまま、丁てい寧ねいに頭を下げる。

「ご挨あい拶さつが遅おくれて申し訳ありません、王女殿下。聖なるワタクシの名は、リース・リムニオ・リャッティ・リング。いつもワタクシの聖なる弟がお世話になっています」

　よどみなくアイサツをするリース。思いの外まともなアイサツで、シュンは一安心だった。正直リースは次にどんな行動に出るかわからないところがあるのだ。

「こちらこそ初めまして。リュリシア・ルショット・シャンベルですわ。シュナブラン卿きようとは学園時代に同級生でしたの」

　と、リュリシアもアイサツを返し、リースと握あく手しゆをしている。どうやら、初対面のアイサツはうまくいったようだ。よかった、と胸をなで下ろすシュン。

　ドスドス──と、荒あら々あらしい足音が響く。そしてリースが現れた部屋の中央の空間の裂け目から、長身の人ひと影かげが飛び出してきた。

「ルウウウウウウ！　シュンのバカヤローはどこだぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「ル、ルー姉さん!?」

　雄叫おたけびのような怒ど声せいと共に乗り込んできたのはシュンの姉、ルケだった。いつも通り動きやすそうな服装をしたルケは、なぜかわからないが、顔を怒いかりに歪ゆがめていた。

「い、いったいなんですの、この人は!?」

「彼女もシュナブランさんの身内です」

　と、驚くリュリシアにアンジュが説明している。

「あの、病院内は、できる限りお静かに……」

　院長がおそるおそるといった様子で話しかけてくる。ルケはキッとそちらを睨にらんだ。その顔はまるで、ナワバリを侵おかされた野や獣じゆうのようだった。

「なんだと、ルウウウアアアアアアア!!」

　雄叫びを上げるルケ。そのあまりの迫はく力りよくに院長が尻しり餅もちをついた。

「ルー姉さん落ち着いてよ。いったいどうしたの？」

「シュン……てめぇ!!」

　と、ルケがいきなり拳こぶしを振り上げた。殴なぐられる！　シュンはとっさに両手でガードをするが、はたしてルケのパワーに病やみ上がりで対たい抗こうできるかは自信がなかった。だが──

「やめなさい、ルー」

　背後から、リースがルケのその腕うでをつかんだ。

「ちょっとこちらへ来なさい」

　と、そのままルケを病室の隅まで引っ張っていくリース。そのまま二人は小声で会話を始めた。残念ながら、その会話の内容はシュンには聞こえなかった。

（ルー、いったいどういうつもりですか？　いきなりシュ～たんに殴りかかるなんて）

（違ちがうんだよ、姉者。シュンの奴やつが元気に目を覚まして、アタシ嬉しくてさ──反射的に殴ろうとしただけなんだ！）

（意味がわかりません！）

（だって、面と向かって、元気になって嬉しい、なんて言ったら恥はずかしいじゃん？　アタシそんなこと言ったら恥ずか死ぬよ。だから思わず殴ろうとしただけなんだ！）

（あなたはその、恥ずかしくなったらとりあえず誰だれ彼かれかまわず殴る癖くせを直しなさい！）

（アタシも殴りたくて殴ってるわけじゃないんだよぉぉぉぉぉぉぉ!!）

　極度のあがり症で超ちよう絶ぜつ不器用なルケは内心と行動がいつも正反対なのだ。

（落ち着きなさい、ルー。どうせこうなると思いましたので、聖なるワタクシは準備をしてきたのです）

　と、リースは懐ふところからあるものを取り出した。それは赤く輝かがやく果物くだものだった。

（シュ～たんが子供のころ大好きだったポミエの実です。季節外れなのでこの国では出回っていませんでしたが、大陸北部の産地で譲ゆずってもらってきました。ルー。これをあげます。お見舞いだと言って、あなたからシュ～たんに渡わたすのです）

（確かに、それくらいならアタシにもできそうだ……けどいいのかよ？　これ用意したの姉者なのに、アタシが渡したら……）

（あなたとシュ～たんが喜ぶのならば、それでいいのです。なぜならば、ワタクシは聖女にして、あなたの聖なる姉なのですから）

（ありがとぉぉぉぉ、さすが姉者だぁぁぁぁぁ）

　感極きわまったルケがリースの体を力一杯抱きしめた。クェッ、と鳥が潰つぶれるような声がリースのノドから漏れる。

（く、苦しいです……）

（よっしゃ、行ってくるぜ、姉者!!）

　ルケが手を離はなすと、リースはグッタリとその場に座り込んでしまった。不器用なルケは手加減がなにより苦手なのだ。

「おい、シュン！」

「今度はなに？」

「あぁ……その、だな……」

（よし、果物をくれた姉者のためにも、ビシッとシュンに渡さないとな。なに、『こいつを食って元気になれ』って言いながら渡すだけだ。それくらいならアタシにだってできる。恥ずかしいけどがんばれアタシ！）

「シュン！」

「なに？」

「その、こ、こいつ……こいつを……こいつを食らえぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　絶ぜつ叫きようし、ルケは後ろ手に持っていた果物を前に差し出した。次の瞬しゆん間かん、ブシュッ、シュンの顔面にベタベタした液体が飛び散った。

（あぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　力入れすぎて握にぎりつぶしちゃったぁぁぁぁぁぁぁっっ!!）

　ルケは、自分の並外れた怪かい力りきをこの時ほど後こう悔かいしたことはなかった。

「目、目がぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　そして果か汁じゆうが目に入ったシュンはベッドの上で悶もん絶ぜつしていた。

「ひ、ひどいよ、ルー姉さん、なんで目つぶしなんてするの……」

　涙なみだ目めのシュンに言われ、ルケは、ウッと口ごもった。

「ち、違う。アタシは……ただ……お見舞いしてやっただけだ！」

「目つぶしをお見舞い!?」

「ち、ちがう……ルウウウウウウアアアアアアアアアッッ!!」

　しゃべればしゃべるほど誤解されてしまい、ルケは頭の中が爆ばく発はつしそうで、思わず絶叫した。困こん惑わくするルケの顔は、だが傍はたから見ると怒りに燃えているようで、知らない人間には今にも暴れ出しそうな雰ふん囲い気きに見えた。

「や、やめてください、ここは病院なんですよ！」

　と、叫さけんだのは看護師の女性だった。シュンのいるベッドとルケの間に小さな体を滑すべり込ませ、シュンをかばうように立っていた。

「シュ、シュナブラン様は、まだ完治なさっていません。そんな怪け我が人にこれ以上なにをなさるつもりですか！」

　看護師は強きよう烈れつな職業意識から、シュンを護まもろうと前に飛び出たのであった。

「あ[image: あ]んっ!?」

　目の前に飛び出た看護師をにらみつけるルケ。ヒッと、看護師は思わず身を縮ませた。膝ひざが笑って、顔が恐きよう怖ふに歪む。長身のルケと比べると、看護師は一回りくらい体格に差がある。おまけにルケは今、顔が強こわばりすぎて、血に飢うえた獣けもののような表情になっていた。看護師の感じる恐怖は並なみ大たい抵ていのものではないだろう。

　だがそんな状じよう況きようにもかかわらず、脚あしを震わせながら看護師はその場でふんばっていた

「あ、あの、もういいですから」

「い、いいえ、シュナブラン様。ここはわたしがなんとかしますから、あなたは落ち着いてください」

　シュンが看護師の肩かたを叩たたくが、看護師は頑かたくなにその場に居座ろうとしていた。シュンは、ルケのことはたぶん何かの誤解だからと説明しようとしたが、なんと言えばいいのか自分でもわからない。

　パチパチパチ──と、室内に場違いな音が響ひびいた。拍はく手しゆ音である。音のするほうを見ると、壁かべ際ぎわでリースが手を打ち鳴らしていた。

「素す晴ばらしいです。ルーを前にしても逃にげ出さない聖なる胆たん力りよく、そしてワタクシの弟を護ろうとしてくれた聖なる気き概がい。ワタクシは、今、聖なる感動にうち震ふるえています！」

　朗々とした声で告げ、リースは看護師に近づいていく。

「あなたのその勇気に、聖なるワタクシは最大限の賛辞を捧ささげましょう」

「は、はぁ……」

　なにがなんだかわからない、といった顔の看護師。リースはそのまま室内を見回した。

「皆みなさん──ワタクシの妹がたいへんご迷めい惑わくをおかけしました。この子は、少し体が大きくて誤解されやすいのですが、性しよう根ねは優やさしい子です。皆さんを傷つけるつもりはありません。弟であるシュ～たんのことが心配すぎて、少し暴走してしまっただけです」

　シュンは、やっぱりそうか、という顔でうなずく。ルケの暴走は今に始まったことではないので、シュンも今さら驚おどろきはしない。

「妹のせいでご迷惑をおかけしましたこと、心からお詫わび申し上げさせていただきます。弟の無事も確かく認にんいたしましたし、聖なるワタクシと妹たちはこれにて失礼させていただきます──さぁ、ルー、帰りますよ」

「わかったよ、姉者」

　リースに促うながされ、ルケは大人しくその背中に従う。リースたちは来たときと同様、部屋の中央にある空間の裂さけ目から帰って行くつもりのようだった。

　ヤレヤレ、と思わず胸をなで下ろすシュン。いきなり二人が現れたときはどうしようかと思ったけれど、特に大きな問題もなく終わってよかった。

　そんな風に油断していたのがまずかったかもしれない。シュンは、気づくのが遅れた──リースが「妹たち」と言ったことに。

「ほら、ソフィ～たんも。遊んでないで帰りますよ」

　リースはシュンのベッドに近づくと、ためらいなくその布ふ団とんを勢いよく引っぺがした。とたん、シュンのベッドに隠かくれていたソフィーの姿があらわになる。

　ベッドの上でシュンの脚に絡からまるように隠れていたソフィーは、ずっと布団をかぶっていたせいか、頰ほおが赤らんでいた。おまけに狭せまい布団の中にいたせいか、騎き士しの制服にシワが寄って少し乱れていた。その姿がなんというか……いろいろとまずかった。

「なっ!?　ソフィー卿、あなた、どうしてそんなところに!?」

　ソフィーは自分に注目が集まっていることに気づくと、あわてたようにベッドから立ち上がり、制服の裾すそを引っ張って乱れを直し、コホン、と咳せき払ばらいをした。

「えぇ……皆みな様さま、私の姉がお騒さわがせいたしました。それでは私はこれで」

「帰りますよ、ルー、ソフィ～たん」

「おう、姉者」

　と、シュンの姉妹三人はそのまま空間の裂け目の中へと消えた。三人がいなくなると同時に裂け目もなくなり、室内は元通りとなってしまった。

「……それで、シュナブランさん。今のはいったいどういうことですの？」

「こととしだいによっては、覚かく悟ごしなさい！」

　リュリシアが穏おだやかな声でシュンに尋たずねてくるが、その眉まゆが微び妙みように震えていて、怒いかりを必死に押し殺しているのは明白だった。アンジュに至っては怒りと殺気を隠そうともせず、抜ぬき身の剣けんを片手にシュンに迫せまってくる。

「あ、あの……」

　シュンは助けを求め、室内にいた院長と看護師のほうを見た。

「ふむ……おっと、そろそろ問もん診しんの時間でした、失礼」

　院長はもっともらしい理由をつけて逃げ出した。

「ベッドに女性を連れ込むくらい回復なさったのなら、もう問題ないですね」

　ルケの時はかばってくれたはずの看護師が、今度は冷たい眼まな差ざしでシュンを睨んでから足早に去っていった。どうしてこうなる!?

「「シュナブランさんっ!!」」

　リュリシアとアンジュ、主従二人の声がハモった。シュンは、ははは、と笑いながら、なんとかソフィーが隠れていたもっともらしい理由をでっち上げてごまかすことにした。

「えっと……ベッドから人が現れるイリュージョンだったけど、どう、びっくりした？」

　もちろんごまかせなかった。








第二章　寿じゆ命みようと初戦と新米騎き士し









　大陸歴七百九十五年、九の月。ジュヴレーヌ王国を盟主とするバーガント東方七カ国は第一次対ベドリュス大帝てい國こく大同盟を締てい結けつ。総勢五百万にもおよぶ軍団を大陸中央部へと送り込み、帝國の侵しん攻こうを牽けん制せいすると同時に、帝國に占せん領りようされた西方諸国を解放するため、侵攻することを計画した。







「うわぁ、こいつはすごい人だなぁ」

　感かん嘆たんの声を漏もらしたのは、髪かみを逆立てた少年だった。ジュヴレーヌ王国の騎士の制服を着ているが、真新しい制服はいかにもおろしたてで、周囲から少し浮ういていた。あどけなさが残った顔立ちも、騎士にしては若すぎる印象を周囲に与あたえた。

　少年の名はブイ・イ・バンゼ──数ヶ月前まで、ジュヴレーヌ王国の騎士学園で三回生であり、シュンの同級生だった少年だ。

　ブイがいる場所──そこは巨きよ大だいな駅の中だった。無数の線路が四方八方に伸のびた駅は、ブイが今まで見たどんな駅よりも巨大だった。

　ここはミュジニィ・ターミナル駅。モレサンド合衆国にある巨大な駅で、バーガント中の鉄道網がここに集約している。モレサンド合衆国はバーガント西部への玄げん関かん口ぐちとも呼ばれ、大陸中の人間が集まる土地だった。

　現在、この駅にはバーガント東部中から人が、特に騎士や兵士、軍人に分類される職種の人間が続々と送り込まれていた。ジュヴレーヌ王国が中心となって呼びかけた反帝國同盟。その戦力がこの場所に集結しているのだ。

「こいつは、王都よりも人が多いんじゃないか？」

　ブイがつぶやくとおり、駅とその周辺の人口密度はすさまじいものだった。ほとんど絶え間なく次々と列車が駅に入ってきて、そのたびに人が増えていく。集まった人間同士が大声でしゃべりあい、ブイが聞いたことのない異国の言葉がひっきりなしに響いている。

　ブイの肩が叩かれた。振ふり返ると、無精ひげのはえた中年の男が立っていた。ジュヴレーヌの軍服を着ており、服が鍛きたえられた筋肉で盛り上がり窮きゆう屈くつそうだった。

「─ぅ───た──ど──」

　男がなにかブイに語りかけてくる。が、周囲の喧けん噪そうのせいで聞き取れない。

「え!?　なんすか!?」

　ブイは相手に顔を近づけ、声を張り上げた。

「隊長！　自分たちは、どこへ行けばいいのですか！」

　相手も大声を出してくれたので、ようやくなにを言っているかわかった。

「えっと、ちょっと待ってくださいよっと！」

　叫びながらブイは片手に持った印刷物を取り出した。出発前に配られた小冊子には、自分たちがどこへ行くべきかが細かく指示されていた。

「この先の、七番って書いてあるホーム、そこで三十七分後に出発する列車の九番目の車両に乗ってください！」

「了りよう解かいしました、隊長！　兵士たちにもそう伝えます！」

　大おお柄がらな兵士はそう怒ど鳴なり、背後に控ひかえている仲間たちに口頭で伝えている。そんな様子を見て、ブイは、ふぅ、と息を吐はいた。

「まったく、こんなに混んでるなんて聞いてねぇぞ。もしかして列車遅おくれてるのか？」

　ぼやいてみるが、それに答えてくれる相手は今のブイにはいなかった。

　そもそもブイは、つい先月まで騎士学園の学生だった身である。そんなブイがどうしてこんな場所にいるのか──それは、学園を卒業したからだ。

　本来なら、ブイたちはまだ学園で勉強中の見習いだ。卒業は来年の春の予定だった。

　さらにもっと根本的なことを言えば──ブイは卒業しても騎士になることはできない。騎士学園に入学しても、全員が騎士になれるわけではないのだ。成績の悪い者は容よう赦しやなく切り捨てられる。

　そしてブイの成績は学園内でも最下層。正直なところ自分でも騎士になるのは不可能だと半ば諦あきらめていた──そんなブイが、今は騎士の制服を着て、自分より年上の兵士たち数十人を指揮する身分になっていた。

　運がよかった──ブイははっきりとそう自覚していた。

　ペルデの事件は、王国にさまざまな影えい響きようを与えた。ペルデが失しつ脚きやくすることでリュリシアによる新体制が作られた。同時にペルデと同年代の、魔ま族ぞくとの戦争を生き抜いた世代が一いつ斉せいに引退した。結果、ジュヴレーヌ王国は、騎士不足という未み曾ぞ有うの事態に直面した。さらに勃ぼつ発ぱつする帝國との戦争により、王国は騎士と兵士を大量増員する必要に駆かられた。

　これらの問題を解決するためにリュリシアたちは、騎士学園の生徒たちの予定を早めて卒業させ、騎士に任命したのだ。しかも、例年なら足きりされるような生徒であっても、ほぼ全員がそのまま騎士に任命されたのだ。その中にブイも入っていたのである。

　ブイにとってそれは願ったりかなったりのことだった。誰だれもがあこがれる理想の職業に、田舎いなかの農家の三男坊ぼうであるブイがなることができたのだ。嬉うれしくないはずがない！

「……なんて、浮かれていた時代がオレにもあったっけ」

　少し皮肉っぽくブイは苦く笑しようをこぼした。

　騎士になれたのは、それは嬉しい。騎士になれば将来安あん泰たいだと思っていた──しかしそれは、ジュヴレーヌ王国が魔族との戦争後、三十年間どことも戦争をせず、平和な時代が続いていたという状じよう況きようでの話だ。

　帝國との戦争が迫る中、騎士になったブイたちは真っ先に戦場に送られることとなったのだ。優ゆう秀しゆうな騎士が足りない状況では、ブイのような新米騎士でも貴重な戦力なのだ。

「でも、オレはやってやるぞ！」

　自分に言い聞かせるように呟くブイ。

　──ブイの家はジュヴレーヌ王国北部の穀倉地帯にある農家だった。俗ぞくに地主とか豪ごう農のうとか呼ばれる身分で、かつては村を囲む山脈全すべてがブイの家の持ち物だったそうだ。

　だがそれも昔の話──近代になって騎士が権力を握にぎるようになると、地主の力は弱まり、ブイの家も土地の大部分を手放すことになった。

　それでも昔の名残なごりで、北部の農業組合の組合長はブイの家の家長がつとめるのが伝統だったりする。

　そんな家の三男にブイは生まれた。権力は衰おとろえたとはいっても、実家のある村周辺ではそれなりの影響力を持っていて、ブイは不自由ない子供時代を過ごした。

　そしてブイがある程度成長したとき、ブイに騎き士しの才能があることがわかり、騎士学園の入学試験への招待状が届いた。ブイも、他の多くの同年代の子供たちと同様、騎士という存在にあこがれていた。だから騎士を目指そうとした。

　だが両親に反対された。理由は単純だ。ブイの家が衰えたのは、騎士たちのせいだったからだ。自分たちの仇きゆう敵てきになるのかと、ずいぶん怒おこられた。

　だが最終的にブイは、その反対を押し切って学園に入学したのだった。

　ブイだって自分なりに考えた結果の行動である。実家は居い心ごこ地ちがよかったが、そこにいたままでは自分はなにも変わらないと感じたのだ。騎士になって出世して、実家を昔のように、いや、昔以上に繁はん栄えいさせるという野望を持って、ブイは家を飛び出したのだ。

「そうだ、やってやるぜ、オレは、絶対に出世してやる！」

「それはとても頼たのもしい言葉です」

「え？　あっ、レニエ卿きよう！」

　背後から少し高めの声が聞こえ、ブイは慌あわてて声の主を振り返って敬礼した。

　すらりとした長身を制服で包んだ二十代半ばくらいの騎士。栗くり色いろの髪を肩かたくらいまでのばしている。切れ長の眼まな差ざしに薄うすい唇くちびる。端たん整せいな顔立ちは、騎士というより俳優のようで、人の多い駅の中でも明らかに目立って周囲の注目を集めていた。

　だがその騎士──レニエは、そんな注目など気にしたそぶりも見せず、涼すずしい顔でブイに話しかけてきた。

「ところでブイ卿。あなたの部下たちはどこに？」

「あぁ、あの人たちなら、先に目的地のホームに行ってもらいました」

「それで、あなたはなんで部下を放ほうっておいてこんなところにいるのです？」

「それは……オレもこれから行こうと思っていたところです」

「ならそうしなさい。兵士という連中は、目を離はなすとすぐサボりたがる。しっかり見張っておきなさい。それくらいのことなら、新米のあなたでもできるでしょう」

　イヤミっぽいレニエの言葉にブイは顔をしかめつつも、黙だまってうなずいてみせた。

　騎士学園を予定よりも早く卒業したブイたちは、みな経験不足の新米だ。そのためこれから先しばらくは監かん督とく官である先せん輩ぱい騎士と一いつ緒しよに行動することになるそうだ。

　レニエこそがブイの監督官なのだが──正直、ブイはこの人物が苦手だった。

　騎士には二種類いる。上級騎士と、それ以外の一いつ般ぱんの騎士だ。上級騎士は言葉通り、一般の騎士よりも上位に当たる存在で、ジュヴレーヌ王国の要職に就くことができる。反対に一般の騎士は、いってしまえば上級騎士の下働きのようなものだ。

　騎士は平等だ。少なくとも王国の法律はそう決めている。騎士は、上司と部下の間あいだ柄がらであっても、名前に『卿』とつけて対等に呼び合うことになっている。だが現実問題として、上級騎士と一般騎士の間には超こえられない壁かべがある。

　騎士学園を卒業するとき、学園での成績が優秀だった者はそのまま上級騎士に任命される。それ以外の大半の生徒は一般の騎士としてスタートすることになる。

　そして上級騎士と一般騎士の身分が、その後変動することはまずない。

　いちおう、一般騎士でも上級騎士に昇しよう格かくする方法はある。めざましい功績をあげ、それが評価されれば上級騎士となれる。

　だが、騎士にとって功績をあげるというのは、戦場で手て柄がらを立てることなのだ。そしてジュヴレーヌ王国はもう三十年も対外戦争を行っていない。これでは昇しよう進しんはムリだ。

　さらに学園の成績上位者は、ほとんどが貴族の子し弟ていだ。貴族は過去に騎士が輩はい出しゆつした家いえ柄がらだから、騎士になるための教育をそれこそ生まれたときから受けているし、騎士同士のつながり、コネなども太い。様々な環かん境きようが貴族にとって有利なのだ。

　そしてブイの上司、レニエも上級騎士ということは、貴族階級出身なのだろう。貴公子然とした容よう貌ぼうは、いかにもそれらしい。おまけにレニエの両手には常に純白の手て袋ぶくろがはめられていた。その気取ったセンスがどうにも好きになれなかった。

　そんなブイの内心を知ってか知らずか、レニエがすまし顔で話しかけてきた。

「ブイ卿。見ての通り、大陸中から人が集まっています。くれぐれも他国の兵士と問題を起こさないでください。あなたが問題を起こせば、上司であるぼくの責任問題ですから」

　レニエはそのままブイに背を向けて歩き出した。あいかわらず皮肉っぽい奴やつ、最初に気にすることが保身か、と内心でぼやくブイ。

　と、そこでブイが見ていたレニエの背中がわずかにゆれた。すれ違ちがった相手と肩がぶつかったようだ。なにしろかなりの人ひと混ごみだから、そういった事故もいたしかたないだろう。

　と、ぶつかった相手がレニエに向かってなにごとか叫さけびだした。なんと言っているか、ブイにはよくわからない。相手の言葉は外国語だった。相手はかなり怒っているようだ。

　しめしめ、ブイは内心で舌を出した。人に散々皮肉を言っておいて、レニエは自分がトラブルを起こしている。ざまぁみろ、と少し溜りゆう飲いんを下げるブイ。

　レニエはブイが見守る中、ぶつかった他国の騎士になにごとか話しかけている。謝っているようだ。レニエの言葉も外国語で、残念ながらブイにはよくわからなかった。

　と、そこでやおら、レニエが相手を抱だきしめた。えっと、驚おどろくブイ。そこで今さらながら気づいたが、相手の他国の騎士は、女性だった。けっこう美人だ。

　長身のレニエに抱きしめられ、相手はなにやら驚いている。と、レニエが相手の耳元に口をよせ、なにかささやいた。と、相手の顔がみるみる赤くなっていく。

　さらにしばらくレニエは相手と話し、相手から体を離した。先ほどまでひどく怒っていたはずの相手は、なぜかうっとりした顔でレニエを見上げている。

　相手の女性騎士はそのままレニエに別れを告げ、去っていった。

　と、じっと見ていたブイの視線に気づいていたらしく、レニエがちょいちょい、とブイを手招きした。ブイは、慌てて上司に駆け寄る。

「えっと……レニエ卿、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「覗のぞき見とは趣しゆ味みが悪いですね、ブイ卿」

　肩をすくめるレニエ。

「悲しい事故でした。ですが、事情を説明したらすぐに理解してくれましたよ」

「なんて言ったんですか？」

「ブイ卿。ファロス語はわからないのですか？」

「すいません、外国語の選せん択たくは、シャンミュニ語を取ったもので……」

「あなたも正規の騎士になったからには、三カ国語程度は話せないと話になりませんよ」

　またも皮肉っぽく首を振ふるレニエ。

「『大変申し訳ありません、お嬢じようさん』『あなたの美び貌ぼうに見とれてしまい、ついぶつかってしまったのです』『冗じよう談だんではありません。あなたを見た瞬しゆん間かん、女め神がみが現れたのかとぼくの息は止まってしまいました』『あなたとぶつかったのは不幸な事故？　いえ、これは運命。あなたと巡めぐり合えた幸運を、ぼくは今心より感謝します』『ぼくの女神様、だからどうか、あなたの美貌を、怒いかりで曇くもらせないでください。あなたの美しさは微笑ほほえんでいてこそ映はえる』『そしてどうか、今夜はぼくだけのために微笑んではいただけませんか』」

　スラスラと、レニエの口から歯の浮うきそうなセリフが飛び出す。

「彼女との会話をシュレーヌ語に訳すと、だいたいそんな感じです」

「えっ!?　もしかしてレニエ卿、そんなクサイ……じゃなくて、カッコいいセリフを、さっきの相手に言ったんですか？」

「えぇ」

　レニエの顔はひどくマジメで、冗談を言っているようには見えない。

「今夜はお詫わびとして、先ほどの彼女と食事をする予定が入りました。あなたの相手をする余よ裕ゆうはないので、今夜はぼくのジャマをしないでください」

「え？　食事って……他国の騎士とデートですか!?」

「これから戦友となるかもしれない他国の騎士と親しん睦ぼくを深めるだけですよ」

　ものは言いようである。

「では失敬、ブイ卿。くれぐれも問題は起こさないように」

　キザな仕草で手を振って去っていくレニエ。チクリと釘くぎを刺さすことも忘れていない。

　やはりあの上司は嫌いだ──内心で思うブイ。上級騎士であり、全すべての点でブイを上回るレニエは、ブイにとっては反発心を強めさせる相手だった。より一層、絶対出世してやる、と決意を固くするブイ。

　そういえば、ブイの身近にもう一人、女にモテまくる男がいたな、と思い出した。

　それは学園で三年近く一緒に過ごした同室のシュンのことである。

　今シュンがどこでなにをしているのかは知らないが、風の噂うわさによれば、ペルデを倒たおしたシュンはそのまま上級騎士になって、リュリシア王女の下で活かつ躍やくしているそうだ。

　シュンにまた会いたいな、と思った。だが連れん絡らく先がわからないので簡単には会えない。結局ブイは孤こ独どくな自分の境きよう遇ぐうに苦笑しつつ、部下のいる発着場に向かって歩き出した。







　夢を見ていた──それは、遠い日の記き憶おく、シュンが今以上になにも知らなかった頃ころ、幼かったときの記憶……

　シュンたちが子供のころ暮らしていた山奥は、文字通りの山奥。一番近い村まで山をいくつか越こえないといけないほどである。

　そしてその日──シュンは、泣きながら山の斜しや面めんを歩いていた。時刻は夜。空は曇どん天てんで黒く染まり、山の中にはほとんど光がない。山の斜面には、シュンの背せ丈たけほどもある草が無数に生えていて、シュンはその間をかき分けるようにして進まなければならなかった。シュンの小さな手や頰ほおには無数の傷ができていた。

　シュンの家は大家族であり、常に身近には家族の誰だれかがいる。だからシュンも普ふ段だん寂さびしいと思うことはなかった。

　だがごくたまに、シュンも一人になりたいと思うことがある。そういうとき、シュンは裏山に一人で出かけた。裏山の奥にある洞どう窟くつは、遊んでいるとき偶ぐう然ぜん発見した、シュンだけの秘密の場所なのだ。

　だが今日は天気がよくて気持ちよすぎて、うっかり居い眠ねむりをしてしまったのだ。寒さを感じて目を覚ましたら、もう太陽は山の向こうに隠かくれた後だった。

　人ひと気けのない山の中は夜になると真っ暗になってしまう。おまけに夜になると、周囲からは奇き妙みような気配が感じられるようになった。夜になると魔ま獣じゆうが活動を始めるから決して子供だけで出歩いてはいけないと、両親に言われていたことを思い出した。

　シュンは嗚咽おえつをこぼしながら必死に山の中を進んでいくが、家の明かりはまだ見えない。

　と──ガサガサッ、大きなものが動く気配。ヒッと、シュンは思わず身をすくめた。

　続いて不気味なうなり声と、木の倒れる音、大きな地じ響ひびき──そして、そいつはシュンの目の前に現れた。

　巨きよ大だいな四つ足の獣けもの。シュンの何十倍も大きな体は、家のように巨大だった。全身を剛ごう毛もうがつつみ、暗くら闇やみの中、黄色い瞳ひとみが輝かがやきながらシュンをとらえている。

　シュンは恐きよう怖ふのあまりそこから動けなかった。魔獣はシュンの姿を捉とらえ、ゆっくりと、巨大な前足を一歩踏ふみ出した。シュンは立ちつくしたまま、ただまっすぐ魔獣の顔を見つめた。もはや魔獣は首を伸のばせばシュンを一飲みできる距きよ離りに迫せまっていた。だが──




「失うせろ」




　短い声──だがシュンにとっては何よりもなじみ深い声が聞こえた。

　そして変化は劇的だった。シュンの目前の魔獣は、急に怯おびえたような声を漏らすと、そのまま一目散に山奥へと逃にげ出したのだった。まるで、なにか恐おそろしいものから必死に逃げ出すような、そんな有り様だった。

「……見つけたぞ、シュン」

　その声に、シュンは振り返った──暗い山の中に立つのは、長身の美女だった。暗闇の中でも艶つや々つやと輝く長い髪かみ。細長い手足のせいで華きや奢しやな体格に見えるが、胸むな元もとは大きくふくらみ、ドレスの下で女性らしさを激しく主張していた。その顔は美しく、芸術品のように整っていた。だがあまりに整いすぎて、作り物めいた不自然さが感じられる。

　女性は若く見えた。人間の年ねん齢れいでいえば、二は十た歳ち前後だろう。だが彼女は人間ではなかった。なぜならば、長い髪の間から、大きく湾わん曲きよくした角つのが二本伸びているからだ。そして暗闇の中、その角がぼんやりと発光していた。

　彼女は〈魔王コシユマル〉──シュンの母親である。

　母は、赤い瞳でシュンを見つめていた。怒おこられると、シュンは反射的に身をすくめた。が──

「よくやった、シュン」

　なぜか母はシュンのことをほめてくれた。

「あの魔獣は、お前を食べようとしていた。あそこでお前が背中を見せれば、その瞬間に襲おそいかかってきただろう。目をそらさなかったからこそ、魔獣はためらった」

「でも、ボクは、なにもできなかったよ……」

「そんなことはない。お前は、数秒の時間を稼かせいだ。その数秒で我が駆かけつけることができた。充じゆう分ぶんだ、シュン。強くなったようだな」

「母さん……うわぁぁぁぁぁぁんっ!!」

　シュンは、目の前にやってきた母親に向かって駆け寄った──が、そのシュンの額に衝しよう撃げきが走った。母親がシュンにデコピンをしたのだ。細く、繊せん細さいな指はいかにも非力に見える。だがその指先が触ふれた瞬間、シュンの体はもんどりを打って地面に転がった。

「それはそれとして、言ったはずだ、シュン。夜中に一人で出歩くなと」

「ご、ごめんなさぁぁぁぁい!!」

　シュンは地面の上で謝った。同時に、必死にこらえようとしていた涙なみだが堰せきを切ったように流れ出し、シュンは声を上げて大泣きした。

「泣くな、シュン。涙は弱者の言い訳だと教えたはずだぞ」

「でも、でも……」

「愚おろか者め」

　母は、シュンの目の前で膝ひざをついた。そのまま泥どろまみれのシュンの体を抱きしめてくる。柔らかい母の胸に、シュンの顔は包み込まれた。

「母さん、服が、汚よごれちゃうよ」

「変わった子だ。ついさっきまで自分の命が危なかったのに、まず我の服を心配するか」

　母に抱だきしめられると、安心した。ふわふわ柔やわらかく暖かい母の胸に触れていると夢見心ごこ地ちになりそうだった。

「それで、シュン。なぜこんな時間になるまで帰らなかった？」

「あのね……一人に、なりたかったんだ」

「なにゆえだ？」

「なんとなく、そんな気分になることがあるんだ……」

　シュンは幼いながらも、自分の気持ちをできるだけわかりやすくまとめようとした。

「ティンとチャンバラごっこをしてもボクは勝てないんだ。ソフィーとかけっこしてもボクは全然追いつけない。ヴィオと腕うで相撲ずもうしても勝てない。シラーとにらめっこしても全然勝てない。クロと本を読んでもクロはボクには読めない外国の本ばっかり読んでる。ケガで飛べなくなった小鳥を見つけたとき、ボクはどうしたらいいかわからなかったけど、メルはすぐ治しちゃった。それに……」

　シュンは、最近あったことを母に語った。

「……そうやって遊んでいると、ボクってすごく弱いって気づいて、どうしようもない気分になって、それで一人になりたくなるんだ」

「そうか」

　辛しん抱ぼう強づよくシュンの話を聞いていた母は、うなずいてみせた。

「ボク、どうやったら、母さんみたいに強くなれるかな？」

「シュン──一つだけ教えてやろう。お前には足りないものがある。かつては我自身も持っていなかったものだ。だがそれを手にすれば、お前は真の強者となれるだろう」

「足りないもの？　それってなに？」

「愛だ」

　きっぱりと、真顔で母が告げる。

「それは魔ま族ぞくにはなかった概がい念ねんだ。我も、サンクトと出会い、初めて知った──人は、本能的に愛を求める生物なのだ」

「愛？」

「そうだ。そしておそらく今のお前は、愛を求めている──だが悲しいかな、その欲求が満たされることは、ない」

「どうして？」

「お前は愛を求めるだけで、誰かを愛そうとしていないからだ」

「そんなことない、ボクは母さんのことが好きだよ、大好きだ。父さんだって、シャル姉やリース姉さん、アリア姉さん、モニカ姉様……みんなのことだって、大好きだ！」

「好きと愛は違ちがうのだ。お前ではまだ理解できぬだろう」

　母の指が、やさしくシュンの頭をなでてくれた。

「お前は愛を求め、妹たちに触れている。だがお前の姉妹きようだいたちはお前を愛してはいない」

「でも、みんなだって、ボクのことを好きだって言っていたよ？」

「好意的には思っているだろう。だが誰もお前を必要とは思っていない。なぜなら、お前の姉妹はみな強者だからだ。あの子らは全員、すでに一人で生きていける実力を持っている。だから他人を必要としない。そしてそれ故ゆえに愛を理解できない。昔の我と同じだ」

「そんなの……イヤだ」

「安心しろ」

　シュンを抱きしめる母の腕の力が強まった。より強くシュンの体が母の胸元と密着する。

「今はムリでも、成長すればきっとできる──十二人の姉妹全員から愛されるに足るだけの器うつわを持った男になり、そして姉妹に真実の愛を教えてやれ。それがお前の運命だ」

「運命？　どういうこと？」

　ゆっくりと、母の指がシュンの髪をすく。その手からは、確かな愛情が感じられた。

「いつかお前の前に大きな壁かべが立ちふさがるだろう。そしてそのとき、おそらく我はお前を助けることができぬ。お前はお前自身の力でそれを乗り越えるのだ」

「よく、わからないよ……」

　ぎゅっと、母にしがみつくシュン。母の言葉はシュンの不安を強めるばかりだが、そうやっていると少しだけ安心できた。母は微笑ほほえみながらシュンの背中を叩たたいた。

「いいさ、今はわからずとも。だがいずれ確実に過か酷こくな運命がやってくる。そのときお前は、お前の姉妹と共に運命を倒たおさねばならぬ……だがそれは未来の話。今は好きなだけ我の胸に甘えるがいい」

　母の胸の中で夢見心地となり、そのままシュンは甘い香かおりに包まれながら意識を失い……そして目を覚ました。

「はっ……ここは？」

　目覚め、上半身を起こすと、白く清潔な部屋にいるとわかった。王立病院の病室だ。自分はまだ入院していたのだと、気づいた。

「今の夢……久々に、母さんのこと思い出したな」

　最近は思い出さなかった母との思い出……懐なつかしいと思うと同時に、恥はずかしくて顔が熱くなってきた。

「うわぁぁぁぁぁ、なんで今さら思い出したんだろ。これじゃボク、マザコンじゃん！」

　ベッドの上で枕まくらを抱かかえてごろごろ転がる。正直あの思い出はシュンの中の黒歴史だ。

　でも枕に顔を埋うずめていたら、なんとなく、母の胸の触しよつ感かんを思い出してもやもやしてきた……というか、夢にしては妙みようにリアルだった気がする。なんとなく頭をなでられた感触がまだ残っているし、気のせいか、母の匂においがするような……

「なにを恥ずかしがっている？　汝なんじがマザコンであることなど周知の事実。取るに足らぬ問題である」

「え？　だって、そんなこと……みんな知ってるの？」

「むしろバレてないと思うほうが不自然であろう」

「そうなんだぁぁぁぁぁぁ……って、誰だれ!?」

　聞こえるはずのない声が聞こえた気がして、思わず室内を見た。

「騒さわぐな、シュン。病院内であるぞ、控ひかえよ」

　少女らしい甲かん高だかい声。だがその声からは異様なまでの貫かん禄ろくと威い厳げんがにじみ出ていた。そんな声の持ち主を、シュンは一人しか知らない──それに、先ほどから室内に充じゆう満まんしているこの匂い。これは、母の匂いではない。母の血を受うけ継ついだ姉の匂い……

「シャル姉!?」

　シュンの病室の中に設置されたイスに腰こし掛かけ、細い脚を組みながら悠ゆう然ぜんとシュンを見つめる赤い眼まな差ざし──シュンの姉、シャルドネ本人であった。前回会ったときと同様、十歳程度にしか見えない外見だが、間違いなくシュンの姉だ。

「そんな、どうして、なんでここに？」

「汝なんじはあいかわらずつまらないことを聞く」

　肘ひじ掛かけでほおづえをつくシャルは、失望した、といった視線をシュンに向けてくる。

「姉が弟に会うのに、特別な理由が必要であるか？」

「それって……ボクに会いに来てくれたの？　なんのために？」

「なに、汝とはまた改めて話をしたいと思っていたのだ。それに、安心したぞ──汝は戦場に行かなかったのだな」

　フッと、シャルが笑みをこぼす。だがそれはきわめて冷れい酷こくな笑みだった。

「汝はこのままここにいるがよい。我が輩はいとて、弟や妹とは戦いたくはないからな」

「兄さん、近くから異様な気配を感じました！」

　ガチャッ、窓を開け、ソフィーが勢いよく飛び込んできた。

「この気配は、シャル姉さんの気配です！　兄さんも警けい戒かいしてください」

「うん……知ってるよ、ソフィー。というか、もう手て遅おくれかも……」

　シュンが、室内で堂々と座るシャルを指した。さすがのソフィーも、えっと、その光景を見て固まっている。
















「ソフィー、言ったであろう。我が輩のことは親しみを込こめ、シャル姉と呼ぶがよい」

　ビビビ、バリンッ──病室内の空間が裂さけた。普ふ通つうに考えると異常だが、シュンにとってはもう見慣れた光景だった。

「シュ～たん、無事ですか！」

「ルウウウウウウウウウウウ!!」

　と、そちらからやってきたのは予想通り、リースとルケ、二人の姉だった。

「リースにルーか。我が輩を出で迎むかえるには、少々遅おそい到とう着ちやくであるな」

「ゲッ、もう来てたのかよ、シャル姉！」

「……さすがですね。聖なるワタクシたちよりも先んずるとは……」

　ソフィーとリース、ルケの三人は身構えている。シャルがどんな行動をとっても問題ないよう、臨戦態勢をとったのだ。一方のシャルは、平然とイスでほおづえをついたまま、妹弟きようだいの様子を眺ながめている。

「ま、待ってよみんな、ここは病院だよ？　まさかここでケンカする気!?」

　シュンは慌あわててベッドから立ち上がり、姉妹たちの間に飛び出た。

「まず話くらいは聞こうよ。シャル姉も話したいことがあって来たんだろうし」

「ヘッ、シャル姉がそんなタマかよ」

　と、ルケが剣けん吞のんな眼差しでシャルを睨にらむ。

「どーせ、腕ずくでアタシらをぶっ飛ばしに来ただけだろ？　おもしれぇ、アタシが相手になってやるからかかってこいよ」

　ゴキゴキと、拳こぶしの骨を鳴らすルケ。だがシャルは、そんな妹を一いち瞥べつして鼻で笑った。

「やめておくがよい、ルー。汝等と争いに来たわけではない。汝等に通告に来たのだ」

「それではシャル姉。その聖なる通告の内容を教えてはいただけないでしょうか？」

　と、リースがシュンたちを代表してシャルに尋たずねる。

「よかろう」

　シャルは座ったままうなずくと、パチリと指を鳴らした。すると入り口の扉とびらが開き、ある人物が中に入ってきた。その人物は、シュンたちもよく知る相手だった。

「メル？　メルじゃない。なんでここに？」

　白衣とメガネをつけた理知的な少女──シュンの妹の一人、メルであった。

「驚おどろくことはない。メルは我が輩に恭きよう順じゆんし、共に行動しているのだ」

「まぁ、そういうことデス」

「それで、メルと一いつ緒しよにシャル姉はなんでここに来たの？」

「シュン。汝のことだ」

　シャルがシュンを指す。

「この前汝に触ふれたとき、少し違い和わ感があった──体調を崩くずしているのではないか？」

　図星である。なぜそのことを、と一いつ瞬しゆん驚おどろいたシュンだが、よくよく考えれば、シュンが入院している状じよう況きようを見れば誰だってその程度のことはわかるだろう。

「まぁね、ちょっと調子が悪かったけど、でももう元気になったよ」

「果たしてどうかな」

　シャルがアゴをしゃくると、メルがうなずき、片手に持っていた書類を持ち上げた。

「兄上のカルテをもらってきたデス──これを見ただけだと断言はできないですが、かなりヤバい状況デスね」

　そしてメルは、淡たん々たんとした口調で驚きよう愕がくの事実を告げた。

「兄上の寿じゆ命みようは、このままだとせいぜい数年で終わるデス」







　モレサンド合衆国には、現在バーガント東部諸国中から軍隊が集まっている。反はん帝てい國こくのための同盟軍だ。その規模は過去最大級、三十年前の北方侵しん略りやく戦争にもせまる勢いだった。

　そしてそれだけの大軍団を動かすとなると、当然決めなくてはならない問題があった。

「……それで、総司令官はいかがしますかな？」

　モレサンド合衆国、中央議事堂。その大会議室にはそうそうたる顔ぶれがそろっていた。現在合衆国に集結する各国軍隊の指揮官、司令官たちである。全員バーガント東部諸国における軍事部門の責任者たちであった。

「総司令官にふさわしい人物は、一人しかいないでしょう」

「と、いうと？」

「無論この同盟の発ほつ起き人であるジュヴレーヌ王国の指揮官、リュリシア王女殿でん下かにお願いしようかと思います」

　会議室の奥の席に座るリュリシアは、悠然と微笑みながらうなずいてみせた。

「皆みな様さまの了りよう承しようがいただければ、非才ながらわたくしがその大任を務めさせていただきますわ」

「よろしいのではありませんか？」

「えぇ、ジュヴレーヌにお願いしましょう」

　このような形でリュリシアが総司令官の席に決まった。その後も会議は続いたが、重要な取り決めは事前に決められていたため、各国の調整と確かく認にんが主な内容であった。




「リュリシア王女殿下、よろしいか？」

「あら、これはエルミタージュ皇こう帝てい陛下」

　同盟軍の会議後──従者であるアンジュを伴ともなって会議室を出ようとしたリュリシアを呼び止めたのは、同じく会議に参加していた少女である。濃のう紺こんの長ちよう髪はつといかにも異国風な衣い装しようをつけたその少女の名はエルミタージュ──シャンミュニ皇国の少女皇帝だ。

「それでは我々はこの辺で」

「お先に失礼」

　空気を読んだか、会議に参加していた他の司令官たちはそのまま部屋を出て行き、室内にはリュリシアとエルミタージュが残った──正確には、二人がそれぞれ連れていた従者も入れた合計四人が残った。

「で、エル。改まっていったいどうしましたの？」

「そう言うでない、リリィ。人前じゃったからな。余よたちの仲がいいからといって、あまり砕くだけた調子では威厳がなくなる」

　室内に人がいなくなった途と端たん、二人は少しくつろいだ様子で話し始めた。

「リリィ。総司令官就任おめでとう、と祝福しておこうかの」

「ほとんど出来レースですわ」

「無論知っておるわ。根回しがうまく済んでおったからな──まぁ順当に考えて、ジュヴレーヌが総司令官をやるのが筋じゃろう」

「それよりあなたこそ、皇帝陛下自らの出しゆつ陣じんとは、皇国も思い切ったことをしますのね」

「これも高度な政治的判断というやつじゃ」

　エルは手に持っていた扇おうぎを開き、口元を隠かくした。

「同盟の相手であるジュヴレーヌが王女殿下自ら出しゆつ撃げきするのに、余がなにもしないというのでは釣つり合いがとれぬからな」

「おかげで思っていた以上にあっさりと大同盟を結成できましたわ」

「同盟軍には五百万以上の軍勢が集まっておるからな。それをリリィ一人の采さい配はいで動かしていくとなると、これは見物じゃな」

「茶化さないで欲しいですわね──総司令官といっても、わたくしはおおまかな動きを全体に伝えるだけですわ。それぞれの国軍を動かすのはその国の指揮官たちですわ」

「それでも、これだけの規模の軍を動かすなどそうそうできぬ経験じゃろう。話にきく北方侵略戦争も、このような形じゃったのかのう」

「いえ……あの時は大国同士の利権と主張が絡からみ合って、同盟内でのいざこざが絶えず、魔ま族ぞくを相手に大苦戦したと伝え聞いてますわ」

「それを考えると、余たちの同盟は大成功の部類じゃな」

「成功するかどうかはこれから決まりますわ。結局のところ戦争は、勝たなくてはなんの意味もありませんもの」

「確かにのぅ──それはそうと、シュンの奴やつはおらぬのか？」

　唐とう突とつにシュンの話題をふられ、リュリシアは咳せき払ばらいをした。

「シュナブラン卿きようなら来てはいませんわ。先日、任務中に負傷しまして、現在は本国で療りよう養よう中ですわ」

「シュンほどの男がケガをするとは……シュンを粗そ末まつに扱あつかいすぎではないかの？」

「なにをおっしゃりたいのかしら？」

「いや、なに。シュンの奴もジュヴレーヌでこきつかわれてはかわいそうだと思ってな。それならば余が破格の条件で皇国に引き抜ぬいてやろうかと思っての」

「わたくしの前で人材強ごう奪だつの予告をするなんて、あなた、ケンカを売ってますの!?」

「そんなつもりはないぞよ。じゃが、シュンは優ゆう秀しゆうな男じゃ。その才能を存分に発揮できる場所は果たしてジュヴレーヌなのかと、ふと疑問に思っただけじゃ」

「おあいにくさまですわね。シュナブランさんは、このままジュヴレーヌの騎き士しとして活かつ躍やくいたしますのよ。それが彼にとって最適な選せん択たくですもの」

「ちっ、シュンのやつめ……よもやリリィの乳ちち袋ぶくろに惑まどわされたのではあるまいな」

「げ、下品なことを言わないでくださいまし！」

「くっ、あらゆる物事において完かん璧ぺきな余じゃが、胸が若じやつ干かん慎つつましいのが唯ゆい一いつの欠点じゃ」

　唐突にエルがなげく。その言葉通り、エルの体は女性らしいふくらみに乏とぼしかった。

「胸の脂し肪ぼうなど女の価値とはなんの関係もないと言うに、世の男どもはどうして乳袋をもてはやすのかのぉ」

「エル。はしたないですわよ」

「かまうものか、どうせ余たちしかおらぬのじゃ……リリィ。怒おこらぬから白状せい。本当はその乳袋でシュンをたぶらかしたのじゃろ？」

「そんなことしてませんわ！　あなた、わたくしをなんだと思っていますの!?」

　と、国のトップ同士の厳げん粛しゆくな対談だったはずが、いつのまにかただのガールズトークに成り下がってしまった。

　そんな会話を二人の従者は部屋の隅すみで聞いていた。

　リュリシアに従うのはもちろんアンジュ。

　そしてもう一方、エルの背後に立つのは薄うす緑みどり色の服を着た銀ぎん髪ぱつの少女──ティンである。

　この室内にいる人間はすでに知っているが、ティンもまた、シュンたちの妹に当たる少女である。十一歳という若さでありながらティンは皇国最強の剣けん士しである〈剣けん聖せい〉の称しよう号ごうを与あたえられた騎士であり、その実力は大陸全土で見てもトップクラスである。

　ティンはエルの従者兼けん護衛役であり、このときも会議室の壁かべ際ぎわに立って無表情にエルを見つめていた。そしてティンの小さな唇くちびるがわずかに動き、言葉を紡つむいでいた。

『はぁ～い、ティンちゃん、お元気かしら～？』

「……三さん姉ねえ？」

『そうよ～。みんなの大好きなアリアお姉ちゃんよ～』

　ティンの耳には姉であるアリアの声が響ひびいていた。その声に答え、ティンの唇も動く。

『ちなみに～、《滅神咒具エスカトロイ》の力で、ティンちゃんにだけお姉ちゃんの声が届くようにしてるのよ～。ティンちゃんの声もお姉ちゃんにしか聞こえないわよ～』

「ん」

　短くうなずくティン。姿の見えない姉とそのまま会話を続ける。

『王女殿下と皇帝陛下の会話はどうかしら～』

「三姉、盗ぬすみ聞き、よくない」

『怒られちゃった～。でも～、お姉ちゃんたちには、情報がいろいろ必要なのよ～』

「兄にいのこと、今話してる」

『うん、シュンちゃんのことはお姉ちゃんも心配だわ～。ソフィーちゃんから話は聞いてるけど、まだ入院してるらしいのよね～。お見み舞まいに行きたいけど、こっちはこっちでたいへんだし～、お姉ちゃん身動きとれないわ～』

「ん、ティンも同じ」

　シュンのもとへ駆かけつけたい気持ちは、アリアもティンも人一倍強かった。だが、状況と二人の役職がそれを許してくれないのだ。

『そうそう、リースちゃんとルーちゃんがソフィーちゃんと合流したらしいわね～』

「二に姉ねえと五ご姉ねえ？」

『ソフィーちゃんもいれた三人がシュンちゃんのそばにいるわけだから、向こうは任せて大だい丈じよう夫ぶそうね～」

「五姉はかなり不安」

『あぁ、そうね～。ルーちゃんは暴走するとちょっと怖こわいわよね～。けどそこはリースちゃんが上う手まく手た綱づなを握にぎってくれることを期待するしかないわね～』

「……すごく不安。ティンもやっぱりジュヴレーヌに行く」

『ちょっ、ダメよ。剣聖のティンちゃんがいないと、魔族との戦いには勝てないわ～。なにしろ相手はあのシャルちゃんだもの』

「一いち姉ねえは、確かに危険な相手」

　帝てい國こくを率いるのが長女のシャルであることは、すでに二人とも知っていた。

『お姉ちゃんたちがやるべきことは～、一刻も早くこの戦いにけりをつけて～、大陸に平和を取り戻もどしてから、シュンちゃんのお見舞いに駆けつけることね～』

「わかった。明日あしたは全力で戦う」

『頼たのもしいわ～。お姉ちゃんは戦えないけど、精せい一いつ杯ぱい援えん護ごするわね～』

　二人の姉妹きようだいの会話は誰だれにも気づかれることなく続けられていた。







「兄上の寿じゆ命みようは、このままだとせいぜい数年で終わるデス」

　唐突に現れたメルの言葉に、シュンは思わず自分の耳を疑った。

「それってどういうこと……あ、冗じよう談だんだよね？」

　ははは、とりあえず笑って空気を和なごませようとするシュン。だが、メルは表情をピクリとも変化させないまま、メガネ越ごしにシュンを見つめてきた。

「あたしは人の生死に関かかわることで冗談は言わないデス」

「え？　それって……でも、ボクはほら、こんなに元気だよ。ねぇ……」

　室内を振ふり返って、シュンは違い和わ感を覚えた。シャルはあいかわらず傲ごう然ぜんとイスに座っている。リースは目を伏ふせてたたずんでいる。ルケは、怒いかりを押し殺したような顔になっている。ソフィーは、苦しそうな表情を浮うかべている──

「……まさか、みんな知っていたの？」

「さしもの聖なるワタクシも、人の寿命まではわかりませんよ」

　リースがいつも通り静かな口調で答える。だが落ち着き払はらったその口調からは、今は違和感しか覚えない。

「ただ、シュ～たんの肉体に異変が起きているとは思っていました。エシュヌで倒たおれたときは、明らかに異常でしたから」

「なんでみんな……黙だまっていたの？」

「申し訳ありません。兄さんを不安にさせたくなかったので」

　ソフィーが頭を下げる。シュンがさらになにか言おうとした瞬しゆん間かん。

「クソがっ！」

　力任せにルケが壁かべを殴なぐった。壁が一いち撃げきで砕け、破は片へんが飛び散る。

「どうにかならねぇのかよ、シャル姉！」

「我が輩はいとて、こんな東の国まで遊びに来たわけではない──メル」

　シャルが促うながすと、メルは書類をめくりながら説明した。

「兄上の細さい胞ぼうサンプルを調べた結果、通常考えられないレベルで老化が進んでいたデス。細胞を流れる〈魔ス元ク素レ〉が一部で滞留し、それが染色体の異常融ゆう合ごうを促そく進しんさせ、断続的な細胞死が全身に広まっていった結果、末まつ端たん小しよう粒りゆうの短縮化が……」

「わけわからねぇぇぇぇぇぇ!!」

「ルー。少し黙ってなさい。あとで聖なるワタクシがわかりやすく説明しますから」

　真っ先にルケが悲鳴を上げた。正直シュンも、専門分野外の単語が並んでいてメルの話はよくわからない。が、なんとなくのニュアンスは伝わってきた。

「……つまり、ボクの体が老ふけて、おジイさんになってるってこと？」

「短たん絡らく的に表現するなら、そうなるデス」

　シュンは、自分の手を見た──急にシワが増えたとか、やせ細ったとか、そういった変化は見られない。今までと変わらない自分の腕うでだ。

「この状態が進行すれば、兄上は数年以内に寿命が尽つきるとあたしは予測するデス」

　粛しゆく々しゆくと告げるメル。

「原因は明白であろうな」

　と、シャルが口を開く。

「シュン。汝なんじは最近になって〈神覇融合インモルテル〉を使うようになったな？」

「そうだけど」

「あれは、神の力を強制的に自分と同一化させる禁じ手だ──常人が何度も使って無事でいられる代しろ物ものではない」

　シュンがムチャをして力を使いすぎた結果がこれだというのか。さすがの楽観的なシュンも、笑えない状じよう況きようだった。

「では私たちも〈神覇融合インモルテル〉を使うと、兄さんと同じ状況になるのですか？」

「使い続ければ、いずれはな」

　シャルがシュンに顔を向ける。

「だがシュンの場合は特別だ──我が輩たちと違ちがい、シュンは本来《滅神咒具エスカトロイ》を使える器うつわではない。それ故ゆえにその代だい償しようも我が輩たちよりも大きくなっているのであろう」

　それってどういうこと、と言いかけてシュンは言葉を吞のみ込んだ。

　家族の中でシュンだけは血がつながっていない──それは昔からわかっていた事実だ。

「今回我が輩自らがここへ来たのは、汝等にこの現実を教えてやるためだ」

　シャルが室内にいる妹弟たちを見回した。

「シュン、これが現実だ。汝がムリをして、必死に背せ伸のびをした結果がこれだ。こんな現実が汝の望んだ未来だったのか？」

「それ、は……」

　命のやりとりはシュンも何度も経験した。戦場に立つときは命の覚かく悟ごもしている。だが、こんな形で自分の寿命を告げられるとは、さすがにどう反応すればいいかわからない。

「メル。シュンがこれ以上《滅神咒具エスカトロイ》を使わなければ、寿命は縮まないな？」

「これ以上の悪化はしないはずデス」

「そういうことだ、シュン。死にたくなくば、ムチャをするな。このままこの病院でゆっくり療りよう養ようするがいい」

「……シャル姉は、この後どうする気？」

「知れたこと。我が輩が全バーガントを掌しよう握あくする。汝等はこのまま黙って見ていればよい──いや、今すぐ我が軍門に降くだれば、特等席で我が輩の偉い業ぎようを見せてやろう」

「そんなこと、ボクがさせない！」

「ならば死ぬか、シュン？」

　冷たい殺気がシュンに叩たたきつけられた。子供同然の外見のシャルだが、その眼めだけは異様なまでに大人びていて、底冷えがするほどの迫はく力りよくがあった。

「我が輩のジャマをするならばたとえ妹弟いえど容よう赦しやはせん──いや、汝の場合、我が輩が殺すまでもなく、ムチャをすればそれだけで寿命が尽きるのだったな」

　含ふくみ笑いを漏もらすシャル──そんな姉の姿がショックだった。確かにシャルは少し怖いところがあったが、シュンが死ぬのをそのように笑うような人ではなかったはずだ。

「シャル姉、あなたはそれでも姉さんですか！　兄さんのことをそんな風に言うなんて」

「ソフィー。よもや気づいておらぬのか？　それとも気づかぬふりか？　シュンをここまで追い込んだのは汝であろう」

「私が!?」

　ソフィーが胸を押さえる。シャルは続けてリースとルケのほうも見た。

「無論ソフィーだけの責任ではない。これは我が輩たち姉妹全員の責任だ──本来ならもっと早く告げるべきだった。手て遅おくれになる前にな。だが三年前の姉妹会議で、汝等が反対したせいでうまくいかなかった」

「シャル姉！　その話は！」

「どういうことなの？」

　あせった様子のソフィーを見て、シュンは胸むな騒さわぎを覚えた。三年前──両親が殺された翌日、シャルとその妹たちは、その後どうするかの方針を決めるために会議を開いた。だがシュンだけは、ショックのあまりその話し合いに参加しなかった。

「では教えてやろう、シュン」

「シャル姉、いえ、シャルドネ、やめなさいっ！」

　ソフィーは速かった。腰こしの剣けんを抜ぬきながら高速でシャルに斬きりかかったのだ。それこそ眼にもとまらぬ神速の居合い。だが──

「右斜ななめ二十六度」

　そう呟つぶやいたシャルが無造作に片手をもちあげ、二本の指でソフィーの剣を止めた。

「おいたが過ぎるようであるな、ソフィー」

「きゃっ！」

　シャルが片手を振ると、それだけでソフィーの体が床ゆかを転がった。遅おくれて、ソフィーの剣が床に刺ささる。シャルは、息一つ乱していなかった。

「ひどいよ、シャル姉！　ソフィー、大丈夫!?」

　ベッドからでたシュンはソフィーに駆け寄って助け起こした。

「シュン。三年前言えなかったことを改めて言ってやろう」

「やめて、やめてください、シャルドネッ！」

　倒れたソフィーが悲痛な声を漏らす。リースは、やはり目を伏せたまま立っていた。ルケも苦虫をかみつぶしたような顔で立っている。メルは、無感かん慨がいにシュンを見つめていた。




「シュン──汝では、我が輩たちの家族にはなれん」




　そのセリフを聞いた瞬間──シュンの中で今まで築きあげてきたものが崩くずれ去った。

　いや、それはシュンが築いたと勝手に思いこんでいた砂上の楼ろう閣かくなのかもしれない。ただそれを認めるのが怖こわくて、必死に気づかないふりをしていただけのことかもしれない。

「汝だけが我が輩たちと血のつながりがないことは説明するまでもなかろう」

「……知ってる」

　シュンが、答える。自分でも驚おどろくくらい声が震ふるえていた。

「汝が我が輩たちと同じ時を歩み、同じ世界を生きることを望むのならば、それはムリだ。汝と我らでは住む世界が違う。次元が違う。格が違う」

「そんな、こと……」

　わかっていた。そんなことは、何よりシュン自身が、幼い頃ころから痛感していた！

「否いな。そもそも家族という概がい念ねんこそ無価値である。なぜならば、我が輩は家族など別段必要としていない。シュン。お前の求めるものも、お前自身も、全すべては無価値なのだ」

「そんなことないよ！」

「そうか？　では現実はどうだ？　家族を求めてあがいた汝の現実を見よ！　残り数年と生きられぬ己おのれが境きよう遇ぐうを振り返って、今のこの現実こそが汝の目指したものだと胸を張って告げることができるのか！」

「それは……」

　シュンは、言葉に詰つまった。ここで姉に反論しなくてはならない！　シュンだけが仲間はずれにされているような疎そ外がい感を覚えていたのは全部過去の話だ！　シュンは、そのトラウマを乗り越こえて強くなったのだ！　なのにどうして声がまともに出てこないのだ！

「そもそも！　兄さんがこんなことになったのは誰だれのせいですか！」

　ソフィーが珍めずらしく感情をあらわにして叫さけぶ。だが──ダメだ、ソフィー。シュンは、とっさに妹を止めようとした。だが、まにあわなかった。

「兄さんの寿じゆ命みようが縮んだのは、姉さんたちが好き放題暴れたせいではありませんか!?」

「あーあ……言っちゃったデス」

　つぶやいたのは、メルだった。メルは醒さめた眼まな差ざしで兄と姉たちを見つめていた。

「あたしも言わないようにしてたのに、それを言っちゃぁお終しまいってやつデス」

「そうさな、ソフィー。汝の言うとおりだ」

　シャルが告げる。

「だから我が輩は忠告に来たのだ──すでに縮んだ寿命はどうしようもあるまい。シュン、汝はこのまま大人しくしておけ。汝の人生は汝のものだ。汝の好きに生きるがよい」

「どこまで身勝手なんですか、シャルドネ！」

「我が輩のことはシャル姉と呼ぶがよい」

「私はもう、あなたを姉だとは思いません！」

「……て」

「姉妹の縁えんを切るというか。それもよかろう。だがいいのか、ソフィー？　汝など、妹でなければ、我が輩はいの足あし下もとをうろつく目め障ざわりな虫けらも同然ぞ！」

「……めて」

「兄さんをあなたがたの勝手に巻き込ませません──兄さんは、私が護まもってみせます！」

「やめてよ！」

　シュンはのどの奥から絞しぼり出すように声を張り上げた。室内の注目が、シュンに集まる。

「……ごめん……少し一人にさせて。時間が欲ほしい」

「汝はなにもかわらんな、三年前と」

　シャルの声には、憐れん憫びんが込こめられていた。いや、これは軽けい蔑べつ？　侮ぶ蔑べつの視線？

「そうやって、追い込まれると自分の殻からにこもるしかできんのか」

「シャルドネ、もうけっこうです。私と兄さんの前から消えてください！」

「で、あるな。一番話したかったことはすでに伝えた。我が輩は行くとしよう」

　シャルが立ち上がると、無言のままメルもその背中に従って部屋から出て行った。

「……では、ルー。聖なるワタクシたちも行くとしましょう」

「あぁ」

　リースがシュンのほうに向き直ると、深々と、丁てい寧ねいに頭を下げてきた。

「ではシュ～たん。名残なごり惜おしいですが、ワタクシたちはこれで」

「えっ？　どういうこと？」

　リースは豊かにふくらんだ自分の胸に手を当てた。

「ソフィ～たんが先ほど言ったとおり──聖なるシュ～たんの寿命が縮んだ原因の一つは、ワタクシとルーです。お詫わびのしようもありません、申し訳ありませんでした」

　謝りながら再度頭を下げるリース。やめてよ、とシュンは叫んだ。

「なんでそんなことを言うの、リース姉さん。それじゃまるで、お別れみたい……」

「聖なる神であるシュ～たんをそのような目にあわせて、ワタクシたちがどうしてここにいることができましょう──ワタクシとルーは、このまま消えます」

「……………」

　ルケは口をへの字に曲げて押し黙だまっている。なにも言わないということは、ルケもリースと同じ考えのようだ。

「わかりました、姉さん」

　と、うなずくソフィー。

「兄さんのそばには私がついています」

「お願いします、ソフィ～たん。では、行きますよ、ルー」

「おぅ」

　リースの能力で、二人の姉の姿も消えた。病室にはシュンとソフィー、二人が残った。

「兄さん……今は、休みましょう。兄さんはこれまでがんばってきたんです。今、休む権利を兄さんは持っています」

「ソフィー」

　ソフィーが立ったままシュンを抱だきしめてくる。ギュッと、柔やわらかな妹の胸がシュンの胸むな板いたで柔らかく歪ゆがむ。

「大だい丈じよう夫ぶです。私だけは、どんなことがあっても兄さんの味方です。私はどこにも行きません。だから、今は休んでください、兄さん」

「ソフィー……」

　妹に勧すすめられるまま、シュンはベッドに戻もどった。そしていろいろとショックなことが続いたせいだろうか、ほどなくシュンは眠ねむりについてしまっていた。







　モレサンド合衆国、首都、郊こう外がいの丘きゆう陵りよう地帯──その日、早朝からその場所はごった返していた。

　各国の軍隊がそれぞれの制服に身をつつみ、整列していたからだ。この国に派は遣けんされたあらゆる国の軍隊がその日、集められたのだった。

　兵士たちはそれぞれの国ごとに分かれ、整列していた。

　しかし立ち続けるというのもなかなか辛つらいものだ──と、ブイは内心でぼやいた。

　ブイもまた、ジュヴレーヌ王国の軍勢の中に混じっていた。先ほどからジッと立ったままのブイは、いい加減辟へき易えきしていた。着慣れない騎き士しの制服を着て腰に重い騎士剣けんをさしたまま立ち続けるのは、意外とたいへんだ。

「ブイ卿きよう。歩ほ哨しようの経験はないのですか？」

　と、声を掛かけてきたのは上司であるレニエだった。レニエはブイのすぐ正面で、やはり直立の姿勢で立っていた。

「え？　あ、はい、そうですね、レニエ卿」

「なら経験を積む必要がありますね。新米の間はそういった雑務の経験も必要です」

　平へい淡たんな声で告げるレニエ。うへぇ、とブイは顔をしかめた。

「いったいいつまでこうしてるんですか？」

「もうまもなくです」

「でもいいかげん待ちくたびれましたよ……」

「だからあなたは新米なのです」

　おバカさん、と言外に言うように、レニエは首を振ふった。

「これだけの軍勢が集まるなど、大陸中の歴史書を繙ひもといても滅めつ多たにないことです。その軍勢にまもなくリュリシア殿でん下かが号令をかけ、西への進軍を開始します。大陸東部の軍勢全体にリュリシア王女殿下が号令をかけるということはつまり、現在ジュヴレーヌ王国がバーガント大陸東部の実権を握にぎっている証あかしでもあるのです。そしてあなたも、その一員であるという自覚を持ちなさい」

「確かに……そう考えるとすごいですね」

　と、ブイがそうやって上司と会話をしていると、ザザッ──と、雑音がブイの耳に届いた。何事かと頭上を見上げると、空中に強きよう烈れつな光が照射されていた。

『対ベドリュス大帝てい國こく大同盟に所属する全騎士、ならびに全兵士の皆みなさん、ごきげんよう。わたくしはジュヴレーヌ王国王女、リュリシア・ルショット・シャンベルですわ』

　空中に巨きよ大だいなリュリシアの顔が投とう影えいされた。魔導カメラによる中ちゆう継けい映像だろう。以前王都でペルデと戦ったときも、同じものが使われていたことをブイは覚えていた。

『今回、この同盟軍の栄はえある総司令官の座をわたくしが拝命いたしました。これよりわたくしの指示に従って、皆さんには動いていただきます。そしてわたくしは約束しますわ。皆さんがわたくしの指示通りに動けば、この戦いに必ず勝利できると』

　おぉ、と兵士たちのどよめきが上がる。

『帝國は現在、西方諸国を侵しん略りやくし、不当な占せん拠きよを続けています。彼らの目的がバーガント全土の侵略であることはもはや疑いようもない事実！　この非道な悪の帝國に対し、大陸全土の秩ちつ序じよと平和を取り戻すべく、わたくしどもは断固とした態度をとらねばなりません。そのための大いなる一歩を今日、この日、踏ふみ出すことになるのですわ』

　空中のリュリシアが力強く拳こぶしを握った。その映像を、兵士たちは誰もが食い入るように見つめている。と、前に立っていたレニエが、そんなブイの体を後ろ手で叩たたいた。

「ブイ卿、そろそろですよ」

『立ち上がるのです、バーガントに住む全すべての者達よ！　全ては愛する祖国を、この空と大地を護るために、わたくしたちは帝國の脅きよう威いに立ち向かわねばならぬのです！』

「「「「「「「「「ジュヴレーヌヴイーヴ・レ・王国万歳ジユヴレーヌっ!!」」」」」」」」」

　と、集結したジュヴレーヌ王国の騎士たちが一いつ斉せいに敬礼をした。無論、ブイも同様だ。ブイたちには事前に合図で敬礼するようにと通達されていたのだ。

「王国万ばん歳ざい！」「王女殿下万歳！」「国王陛下万歳！」「同盟軍万歳！」「今こそ団結の時！」「我らに勝利を！」「邪じや悪あくな帝國に正義の鉄てつ槌ついを！」「バーガントに平和を！」

　兵士たちが一斉に声を上げ始めた。それはジュヴレーヌ王国のみならず、各国の軍勢へと伝でん播ぱし、やがては大地が震ふるえるほどの喚かん声せいへと発展していった。中心付近にいるブイは、自分の体が震えるのを感じた。これは一種の武む者しや震ぶるい、あるいは……

「怖こわいですか、ブイ卿」

　レニエがブイを振り返り、顔を近づけて話しかけてきた。周囲の喚声が大きすぎて、お互たがいかなり近づかないと声が聞こえない。

「初めての戦争で、恐きよう怖ふを感じていますか、ブイ卿」

「そりゃ、怖いですよ。そういうレニエ卿だって初めての戦争ですよね？」

「そうですね。そもそもここにいる多くの人間は、戦争を知りません。ぼくらの大半は戦後世代ですから──そのぼくらが経験する初めての戦争、怖くないはずがありません」

　と、レニエが手て袋ぶくろに包まれた右手を持ち上げた。その手が微び妙みように震えていた。

「ぼくもこの通り、震えが止まりません。戦いの気配が近づくと、どうにも古傷がうずくんですよね」

　と、震える片手を反対の手で押さえるレニエ。ヤケに芝しば居いがかった動きにも見えるが、レニエのような美形がやると実にさまになっていた。

「ブイ卿。あなたはまだ若い。功名心にはやるのも当然でしょう。ですがムチャはしないように。あなたのような若い世代がこれからのジュヴレーヌを担になっていくのですから」

　これまでのブイは、そんなレニエの行動や言動が鼻についたが、今は違ちがった。いつも余よ裕ゆうたっぷりなはずの上司の顔が、いつになく真しん剣けんだったからだ。

「レニエ卿……オレを若いって言いますけど、レニエ卿だって充分若いじゃないっすか」

「確かに、ぼくも年寄りぶるような年ねん齢れいではないですね。ですが、あなたのような新米が毎年出てくるのを見ていると、いつのまにか自分が老ふけ込んだような錯さつ覚かくを抱きます」

　苦く笑しようしてみせるレニエ──ブイは初めてこの一見完かん璧ぺきな上司も、自分とあまり変わらない人間なんだと感じた。

「これからも」ズシュビチャッ「カハッ」「え？」

　なにが起こったのか、ブイの頭は一いつ瞬しゆん理解できなかった。

　周囲ではあいかわらず大きな喚声が響ひびいている。だから全員の反応が遅おくれていた。

　ブイの目の前で微笑ほほえみを浮うかべた上司の胴どう体たいを騎士剣が貫つらぬき、鉄臭くさい、真っ赤な液体が周囲に飛び散った。







　シャルが来た後──シュンは病室のベッドからほとんど動かない生活を続けていた。立ち上がるのはトイレに行くときくらい。それ以外はベッドの上で過ごしている。

「兄さん、そろそろ食事の時間ですよ」

　シュンの面会許可が下りたらしく、あれ以来、ソフィーが毎日シュンのもとを訪おとずれて面めん倒どうを見てくれている。そして現在、病院関係者以外でシュンを訪ねるものはソフィーしかいなくなっていた。

　リースもルケも、あれ以来連れん絡らくはない。シャルもメルもどこかへ行った。モニカ、ヴィオ、シラーもやっぱり行方ゆくえ不明、アリアとティン、それにクロロは同盟に参加しているそうだ。リュリシアやアンジュも同盟の指揮で大おお忙いそがしだろう──気づけばシュンのそばにはソフィー一人しかいない。

「兄さん、外を見てください、今日は久々にいい天気ですよ」

　ソフィーが窓の外を指さしてくる。

「たまには散歩に行きましょうか？　病院の庭、意外と広くてキレイですよ。外へ出ると気分転てん換かんにもなりますし。歩くのが辛いなら、車いすを用意しましょうか？」

「うん、そうだね」

　生返事をするシュン──どんなときでも楽観的で前向きなところがシュンの数少ない長所だったのに、その長所すら今のシュンにはない──末期的だな、と自じ嘲ちようするシュン。自分でダメだとわかっているのに、自分でもどうしようもないこの気分。

　ソフィーは、そんな情けない兄にいやな顔一つせず尽つくしてくれている。そんなソフィーがまぶしくて、対照的な自分が情けなくて、ますますシュンは憂ゆう鬱うつな気持ちになった。

　負の連れん鎖さが、シュンの心を埋うめ尽くしていく。この気持ちは、あれだ。久しく忘れていた感情──シュンが幼い頃ころ、家族に囲まれながら孤こ独どくを感じていた、あのときの感情……

「兄さん」

「ん？」

　ソフィーが、微笑みながら告げる。

「どこか、行きますか？」

「……どこへ？」

「兄さんのお好きなところです──いつまでも病院にいるより、兄さんの好きな場所に行きませんか？　この前約束した家族旅行に、行きませんか。今は私と兄さんしかいませんが、二人きりの家族旅行も悪くありません」

「家族、旅行？」

「えぇ。ご安心ください。騎士として働いていた間の蓄たくわえがまだ残っています。好きな場所へ旅に出るくらいの余裕はあります。兄さんは、少し疲つかれているだけです。旅に出れば、また気持ちも楽になりますよ」

　優やさしく、諭さとすように語るソフィー。その提案は、とても魅み力りよく的に思えた。

　だが──シュンの眼めから、涙なみだがこぼれた。

「どうしたのですか、兄さん？」

「なんでもないよ、なんでも……」

　内心で、少しだけ思ってしまった──その家族旅行に、シュンの家族全員で行けたらどれほど素す晴ばらしかったかと。そしてそんな未来はもう手に入らないのだと、改めて思い知らされた気分だった。

「おや？　連絡が……」

　ソフィーが懐ふところから魔導端たん末まつを取り出して顔をしかめている。

「病院内は端末使ったらダメだよ」

「えぇ……」

　そう答えるソフィーの微妙な表情が、シュンは少し気になった。

「いえ、兄さんはお気になさらずに」

　つきあいの長いシュンは、妹のその態度でなんとなく状じよう況きようを察した。

「もしかして、シャル姉から？」

「……えぇ、メールが届きました」

　渋しぶ々しぶうなずくソフィー。

「どんな内容？」

「『テレビを見よ』と、ただそれだけです」

「テレビ？」

　シュンがソフィーに、お願い、というと、ソフィーはテレビをつけてくれた。この時期は、どの番組も迫せまる戦争関係の報道ばかり流している。

『──わたくしはジュヴレーヌ王国王女、リュリシア・ルショット・シャンベルですわ』

　と、テレビから聞き覚えのある声が響く。画面には見覚えのある顔──リュリシアの美しく整った顔が大きく映し出されていた。

　どこか、野外に設置された壇だん上じようにリュリシアは立っていた。いつになくきらびやかで豪ごう華かな騎き士しの制服、腰こしには見慣れない豪華な騎士剣を差し、リュリシアは両手を振り上げ、身み振ぶりも大きく演説をしているところだった。

「どうやら、進軍を前に、リュリシア殿下が檄げきを飛ばしていらっしゃるようですね」

「なるほど」

　的確なソフィーの状況説明。

「シャル姉は、なんでこんなものを見ろって言ったんだろう？」

「さて、私にはあの人の考えはわかりかねます」

　そっぽを向くソフィー。ソフィーはあれ以来、シャルの名前を口にしようとしない。完全に関係が壊こわれてしまったらしく、シュンはそんな妹の様子を見ているのが辛つらかった。

「いえ、待ってください……なにやら様子がおかしいです」

　と、画面を見つめるソフィーが表情を険しくした。言われてシュンも画面を見てみる。画面一いつ杯ぱい、数え切れないほど集結した各国の騎士と兵士たちが一斉に喚声を上げているところだった──だが、確かにおかしい。

「あ、今あそこで人が倒たおれた」

「えぇ、乱らん闘とうらしきものが発生しています」

　兵士たちはみな、等とう間かん隔かくに整列していた。だからこそ、その列が乱れると、遠目からでもすぐわかる。

「なにこれ、騎士同士で争っているの？」

　一部の騎士がいきなり抜ばつ刀とうし、近くにいる味方を攻こう撃げきし始めたのだ。それも、一人や二人ではない。画面を見る限り、同時にかなりの人数が暴れていた。

「いったいなんだ!?」「なにごとだ！」「バカ、味方だ！」「とりおさえろ！」「どこのバカだ！」「お前はいったい」「ウワァァァァァァァ!!」「おい、衛生兵を呼べ！」「状況をなんだと！」「放送を中断しろ、今すぐ！」「ダメです、中断できグアアアア!!」

　画面の中の喚声は、いつのまにか悲鳴に変わっていた。




『クハハハハハハハハハハハハハハハハハ!!』




　と、今度は高笑いが響き出す。それは画面の状況からするとあまりに場違いな笑い声──だが、シュンもソフィーも、この声には聞き覚えがあった。

「この声って、まさかシャル姉？」

『愚ぐ昧まいなる人類どもよ』

　画面が切りかわった。リュリシアが演説していた会場の上空。今までリュリシアの巨きよ大だいな映像が映し出されていたその空に、リュリシアに変わってシャルの姿が映し出されていた。シャルの姿は子供そのものだというのに、そのぞっとするほど冷たい眼まな差ざしは見る者を威い圧あつし、その姿から放たれる存在感は、畏い怖ふを感じさせた。

『我が輩はいの名はシャルドネ・グラン・フローネ──ベドリュス大帝てい國こく軍部総司令官にして、〈魔王コシユマル〉の名を受け継つぐもの』

　シャルの映像が両りよう腕うでを大きく広げ、見み得えを切った。

『大陸に住む全すべての魔ま族ぞくよ!!　ついにこのときが来た──〈魔王コシユマル〉は帰ってきた!!」

　シュンとソフィーは二人そろって食い入るようにテレビの映像を見つめた。

『三十年前、バーガント侵しん攻こう作戦を指揮した〈魔王コシユマル〉は志半ばにして死んだ──だが我が輩がその志を受け継いだ！　我が輩こそが二代目〈魔王コシユマル〉である。我が輩はここに、対帝國大同盟を結成する全ての国家にたいして宣戦を布告するものである！』

「正気なの、シャル姉、本当に……」

『世界は、真に優すぐれた存在の手によって維い持じ管理されるべきものである。故ゆえに、このバーガントは、魔族の手によって支配されるべきなのだ。この戦いはそのための聖戦である』

　シャルが、正面に向かって指を伸のばした。

『我が輩に叛はん逆ぎやくするものよ、恭きよう順じゆんせよ！　挑ちよう戦せんするものよ、屈くつ服ぷくせよ！　それが汝なんじ等に与あたえられた唯ゆい一いつの選せん択たく肢しである！　手始めに、人類が愚おろかにも築き上げた大同盟とやらを、今ここで叩たたきつぶしてくれる！　クハハハハハハハハハ』

「魔族です!!」

　ソフィーが、鋭するどく叫さけびながら画面を指さした。

「ようやくわかりました──同盟軍の騎士たちの中に魔族が紛まぎれていたのです！　それがシャルドネの合図で、一いつ斉せいに本ほん性しようを現して周囲の騎士を攻撃しています！」

「そんな……」

　ピピピピ──端末の、呼び出し音。ソフィーの手にある端末だ。端末を見て、ソフィーの顔色が変わった。それだけでシュンには相手がわかった。シュンは手を伸ばし、その端末を半ば奪うばうようにして耳に押し当てた。

「シャル姉なの!?」

『うむ、シュンか。ちょうどいい。我が輩からのプレゼントは見てくれたかな？』

　端末の向こうのシャルはいつも通りの調子で──だからこそ恐おそろしかった。こんな大それたことを平然とやってのけてしまうシャルが、我が姉ながら心底恐ろしい。

「本気なの？　本気でこのまま戦争をする気なの!?」

『違ちがうな、シュン、戦争など起こらぬ──いや、戦争は今日終わる。それくらいのこともわからぬのか？』

　シャルの声は、まるで世界の全てをバカにしているかのようだった。

『人間とはつくづく無む知ち蒙もう昧まいきわまりないものである──奴やつらはなぜ、今日モレサンドでこのような集会を開いたのだ？　ご丁てい寧ねいにも一カ所に全ての指揮官が雁がん首くびそろえて勢せい揃ぞろいしてくれるとは、どうぞ攻せめてきてくださいと言っているも同然であろう！』

「そんなこと……」

『シュン。これが人間というものだ。これが汝が護まもろうとした奴らの実体だ──群れねばなにもできぬくせに、大勢が集まれば烏う合ごうの衆になりはてる、愚かな種族よ』

「そんなこと、ないよ」

『なにをもって否定する？　見るがいい、汝の前にある現実を──我が配下の手によって、同盟軍は大混乱。その命運はもはや風前の灯ともし火びである！』

「いや、でも、いくら奇き襲しゆうを受けたからって、あそこには強い騎士がいくらだっているんだ！　まさかそんな簡単に……」

「いえ、兄さん、状況はあまりよろしくありません」

　テレビを見つめるソフィーが真しん剣けんな面おも持もちで告げる。

「見てください、これを」

　ソフィーが指す画面では、雪が降っていた。

「雪？　さっきまで晴れていたはずなのに!?」

「この天候の変化は異常です──ですが大陸に一人、このような芸当ができる者がいます。極低温を自在に操あやつり、〈氷雪華ドウネージユ〉の二つ名で呼ばれる騎士グレコ・ディ・ヴィアンコ卿きよう」

　その名前にはシュンも聞き覚えがあった。

「それってまさか、八大英えい雄ゆうの一人？」

『そういうことだ、シュン』

　端末の向こうで、シャルが告げる。

『我が輩は切り札をそちらの王の手前に打ち込んだ。いわゆる王エシエツク手・オ・ロワである。人類には果たして、八大英雄に対たい抗こうできるほどの人材がいるのかな？』

　バーガント東部に八大英雄は現在いない。全員が死去したためだ。一いつ般ぱんの騎士とは比べものにならない戦せん闘とう力を持つ戦争の英雄たち──シュンは、絶望を覚えた。







「そんな、レニエ卿！　レニエ卿!?　クッソォォォォォォ!!　なにが、どうなってやがるんだよぉぉぉぉ!!」

　会場は一転、戦場と化していた。先ほどまで鳴り響ひびいていた喚かん声せいは、悲鳴と怒ど号ごうによって塗ぬり替かえられていた。

　そんな戦場のど真ん中に新米騎士、ブイはいた。そしてブイの目の前ではたった今、上司であるレニエが背後から斬きられ、血まみれとなって地面に倒れたのだった。

「いったいなんでこんなことに!?」

　叫ぶブイ。声を出しても無意味かもしれないが、大声を出さないと気が狂くるってしまいそうなくらいブイは混乱していた。

　そして、ブイは気づいた。目の前にいる、レニエを襲った犯人に！

　それはブイと同じ、ジュヴレーヌ王国の騎士の制せい服ふくを着た男だった。顔は、取り立てて特とく徴ちようのない三十がらみの男。異様なのは、その手に血まみれの騎士剣を握にぎっていること。

「貴っ様ぁぁぁぁぁ、そこでなにをしているぅっ!!」

　怒号がブイの背後から上がる。ブイよりも少し年上の先せん輩ぱい騎士が怒いかりで顔を紅潮させながら剣を抜ぬき放ち、下げ手しゆ人にんへ飛びかかったのだ。ブイはただ叫ぶことしかできていないのに、すぐさま戦闘態勢に入れるあたり、さすが先輩だった。

　だが結果として、なにもしなかったことがブイを救った。

『[image: ]』

　その犯人がなんと言ったのか、ブイにはさっぱりわからなかった。少なくともブイの耳には意味のある音には聞こえなかった。

　そして次の瞬しゆん間かん──ズシャッ、新たな鮮せん血けつが周囲に飛び散り、ブイの顔を汚よごした。

「えっ……」

　一瞬だった──一瞬でその先輩騎士は、肉にく片へんとなった。犯人に飛びかかった瞬間、犯人の片かた腕うでがその騎士の胸を貫つらぬき、次の瞬間、その肉体が爆ばく発はつして飛び散った。

　ノソリ──制服を鮮血に染めて、犯人が一歩前に進み出る。すでに二人の騎士を殺した犯人に、周囲も慌あわてだす。

「なんだ、こいつは、どこの騎士だ!?」「見たことないぞ！」「かまうな、取り押さえろ！」「殺してもかまわん！」

　騎士たちが口々に叫びながら剣を抜き、襲おそいかかろうとする。だが次の瞬間──その騎士たちのクビが一斉に斬きり落とされた。

『[image: ]』

　クビを失って倒れる騎士たちの死体。その背後から、やはり血まみれの剣を手にした別の犯人が姿を見せた。

　二人の犯人は意味不明の音で会話をしつつ、周囲の騎士を無差別に殺していく。

　そして、ブイは見た。犯人たちの額から角が伸びていくのを。

「ま、魔族……」

　思わず呟つぶやくブイ──数ヶ月前、王都でブイも見た。ペルデに擬ぎ態たいしていた魔族と、その仲間たち……目の前の犯人たちも、それと同種であることは間違いなかった。

「ひっ、ひっ……」

　ブイは、悲鳴を上げながら逃にげようとした──だがなにもできなかった。ノドが強こわばって悲鳴のかわりに短い音しかでない。逃げようとしたのに、脚あしがもつれて地面に尻しり餅もちをついてしまった。立ち上がろうにも動転して脚に力が入らない。

『…………ｋШΞЩ』

　と、魔族たちとブイの視線が重なった。そのまま魔族がブイのほうへと近づいてくる。ブイは必死に逃げようとしたが、地面に座ったまま手足を動かすだけで精せい一いつ杯ぱいだった。逃げられない！

　ブイはそこでようやく、自分も、腰こしに剣をさしていたことを思い出し、あわてて剣の柄つかに手をかけた。だが、すでに目前に魔族が迫せまり、ブイめがけて剣を振ふり下ろしてきた……




「いったいこれは何事ですの!?」

　リュリシアが演説をしていた壇だん上じよう周辺も、混乱は同様だった。いや、一ひと際きわひどいかもしれない。

　突とつ然ぜん〈魔王コシユマル〉を名乗るシャルの演説が投とう影えいされたかと思ったら、会場中で悲鳴が上がった。リュリシアの近くで控ひかえていたアンジュは賊ぞくが侵しん入にゆうしたと判断し、腰の剣を抜きながらリュリシアを護る位置へと移動した。護衛役としてできる限り迅じん速そくに行動した。

　そして壇上に上ってはっきりした──兵士たちの間に紛れている賊の正体が魔族だと。

「リリィ様、危険です、お下がりください！」

　アンジュの使命は、一刻も早くリュリシアを避ひ難なんさせることである。なにしろリュリシアは同盟軍の総司令官。リュリシアに万が一のことがあれば、同盟そのものが危ない！

「なにを言いますの、アンジュ。わたくしは逃げませんわよ」

「ですが、ここは危険です！」

「わたくしはたった今、帝國との戦争を宣言したのですわよ！　その舌の根の乾かわかぬうちに魔族から真っ先に逃げ出してどうしますの？　ここで逃げてわたくしの命が助かったとしても、兵士の士気はガタ落ちですわ！」

「確かにそうですが、リリィ様にもしものことがあれば、そちらのほうが最悪です！」

「いいえ、アンジュ。わたくしは覚かく悟ごをしてこの場に来たのです」

　リュリシアは、断固とした口調で従者に告げた。

「わたくしはここに残り、魔族との戦闘の指揮を執とりますわ。本当に最悪なのは、ここで大敗北し、同盟が瓦が解かいすること。それだけは避さけねばなりませんわ！」

　リュリシアの迷いない瞳ひとみを見て、アンジュは悟さとった。リュリシアはアンジュの予想よりはるかに強固な意志をもって、総司令官の地位についていたのだ。

「わかりました、リリィ様──ご安心ください。リリィ様の身は、なにがあろうとわたしがお護りいたします！　リリィ様はどうか、ご自分の使命をお果たしください」

「えぇ、わかっていますわ」

　壇上に再度のぼったリュリシアは、混乱する会場に向かって声を張り上げた。

「落ち着きなさい！　落ち着くのですわ、兵士のみなさん！　これは敵の奇襲。混乱してはなりませんわ！　敵の数は決して多くありませんわ。連れん携けいをとって戦えば、問題なく対処できますわよ！」

　リュリシアの声は、だが会場の混乱の声の中でかき消えてしまった。演説中に使っていた拡声器がうまく機能していないためだ。

「声を響かせることはできませんの!?」

「修復、急ぎなさい！」

　アンジュが叫さけぶと、スタッフが裏手で必死に機材を修理していた。だが、簡単には復旧できないようである。こうしている間も会場の混乱は広がっていった。

「くっ、どうすれば……」「リリィ様！」

　と、会場から黒い影かげが眼めにもとまらぬ速さで飛びだし、リュリシアに襲いかかった。

「させませんっ！」

　叫び、アンジュも〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を発動させながら飛び出し、空中で相手と激げき突とつ。お互たがいがはじかれ、同時に着地した。

「リリィ様の御おん身みは、わたしがお護りします！」

　叫ぶアンジュ。相手の攻こう撃げきを受け止めた手は若じやつ干かん痺しびれていた。さすが魔ま族ぞく。並の騎士よりもはるかに実力は上だ。

　だがアンジュとて、これまで修しゆ羅ら場ばは何度もくぐってきた。その経験は伊だ達てではない！

　ジャキッ──重い音とともにアンジュの騎き士し剣けんが〈魔弾テイリユル〉を排はい莢きよう、〈魔ス元ク素レ〉がアンジュの全身を駆かけめぐると同時に飛び出す。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共にアンジュの剣がひらめいた。だが、相手の魔族はその必殺の攻撃を、スレスレで回かい避ひ。が。

「まだですっ！」

　アンジュの騎士剣が、〈魔ス元ク素レ〉の輝かがやきに包まれた。〈魔ス元ク素レ〉が剣身からあふれ出て、刃やいばの形となる。瞬時にアンジュの剣の長さが通常の倍にまで伸しん張ちようした。

「はあああああああっ！」

　その剣がアンジュの手によって再度閃ひらめく──アンジュの間合いを見誤った魔族は、その攻撃を回避できず、胴どう体たいを斬り裂さかれた。真っ二つとなった魔族の遺体は地面に崩くずれ、そのまま砂のように崩れ去って消えてしまった。

「リリィ様、ご無事ですか!?」

「無論ですわ」

「なるほど、中級魔族を一刀で仕留めるか。お嬢じようさん。お若いのにたいした腕うで前まえだ」

　と、戦場に似合わぬ気楽な声がアンジュの耳に届いた。

「そしてだからこそ惜おしい──ここで殺してしまうことが」

　いつのまにか壇上に接近していた男──一見すると人間だ。背の高い、髪かみにだいぶ白いものが混じった老年の男性騎士。左右の手に湾わん曲きよくした騎士剣をそれぞれ握っている。着ている制服は豪ごう華かで、一目で名だたる騎士だとわかった。

　そしてアンジュは、相手の騎士の制服に描えがかれた紋もん章しようがベドリュス大帝てい國こくのものであると気づいた。

「その外見──八大英雄の一人、氷雪の騎士と謳うたわれたグレコ卿きようとお見受けします」

「若いのにわたしを知っているとは、勉強熱心だね。ますます殺すのが惜しい──けど、残念ながら、これは戦争なのでね」

　次の瞬間、グレコを中心に突とつ風ぷうが吹ふき荒あれた──いや、肌はだを刺さすような冷たさがアンジュを包み込んでいた。口から漏もれる息が白い。アンジュは気づいた。グレコを中心として、雪の交じった突風が吹き荒れているのだ。周囲は吹雪ふぶきに吞み込まれようとしていた。冬が近いとはいえ、この時期に雪が降るのは明らかに異常だった！

「わたしの新しい主あるじの命令でね。そちらのお嬢さんを仕留めれば全すべてが終わる」

　グレコは片手の剣で壇上のリュリシアを指した。やはりそれが狙ねらいか。

「させません！」

　叫び、アンジュはグレコとの間合いをつめた。もはや話し合いは無用。八大英雄グレコが魔族であることをアンジュはすでに知っていた。だからこそ攻撃に躊躇ためらいがなかった。最初から自分の全力の攻撃を、グレコにたたき込んだ。

　アンジュの攻撃を、片手の剣で受け止めるグレコ。すぐさま反対の手の剣がアンジュを襲う。アンジュは地面を転がるようにして攻撃を回避。振り向きざま、先ほどと同様、剣けん先さきから〈魔ス元ク素レ〉の刃をのばし、長大な間合いでグレコを斬きり払はらった。

　グレコもアンジュの技わざは予想外だったか、不安定な体勢でアンジュの攻撃を受け止めた。奥歯をかみしめながらアンジュは満身の力を両りよう腕うでに込こめる。ガシュッガシュッガシュ、騎士剣が連続で〈魔弾テイリユル〉を排莢。裂帛の気合いと共に、アンジュは剣を振り切った。グレコの体勢が崩れ、両手の剣が宙を舞まった。

　好機！　と、アンジュは剣を正面に出しながら全身の力を込めた突つきを、グレコへと放った。グレコの手に武器はなく、この間合いなら避よけきれないはず！　だが──

「『凍える刃グラス・ラム』」

　グレコの手に氷の剣が現れた。グレコは難なくその剣で、アンジュの攻撃を受け止めた。アンジュは歯がみしながらグレコとの間合いを離はなそうとする。が、グレコは一瞬でアンジュへと迫ってくる。

「『氷雪華棺桶エキユール・ワーズ』」

　瞬間、アンジュの視界が青く染まった。体が、動かない。指一本動かせないどころか、呼吸さえまともにできない。アンジュは、自分が巨きよ大だいな氷ひよう塊かいの中に閉じこめられたのだと悟った。悟ったところでどうしようもなく、自力では逃げ出せなかった。

「悪いね、お嬢さん」

　グレコはアンジュの閉じこめられた氷を軽く叩たたいた。

「お嬢さんが思ったより強くて、ちょっとだけ本気出しちゃったよ。ほんと、悪いね──生きていれば立派な騎士になれたのに」

　グレコはそのまま氷ごとアンジュを砕くだこうと、腕うでを振り上げた。が。

「おまちなさいっ！」

　上空で閃く影。壇上から跳とんだリュリシアが、上空からグレコを強きよう襲しゆうしてきたのだ。

「そっちから来てくれるとは、手間が省けて助かるよ、お嬢さん」

　うそぶき、グレコは氷の剣で迫るリュリシアを迎げい撃げき。リュリシアは、手に持った騎士剣で斬りかかる──が、直前でリュリシアは手の剣をグレコめがけて投げつけた。

　そのままリュリシアは体勢を崩して地面に激突。無様に転がってしまった。

「おぉ、こっちのお嬢さんもすごい。よく今のをかわしたね」

　そんなリュリシアを賞賛するグレコ──リュリシアが投げつけた剣がグレコの氷の剣にぶつかった瞬間、剣は粉々となってしまった。極低温にまで瞬時に冷やされ、氷が砕けるように、剣もあっさりと破は壊かいされてしまったのだった。あのままリュリシアが斬りかかっていたら、リュリシアの体まで同じ結末をむかえただろう。

「まぁでも、寿じゆ命みようが少し延のびただけだけどね」

　氷の剣を構えたまま、リュリシアへとグレコが迫ってくる……




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　悲鳴を上げたのは、魔族に追い詰つめられたブイだった。魔族が剣を振り上げたとき、ブイにできたことは両手で頭を抱かかえながら大声を出すことだけだった。

　これで終わりか──脳のう裏りで一いつ瞬しゆん考えるブイ。戦争で一旗揚あげるなんて息巻いていたのに、実際戦場に来てみれば敵の奇き襲しゆうでビビってなにもできないまま死亡──自分にふさわしい末路だと思った。騎士学園の落ちこぼれだった自分では、この程度が関の山だ。

　しかし──ガギャンッ──その後の衝しよう撃げきがこない。殺されると思ったのに、ブイはまだほとんど無傷で地面に座ったままだった。

　頭を上げると、ブイの前に人が立っていた。

「早く立ちなさい、ブイ卿！」

　レニエである。制服を血と泥どろで汚よごした上司が剣を構え、魔族の一撃を防いだのだった。

「レ、レニエ卿、生きていたんですか！」

「魔族の奇襲ごときで、死ぬことはできないでしょうっ！」

　剣を撥はね上げ、魔族の体をはじき飛ばすレニエ。すぐさま追撃。〈皇覇刻オーバー・クロツク〉──ガシュッ、とレニエの騎士剣が〈魔弾テイリユル〉を排莢し、一瞬で加速化。

　魔族がはじかれながら体勢を整え、すぐさま反撃に転ずる。レニエと魔族が正面からぶつかり合った。そのまま激しい鍔つば迫ぜり合いをしながら戦場を動き回る。

　強い、とブイは感じた。何人もの騎士を斬ざん殺さつした魔族とレニエは互ご角かくに戦っている。だが奇襲でレニエは負傷している。レニエの脇わき腹ばらの部分が斬り裂かれ、制服が血に染まっていた。大きな傷に見える。このままではレニエに分ぶが悪い。せめて自分が加勢すれば──ブイはそう考え、立ち上がろうとした。

　が、次の瞬間巨きよ大だいな殺気がブイの体に叩きつけられた。全身の汗かん腺せんから冷や汗あせが噴き出る。ブイは本能のまま、地面を転がった。

　新米のブイは、うっかり油断してしまった──近くにはレニエと戦っている魔族の他にもう一人、別の魔族がいたのだ。そいつが背後からブイを斬りつけてきたのだ。

「戦うしかねぇか！」

　血と鉄の臭においが充じゆう満まんする戦場で、ブイは剣を抜ぬきながら立ち上がった。周囲には無数の遺体。少し離れた場所ではレニエや、他の騎士たちが交戦している。残念だが、ブイを助けてくれそうな味方は近くにいない。ブイ一人で戦わねばならなかった。

　両手から鋭するどいツメを伸ばした魔族を前にすると、とたんに恐きよう怖ふが噴き出てきた。以前王都で魔族と戦ったときは恐怖を感じるヒマもなかったのに、今はたまらないほど怖こわい。

「うわあああああああああああああ!!」

　ブイは雄叫おたけびを上げながら魔族に斬りかかった。いや──傍はたから見たら、メチャクチャに剣を振ふり回しているようにしか見えないだろう。だが、それが今のブイの精せい一いつ杯ぱいだった。

　ガギンッ──魔族が片かた腕うででブイの騎士剣を受け止めた。ギッ、バリンッ──そのまま魔族が剣身を握にぎりつぶし、ブイの剣は半ばで折れてしまった！　剣を折られた反動でブイは体勢を崩した。すぐさま、魔族が反対の手を振り上げる。鋭いツメがブイに向かってせまってくる。終わった──ブイは、悟さとる。もうムリだ。転がって逃にげる余よ裕ゆうすらない。自分はあのツメに切り裂かれて死ぬ、いやだ、死にたくない、死にたくない、死ぬのはやだ、死ぬのはやだ、まだ生きたい、生きたい、生きたい、誰だれか助けてっ！

「どきなさいっ！」

　ドンッ、ブイの体が、横からの衝撃ではじき飛ばされ、地面に叩きつけられる。痛い、痛いが、そのおかげで魔ま族ぞくのツメを回避できた。だが──

「レニエ卿！」

　横から飛び出したレニエがブイの体を力一杯突つき飛ばしたのだ。おかげでブイは助かった。だがそのせいでレニエの体勢が崩れた。

　ザシュッ──レニエの右手が、赤い液体を撒まき散らしながら宙を舞う。

「この薄うす汚ぎたない魔族がっ！」

　だがレニエは微み塵じんもひるむことなく、左腕一本で握る騎士剣を、目の前の魔族の胸に突き立てた。魔族の口から悲鳴。魔族がツメでレニエを引き裂こうとするが、レニエが剣を振り上げるのが速い。魔族は胸から頭にかけてを切断され、絶命した。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ブイ卿」

　と、レニエがブイに近づいてくる。レニエの制服はどす黒く汚れていた。どうやら最初の魔族をレニエは自力で倒たおし、すぐさまブイを救きゆう援えんに来てくれたようだ。

「レニエ卿、腕が……」

　そしてレニエの右腕は半ばで消失していた。

「かすり傷です」

　平然と告げるレニエ。当然そんなはずはない！　レニエの右腕、ズタズタになった制服の袖そでが鉄くさい液体で汚れている。重傷だ！

「ブイ卿、戦えますか？　魔族はまだ残っています。すぐに味方と合流しますよ」

「でも、その傷は……」

「かすり傷だと言っています。今は一刻も早く味方の加勢にいかなくては！」

　レニエのセリフは正論だ。ブイもレニエに続いて移動しようとした。だが──とっ、脚あしに何かが当たった。地面に転がった、人間の遺体だった。それが誰であるか、ブイは気づいた。ブイたちの背後で整列していた、ブイの部下の兵士の遺体。胴どう体たいが半ばで切断され、絶命しているのは明らかだった。

　部下は全ぜん滅めつしていた──当然だ。部下の兵士は騎士ではない一いつ般ぱん人。一般人では魔族の〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を目視することすらできず、ほぼ一方的に惨ざん殺さつされるだけだ。

　足あし下もとの遺体の人物を、ブイは覚えていた。一いつ緒しよにいた時間は短いけれど、この国までの移動中に会話をした。田舎いなかの妻と子供に仕送りするために兵士になったと言っていた。ブイよりだいぶ年上だったけれど、新米のブイの部下になってもイヤな顔一つせず、他の部下たちをまとめてくれていた──それが無惨にも殺された。

　そこがブイの限界だった。ノドの奥から何かがこみ上げてくる。その場で四つんばいになり、ブイは地面に向かって盛せい大だいに吐はいた。胃の中がひっくり返りそうだった。口の中をイヤな味が埋うめ尽つくす。視界が歪ゆがむ。目から涙なみだがこぼれていた。鼻が詰まる。鼻水もこぼれてきた。顔中から出るものが全部噴ふき出ているようだった。

「少しは落ち着きましたか」

　胃の中身を胃液の一いつ滴てきまで全部吐き出して、ブイは荒あらい呼吸を何度も繰くり返した。その背中にレニエが声をかけてくる。

「ブイ卿きよう。あなたはまだ戦えますか？」

　ガクガク、ブイは、首を縦に振った。声が上う手まく出ない。正直自分が戦えるとは思えない。けど、片手を失いながらレニエはまだ戦おうとしているのだ。五体満足な自分が休んではいられないと、ブイは思った。

「ムリはしなくてけっこうです。味方が集結している場所まであなたを連れて行きますから、自力でなんとかしてください。ぼくはその後、味方の加勢に行きます」

　未いまだ混乱する戦場の間を、レニエは片腕でブイを引っ張って移動していく。今のブイは、それについて行くだけで必死だった。

　ブイは、自分はどうしようもないゴミだと思った。カスだ。虫けらだ。敵に襲しゆう撃げきされ、部下をなにもできないまま殺されたのに、その仇かたき一つ討てず、戦場の真ん中でゲーゲー吐いているだけ……本当にどうしようもない。

　ブイが自分の情けなさに嫌いや気けが差したそのとき──ブイの視界に、まばゆい光が届いた。

　気づけば、いつのまにか肌はだを刺さすような寒さが戦場を包んでいた。チラチラと、白いものが舞まい降りている。もう雪？　と、ブイは疑問に思った。

　だがなにより不可解だったのは──戦場の中央から放たれる強きよう烈れつな光だった。その光は虹にじ色いろに輝かがやく光で、幻げん想そう的な美しさを持つ輝きだった。

「あの方角……演説の壇だんがあった場所ですね」

　傍かたわらでつぶやくレニエの声が、ブイにそう教えてくれた。







　戦場の中心部──地面にうずくまるリュリシアは、グレコによって追い詰められていた。

「では悪いのですがお嬢じようさん、死んでもらいます」

　グレコの言葉どおり、このままだとリュリシアは殺されてしまうだろう。

　死ぬわけにはいかない──追い詰められながらもリュリシアは強くそう思った。自分にはまだ使命があるのだ！

　腰こしの剣けんに手を伸ばす──先ほどグレコに砕くだかれたのは、通常の騎き士し剣だ。それとは別の武器がリュリシアにはあった。出発の直前に父親から渡わたされたジュヴレーヌの宝剣、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉。

　だが国宝を実戦で使用するのに、リュリシアには若じやつ干かんのためらいがあった。ジュヴレーヌ王国の開祖が使用したと言われる武器ではあるが、それはもう千年も昔の話だ。リュリシアの知る限り、初代国王の死後は一度も武器として使用されたことがない。丁てい重ちように管理されてきたはずだが、いざ実戦でどの程度使い物になるかはリュリシアにもわからなかった。

「お父様……歴々のご先祖様。どうか、わたくしに力を！」

　だがリュリシアは覚かく悟ごを決め、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を鞘さやから引き抜いた。瞬間──リュリシアを中心に、光が爆ばく発はつした。

「これは──」

〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉の剣身がまばゆい輝きを放っていた。それはまるで地上に降り立った太陽のような輝き。だが不思議と優やさしさを感じさせる光だった。

　リュリシアの手の中で〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉が脈動したかのような錯さつ覚かくを覚えた。いや、実際リュリシアの中に剣から〈魔ス元ク素レ〉が流れ込んでくる。〈魔弾テイリユル〉を使用していないというのに、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉には溢あふれんばかりの〈魔ス元ク素レ〉が蓄たくわえられていたのだ！

「これはまた、厄やつ介かいそうな武器を持ち出されましたね！」

　グレコがうめきながら氷剣を振り上げ、打ち下ろした。瞬間、その剣の先から氷ひよう塊かいが放たれ、リュリシアへ向けて一直線に飛とんできた。
















「ハァッ！」

　リュリシアは、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉でその氷塊を受け止めた──瞬間、シュッと、氷塊が消失した。

「なんと!?」

　さすがのグレコも驚きよう愕がくの声を漏もらす。続いてリュリシアが〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を振ると、たった今消えたはずの氷塊が今度はグレコめがけて発射された。

「わたしの攻こう撃げきを反射しますか!?」

　氷塊を回かい避ひしたグレコが宙を舞う。

「ならばこれなら！」

　グレコの剣の先から突とつ風ぷうが吹き出た。氷混じりの突風は吹雪ふぶきとなって、リュリシアを吞み込もうとする。

　だがリュリシアは慌あわてなかった。初めて使用する武器のはずなのに、なぜか手にとてもなじんだ。この剣をどう使えばいいのか、リュリシアの頭はすでに理解していた。

〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を構えると、その剣身が輝き、グレコの放った吹雪を根こそぎ吸収してしまった。吹雪の消えた空間を、リュリシアは〈皇覇刻オーバー・クロツク〉で進み、グレコに肉にく薄はくする。グレコは氷剣でリュリシアの攻撃を受け止めた。が、その瞬間、グレコの氷剣にヒビが入った。リュリシアが〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を振るうたびに、氷剣の亀き裂れつは広がっていく。

「くっ、なぜこんなに強い!?　明らかに動きが加速している！」

「当然ですわ！　この剣には、ジュヴレーヌという国家が代々受け継ついできた魂たましいが込こめられているのですもの！　その重さ、あなたでは受け止めきれるはずがありませんわ！」

「うぬぼれるな！」

　叫さけぶグレコは片手を振り、両手にそれぞれ一振りずつの氷剣を構えた。

「お嬢さん、あなたが強いわけではない、その武器が強いだけだ！」

「えぇ、わたくしはまだ未熟、それは事実ですわ！」

　グレコが両手の氷剣を連続で叩たたきつけてくる。リュリシアも〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を動かし、その攻撃を必死にしのいだ。攻撃を受け止めるたびに氷の破は片へんが飛び散り、いくつかはリュリシアの肌をかすめ、切り傷を作っていく。

「ですがわたくしは、次代のジュヴレーヌ国王！　わたくしはジュヴレーヌそのもの！」

「なんだと!?」

「歴代の国王と国民が受け継いできたジュヴレーヌという国家の意思と魂、それらを継けい承しようし、現代へと体現させる存在、それこそがわたくしなのですわ！」

　リュリシアの攻撃が、グレコの氷剣の一本を砕いた。

「わたくしという存在は、今こそジュヴレーヌそのものへと昇しよう華かしますわ──あなたが相手をしているのは、未熟な小こ娘むすめではない！　千年の歴史を持つジュヴレーヌ王国そのものですのよ！」

「口が達者なことだ！」

　グレコが吹雪を撒き散らしながら氷剣を腰に構え、リュリシアめがけて突つっ込こんできた。リュリシアは、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を掲かかげるように持ち上げた。瞬間、一ひと際きわまばゆい輝きが戦場へと広がっていく。

「なっ!?　くっ、ぅあっ！」

　光はそのまま物理的な衝しよう撃げきとなって、グレコの体を吹っ飛ばした。

　ピッ、ピッ、バリンッ──氷こおり漬づけになっていたアンジュ。その氷に亀裂が走り、粉々となった。ようやく脱だつ出しゆつできたアンジュは大きく息を吸い込み、酸素を補給。頭がクラクラするが、気合いを入れて持ち直し、自分の主あるじを探した。

「リリィ様、ご無事ですか──この輝きは！」

　壇だん上じように立つリュリシアの持つ〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉が放つ輝きは、戦場全体を包み込むかのようだった。戦場に立つ誰だれもがその輝きに眼めを奪うばわれ、戦場の喧けん噪そうが一時的に静まった。

「お聞きなさい、この地に集つどう全すべての兵士たちよ！」

　リュリシアの声が響ひびく──その声が、戦場全体に届いていた。通常では考えられない現象である。兵士の一人がその輝きを見て、跪ひざまずきながら「奇き跡せきだ」と呟いた。

「恐おそれてはなりません！　魔ま族ぞくの奇き襲しゆうなど、恐るるにたりませんわ！　冷静に対処すればこの程度の奇襲、皆みなさんなら充分に対処できるはずですわ！　各指揮官は現場の把は握あくを！　魔族の居場所をただちに伝達！　近きん隣りん部隊が連れん携けいして魔族を倒たおすのですわ！　皆さん、人類同盟軍の誇ほこりを胸に戦いなさい！」

　そして再び──戦場を、人類の喚かん声せいが包んだ。奇襲によって瓦が解かいしかけた同盟軍が、リュリシアの鼓こ舞ぶによって持ち直したのだった。

「リリィ様!?」

「アンジュ、あなたは無事ですの？」

「はい、問題ありません」

　アンジュはそう答えるが、氷漬けにされた影えい響きようか、手足が若干痺しびれたままだった。だが戦せん闘とうに支障はないとアンジュは自己判断していた。

「ならすぐに指揮系統を再構築なさい！　現在の戦場の状じよう況きようを把握！　残敵を掃そう討とう！　逃にげる敵も追いなさい！　それらが終わったら被ひ害がい状況の報告を。そして今回の奇襲は失敗し、同盟軍が初戦を勝利で飾かざったと喧けん伝でんするのですわ！」

「リリィ、無事かの!?」

　と、リュリシアに駆かけ寄ってくる人物──エルである。皇国のトップであるエルも壇上付近に待機していたはずである。エルは騎き士しではないので戦闘能力はないが、見たところ無事なようである。

「エル。あなたこそ無事でしたのね」

　と、友人を微笑ほほえんで迎むかえるリュリシア。エルはここまで走ってきたのか、ふぅ、と荒い呼吸を繰り返す。

「そなたが無事で安心したぞよ。そなたに万が一のことがあれば、同盟はおしまいじゃ」

「そのときは、エル。あなたがわたくしの遺志を継いでくれると確信していましたもの」

「めったなことを言うでない、冗じよう談だんにしてもたちが悪いわ！」

　怒いかりをあらわにするエル。申し訳ありませんわ、とリュリシアも素す直なおに謝罪した。

「おぉ、そうじゃ。余や他の同盟軍指揮官は無事じゃぞ。それを伝えに来たのじゃ。みなそれぞれ、自国の指揮を執とるために奮ふん闘とうしているはずじゃ」

　しゃべりながら扇おうぎを開き、口元を隠かくすエル。と、そこでリュリシアは気づいた。

「そうですわ、グレコ卿きようはどこへ!?」

　周囲を見回すが、すでにリュリシアの周囲に魔族の姿はなかった。

「リリィ様の攻撃ではじかれた後、そのまま一目散に逃とう走そうする姿が見えました。残念ながら、わたしには追撃するだけの余よ裕ゆうがありませんでした」

　と、アンジュが報告をする──今回奇襲を掛かけてきた魔族の中で、グレコは魔族側の指揮官だったはずだ。逃がしたくはなかったが、アンジュの今の腕うででは、追ってもグレコを倒すことは厳しいだろう。自分の未熟さに歯がみするアンジュ。

「それなら心配はあるまいて」

　扇であおぎながらエルが告げる。

「追っ手ならば余が放っておいたからの──そう、最強の追っ手をな！」




「くっ……ずっとついてきますか」

　奇襲は失敗し、リュリシアを仕留め損そこねた──そう判断したグレコは早々に撤てつ退たいを決意し、戦場を離り脱だつしていた。

　奇襲の失敗は残念ではあるが、同盟軍に一定の打撃を与あたえたことは事実である。奇襲攻撃に参加した魔族は少数であるため、討うち取られても帝てい國こく側の被害は最小限度だ。

　だからグレコは思い切りよく逃げ出した。〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を発動、空中の〈魔ス元ク素レ〉を足場にして、空を文字通り飛ぶようにして戦場からあっという間に逃げていく。

　だが、そのグレコを後方から追撃する気配が一つ。引き離はなせない。

　このままではやがて追いつかれると判断したグレコは足を止め、地上に広がる森の中に着地し、追っ手を待ちかまえた。

「誰かは知りませんが、さっさと片付けさせてもらいますよ」

　つぶやき、手に氷剣を生み出すグレコ。追っ手は足を止めたグレコへと無造作に接近し、やがてグレコと同様、上空からスタリと森の中、グレコの目の前に着地した。

　追ってきたのは小こ柄がらな銀ぎん髪ぱつの少女──剣けん聖せい、ティンである。ティンは、あいかわらず感情のカケラもない無表情でジッと立ちつくしている。不可解なことに、ティンの腰にはあるべきはずの騎士剣がない。ティンは丸腰の状態だった。唯ゆい一いつ右手に金属製の籠こ手てをつけているが、それ以外の武具はなにもなかった。

　そのことを不可解に思いつつも、グレコはにやりと笑った。

「剣聖ティン卿とお見受けします──あなたのことは、我が主から聞いておりますよ。ご存じでしょう？　あなたの姉君に当たるシャルドネ・グラン・フローネ様を」

「ん」

　かすかにうなずくティン。反応が返ってきたことに気をよくするグレコ。

「我が主からあなた様に伝言を頼たのまれています──我ら帝國軍にお加わりください。剣聖様でも満足できるような、破格の厚こう遇ぐうでお迎えする用意がございます」

「いらない」

　表情を変化させないまま、グレコを拒きよ絶ぜつするティン。そうですか、とうなずくグレコ。

「ならば仕方ありませんね──話は変わりますが、見み逃のがしてはいただけませんか？　できればあなた様は殺さないほうが、主の覚えもいいのですよ」

「ダメ」

「どうしても？」

「ダメ」

「絶対に？」

「ダメ」

　表情を変えないまま、ティンが告げる。

「エルを危険な目にあわせた人──絶対赦ゆるさない」

　グレコは、ようやく気づいた──無表情で感情の見えないティン。だが今の彼女は、胸に怒りを秘ひめているのだと。

「そうですか──ならば戦うしかないようですね」

　氷剣を構え直すグレコ。

「実は、一度剣聖様と剣をまじあわせたいと思っていたのですよ」

「ん」

「先代の剣聖であるヴァント卿とは若い頃ころ何度か戦いまして、十一戦五勝五敗一引き分けという結果で、決着がついてなかったのですよ。そのヴァント卿も死んでしまいましたから、あなたにその代役をお願いいたします」

「ムリ」

　ティンは、森の中、直立したまま呟つぶやいた。

「剣をまじあわせるのは、ムリ──あなたじゃ、ティンに触ふれることもできない」

「舐なめられたものですっ！」

　グレコは叫び、自分から仕掛けた。〈皇覇刻オーバー・クロツク〉による加速。空中の〈魔ス元ク素レ〉を足場にし、変則的な軌き道どうでティンへ斬きりかかる。だがティンは、微び動どうだにしない。視線すら動かさず、正面を見たまま突っ立っている。グレコの目の前にはティンの無防備な横顔が見えた。グレコは、このまま終わらせると、手の氷剣を振ふるった──いや、振るおうとした。

　だがその瞬しゆん間かん、氷剣が粉々に砕くだけた。

「えっ!?」

　ティンはなにもしていない──それは間ま違ちがいない。指一本動かしていない。なのに、グレコの氷剣が砕けてしまった。あっと驚きよう愕がくした瞬間、続いてグレコの両りよう腕うでが切断された。手から血が漏もれ出て、力が抜ぬける。グレコはマズイと思って飛び退すさった。でも遅おそかった。その瞬間、両りよう脚あしも斬られた。空中でバランスを崩くずし、地面に倒れるグレコ。

「な、なにが……」

　無表情のまま、倒れたグレコを見るティン。理解できなかった──ティンはなにもしていないし、ティンの周りにはなにもない。それは間違いない。なのに、傷を負ったのは、攻こう撃げきを仕し掛かけたグレコのほうだった。

「いえ、攻撃の瞬間、かすかな殺気が──なるほど。そういうことですか、ティン卿。あなたのその攻撃は……」

「バイバイ」

　グレコのクビが、地面に落ちた。

　クビを失ったグレコの肉体がどうと倒れ、そのまま砂のように崩れて消えた。







　リュリシアが光り輝かがやく剣を振るい、グレコを撃げき退たいする姿を、シュンとソフィーは病室のモニタから見ていた。

　一時は追い詰つめられたかに見えた同盟軍が、リュリシアの鼓舞によって士気を取り戻もどし、奇襲を撃退する様がはっきりとわかった。

「やりましたね、兄さん──兄さん？」

「うん？」

　シュンは、自分が涙なみだを流していることに気づいた。悲しみの涙ではない。輝く剣を振るうリュリシアの姿があまりに美しくて、感動の涙がこぼれたのだ。

「……シャル姉、まだいる？」

『うむ』

　端たん末まつの向こうから、シャルの声が響く。

「見ているよね？　奇襲は失敗したみたいだよ」

『で、あるな。愚おろかなことである』

　シャルが鼻を鳴らす音が聞こえる。

『ここで奴やつらが死んでいれば、戦争は終わり、被害も最小限度で終わったはずだというのにな──奴らは、血で血を洗う悲ひ惨さんな戦争をあくまで望むか』

「シャル姉。人間を愚かだって言うけど、ボクはそうは思わない」

　シュンは、キッパリと告げた。

「人間は魔ま族ぞくより弱いし、寿じゆ命みようだって短いかもしれない。けど、だからこそ生きる喜びに溢あふれた存在なんだよ。それくらいのこと、シャル姉だって気づいているでしょ？」

『だが魔族と人間は相あい容いれぬのだ』

「なんで!?　だって父さんと母さんはお互たがいを愛し合っていたんだよ？　魔族と人間、異なる種族でも愛し合うことができる証しよう拠こが、ボク等なんじゃない！」

『違うな、シュン。汝なんじはなにもわかっておらぬのだ、我らが背負いし宿命を』

「宿命って、なんのこと!?」

『いずれにせよ──汝の寿命が残り少ない事実は変わらん』

　冷れい徹てつにシャルが告げる。

『命の短い汝にできることはない。そのまま眺ながめているがいい、泥どろ沼ぬま化する戦争をな』

　プッ──通信が、とぎれた。

「ソフィー！」

　シュンは、妹の手を取った。

「なんで、ボクはこんなところにいるんだろう！　なんでボクは今、リュリシアさんの近くにいないんだろう！　ボクも、あそこに行って戦いたい……」

「ダメです！」

　シュンの悲痛な叫さけびを、ソフィーは押し止とどめた。

「兄さんはもう、これ以上力を使えないのですよ！　むざむざ死にに行くようなものです！　そんなこと、私が絶対に認めません！」

「わかっている、わかっているよ、ソフィー。ボクだって死にたくない。生きたいよ。けどやっぱり今すぐ飛び出したいとも思っているんだ。ボクは、どうすればいいのさ？」

　その質問の答えを、ソフィーは言ってくれなかった。結局その答えは自分で見つけるしかないのだと、シュンは改めて思い知らされた気分だった。







「衛生兵、衛生兵はいないんですか!?」

　ブイの声が響ひびく──場所は、つい先ほどまで戦せん闘とうの続いていた丘きゆう陵りよう地帯である。すでに戦闘は終しゆう了りようし、全すべての魔族が倒された。

　生き残った騎き士したちは味方をまとめ上げつつ、被ひ害がい状じよう況きようを報告しろということだった。どうやら同盟軍上層部は、今回の奇き襲しゆうを同盟軍の勝利として扱あつかうつもりのようだった──実際奇襲した魔族の大半を殲滅したため、勝利というのは間違いではない。

　だが魔族の奇襲により、味方にかなりの被害が出ていた。特に、至し近きん距きよ離りから襲おそわれた一いつ般ぱん兵士たちの被害は甚じん大だいだ。ブイの部下も全滅した──が、数に限りがある騎士と比べ、一般兵士の補ほ充じゆうは簡単だ。戦場の主力はあくまで騎士。騎士の実力を最大限生かすための補ほ佐さとして兵士は連れてこられているだけであり、一般兵士は戦場の雑用係だ。上層部は兵士の損害を軽視し、初戦を勝利で飾かざったことを宣伝するつもりらしい。

　まぁ、そんな上層部の思おも惑わくなど、下したっ端ぱのブイにはどうでもいいことだ。目下の目的は、衛生兵か、医者を探すことである。

「あぁ、どうしたんだ、新兵？」

　と、年配の騎士に声を掛かけられるブイ。見れば、相手は赤い十字マークの入った腕わん章しようをつけていた。この人が衛生兵かと、ブイは駆かけ寄った。

「たいへんなんです、重傷なんですよ！」

「あぁん？」

　じろじろ、ブイの全身を見る騎士。ブイが元気そうなことを確かく認にんすると、鼻を鳴らした。

「新兵。お前なんぞよりよっぽど重傷のやつが何人もいるんだ。お前くらい元気があれば問題ねーよ。消毒薬やるから自分で治ち療りようしろ」

　にべもない言葉。が、ブイは必死に縋すがり付いた。

「オレじゃないんすよ！　オレの上司がめっちゃ重傷で、助けてくださ……」

「ブイ卿きよう、けっこうです」

　ブイの肩かたを背後から叩たたく人物──レニエである。血まみれの制服で、右手は半ばで失われた状態のレニエは、一目見て重傷とわかる。衛生兵らしき相手も、ウッとうめいた。

「失礼しました。こちらへどうぞ。すぐに治療を……」

「いりません──治療は自力でできますから、消毒薬だけください」

　と、レニエは相手から薬くすり瓶びんを受け取ると、勝手にすたすたと立ち去っていった。あっけにとられている衛生兵。ブイは、あわててレニエの跡あとを追った。

「レニエ卿！　なんで治療受けないんすか、重傷じゃないですか！」

「ぼくよりもっと急を要する患かん者じやはたくさんいますから。ブイ卿。あなたも一度医師に診しん断だんしてもらってきなさい。上への報告は、ぼくがやっておきますから」

　こんなときでもレニエの整った顔は余よ裕ゆうたっぷりなままだった。

「行かないのですか？」

「……レニエ卿を放ほうっておけませんよ。だって……」

「あぁ、もしかしたら、あなたは勘かん違ちがいをしているのかもしれませんね」

　レニエはそう呟くと、片手で手招きをした。

「ついてきてください。ぼくの治療をあなたに手伝ってもらうことにします」

「え？　オレが？」

「騎士学園で、救急手当ては学んだはずですね。新米でもそれくらいはできるでしょう」

「えぇ、まぁ……」

　勝手にすたすたと歩いていくレニエ。怪け我が人とは思えない足の速さで、ブイは早足で進まねばならなかった。疲つかれているせいか、脚あしを動かすのが辛つらい。

　レニエはやがて、灰色の天幕が無数に並んだ場所へとやってきた。

「上級騎士用の天幕です」

　と、説明するレニエ。レニエはその区画を進んでいく。すれ違う者たちがレニエの姿を見てみな驚おどろいている。だがレニエはそんな周りの奇き異いな視線など気にもとめず、顔見知りらしき騎士に会え釈しやくをしながら進み、やがて一つの天幕の入り口を開いた。

「ここです、来てください、ブイ卿」

　上級騎士用の天幕は、思っていたより大きかった。大人数人がゆったりくつろげる広さだ。中に入るとレニエはスイッチを入れ、魔導灯をつけた。中が明るくなると、数個のベッドと棚たなが設置されているのが見えるようになった。

「ここで応急手当てをしますから、手伝ってください」

「え？　こんなところで!?」

「あなたは棚の二段目に置いてある鞄かばんをとってください。その鞄を開けて、中身をこちらへ持ってきてください」

　言いながら、レニエは汚よごれてボロボロの制服を脱ぬぎだした。左手しか使えない状態なのに、器用に一人で脱いでいく。ブイは言われた通り、鞄を取り出した。一ひと抱かかえはある大きな鞄だ──が、持ち上げた瞬間ブイは眉まゆをひそめた。かなり重い。騎士剣けんなどよりはるかに重量がある。いったいなにが入っているのだろう？

　ブイは鞄を下に置き。ファスナーを開けた。鞄の中一いつ杯ぱいに、黒い大きな箱が入っている。

「その箱も開けてください」

　言われるまま箱の留め金を外して開ける──その中におさめられていたものを見て、ブイは息を吞んだ──入っていたのは、人間の腕うでだ。

「理解できましたか、ぼくの言っていた意味が」

　レニエがブイを見る──箱の中に入っていたのは、右腕だった。ただし、機械仕掛けの。

「ぼくの右腕は義手です」

　制服を脱いだレニエ。その右みぎ肩かたは、機械だった。肩から先が機械の腕になっており、それが途と中ちゆうでちぎれ、切断面から機械部品が飛び出ていた。ポタポタとこぼれる鉄くさい赤い液体は、なにかのオイルだろうか？

「だから言ったでしょう、ぼくはかすり傷です──右腕を交こう換かんしますから、それを持ってきて手伝ってください。一人だとやりにくいんですよ」

「はい……って、えぇぇぇぇぇぇぇ!!」

「どうしたんですか、ブイ卿。狭せまい天幕で大声を出さないでください」

　顔をしかめるレニエ──が、ブイは驚きを隠かくせなかった。

　なぜなら、制服を脱いで肌はだ着ぎ姿となったレニエの胸は明らかにふくらんで、肌着を持ち上げていたからだ。

「レニエ卿って女だったんすか!?」

「失敬ですね、あなたは」

　不ふ愉ゆ快かいそうな顔になるレニエ。

「ぼくをなんだと思っていたのですか」

「だって……」

　確かに男にしてはすさまじいレベルの美形だとは思っていたが……

「だって、レニエ卿、オレより背が高いし、自分のことをぼくなんて言って……そもそもレニエ卿、駅で女の人をナンパしてたじゃないですか！」

「背が高くて胸もなくて女に見えなくてすみませんね」

　レニエが憮ぶ然ぜんとつぶやく。

「この際だから説明しますが、こんな見た目のせいか、昔から女の子にモテたんですよ」

　確かに、女子はこういうタイプの美形が好きそうだな、とブイも納なつ得とくした。

「同性愛の趣しゆ味みはありませんが、相手が同性であっても好意を向けてもらえるのは嬉うれしいです。自分をぼくと呼ぶのは、そのほうが女の子たちが喜んでくれるからです」

　よく考えると、ブイはこの上司のことをなにも知らない。いけ好かない相手だからこれまで知ろうとも思わなかったが、まさか性別すら知らなかったとは、自分でも驚きだった。

「もうこれくらいでいいでしょう。いいかげん手伝ってください。片手が使えないのは不便なんです」

「了りよう解かいっす──けどこれ、どうすればいいんですか？」

「義手は肩の関節で取り外しができます。壊こわれた今の残ざん骸がいを外して、そちらの予備をハメ直すだけです」

　思っていたより簡単に交換できるんだな、とブイは感じた。なるほど、片腕を失ってもレニエが平然としていたわけだ。

　レニエが肩の機械を操作すると、ボルトらしきものが回転して外れ、蒸気が噴ふき出た。

「これで外れます。悪いのですが、引っ張ってください」

　言われるまま、半ばでちぎれた義手をつかみ、引っ張る──が、びくともしなかった。

「外れませんよ」

「かなり固いんです。簡単に外れるようでは、騎士の戦闘には使えませんから──かまいません、どうせもう壊れています。力ちから一いつ杯ぱい引っ張ってください」

「わかりました」

　義手を両手でつかみ、満身の力で引っ張るブイ。

「んぅっ！」

「えっ」

「……手を休めないでください、ブイ卿」

「あ、すいません。行きます」

「んぅぅぅぅんっ！　んぅっ、あっ、あっ！」

　バキンッ

「外れました」

「はぁ……ありが、とう……はぁ、はぁ」

　ただ義手を外しただけなのに、レニエの顔は紅潮して、吐と息いきが熱くなっていた──その姿が妙みようにエロいとブイは感じた。

「では、予備の義手をとってください。それも、突とつ起きを肩の穴に入れて、力一杯押し込めば入りますからお願いします」

「了解です」

「あっ、違います。その穴ではありません。もっと上です」

「はい……上う手まく入らない……」

「貸してみなさい、こちらの穴です」

　レニエが左手で、義手の先をあるべき場所へと導いてくれた。

「じゃ、入れますよ」

「えぇ。こちらもかなり固いですから、力一杯お願いします」

「いいんですか？」

「そう簡単には壊れませんよ。かまいません」

「はい」

　ブイは気合いを入れ、指示通り、両手で力一杯義手を押し込んだ。

「んぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ、んっ！　んっ！　いっ、いっっ、いっつ！　あぅ！　あぁぁぁんっ！　ひっ、ひっっ、ひぅんっ！」

　レニエがベッドに座ったまま悲鳴を上げる。機械の部品のはずなのに痛覚があるのだろうか？　いつもは取り澄すました表情を赤く染め、苦く悶もんに歪めながらあえぎ声を漏もらす。

「レニエ卿、まだ入らないんですか!?」

「も、もっと──もっと強く、力一杯してください！」

「はいっ！」

　ブイはさらに腕に力を込こめた。

「んぅぅぅぅぅぅぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　いっ、いっっぅ、いっっっうんっ!!」

　一ひと際きわ大きな悲鳴を上げ、顔中に汗あせを浮うかべたレニエがブイの顔に手の平を向けた。

「はぁ、はぁ……けっこうです、入りました」

　その言葉通り、レニエの義手がすでに彼女の右腕として動いていた。

「ありがとうございます、助かりました。正直一人だと、上手くできないのです」

　だろうな、とブイは思った。

「えっと……機械の義手なのに、痛みがあるんですか？」

「肩の神経と直接つなげているんです」

　義手を動かしながらレニエが説明する。

「生身の腕と同じ感覚で動かせますが、そのかわり着ちやく脱だつ時が苦痛です」

「えっと……今の技術なら、片腕がなくなっても再生治ち療りようで再生できたはずですよね？　なんでそうしないんですか？」

「生身の腕より義手のほうが強いからです」

　レニエの義手が、先ほど外した義手の残骸を持ち上げる──そのまま機械仕じ掛かけの指は、グシャリと残骸を飴あめ細ざい工くのように握にぎりつぶしてしまった。すごい力だ。

「この腕には最新の技術がつまってます。ミリオン社という海外メーカーの製品ですが、素晴らしい性能です。力もすごいですが、何より耐たい久きゆう性せいがあります。雨に濡ぬれようと、海で泳ごうと、砂さ漠ばくで転がろうと、簡単なメンテナンスさえ忘れなければずっと動き続けます。その代わり高いですよ。新米騎き士しであるあなたの給料が五年分は吹っ飛びます」

「げっ!?」

　そんな高価な品を、この上司は予備まで持っていたのか……

「治療を続けましょう。ブイ卿きよう。ここまでつきあってくれたついでです。傷に消毒薬を塗ぬってもらえませんか。よく見えないので」

「あ、はい」

　肌着姿のレニエは、美しい白い肌はだを大だい胆たんに露ろ出しゆつさせていた。その脇わき腹ばらから背中にかけて、傷が刻まれ、どす黒い血で汚れていた。

「けっこう深くないですか？」

「かすり傷です。こんな傷、今まで数え切れないくらい受けてきました」

「そうっすか……」

　先ほどもらった消毒薬を脱だつ脂し綿めんにふくませ、傷口に塗る。んっ、と、レニエが艶つやっぽい吐息をこぼしたが、義手のときほど大きな声ではない。

「あの……聞いてもいいですか、レニエ卿」

「この際です、なんでも聞きなさい」

「なんで、義手なんですか？　やっぱり何かの事故で？」

「事故というより、任務中に失いました──魔ま獣じゆうに喰くわれて」

「魔獣が!?」

　魔獣の駆く除じよは騎士の重要な任務である。

「ぼくは極東方面軍の所属でしたので」

　その軍団の名は、ブイも知っていた。ジュヴレーヌの東には大型魔獣が多数生息する広大な森があるのだ。極東方面軍はその森の魔獣を監かん視しし、森から出た魔獣を駆除するための軍団なのだ。

　そして、魔獣との戦いを日々続ける極東方面軍は、三十年も対外戦争をしていないジュヴレーヌ王国の中で唯ゆい一いつ実戦経験豊富な集団として有名だった。

「ぼくも若い頃ころは功名心にはやったものです──ぼくの実家は貧しい田舎いなかの農家でして、学園を卒業後、真っ先に配属されたのが極東方面軍でした。魔獣との危険な実戦が続くその軍団は、同期の間では外れと言われていましたが、ぼくはそうは思わなかった。実戦があるということは、手て柄がらを立てるチャンスも多いということ。田舎でぼくを応おう援えんしている家族のためにも出世してやろうと、毎日森に遠えん征せいに出かけて魔獣を始末しました──腕うでには自信があったので、うぬぼれたのですね。ある日、超ちよう大型魔獣と遭そう遇ぐうして片腕を失う大ケガをしました。同どう僚りようが救きゆう援えんに駆かけつけてくれなければ、ぼくはあそこで死んでいたはずです。生き残ったぼくは、それまでの功績が認められて上級騎士に昇しよう進しんしました」

　思っていたよりも壮そう絶ぜつな人生だった──というか、レニエの外見からして絶対どこかの貴族の子し弟ていだとブイは思いこんでいた。レニエは貴族どころか、ブイと似た境きよう遇ぐうの人だった。ブイは、本当にレニエのことをなにも理解していなかったのだ……

　ただ、なぜかブイは顔が熱くなるのを感じた──美人で、頭がよくて、強くて、おまけに努力家で、家族思いで……なんだ、この上司。ますます完かん璧ぺき人間ではないか。けど、以前ほど遠い存在だとは思えない。むしろ、もっと身近に感じるというか……

「だからブイ卿。あなたには注意して欲しいのですよ。あなたは、昔のぼくに似ているせいか、どうにも目が離はなせない。まったく、手間のかかる新米ですよ」

　苦く笑しようするレニエ。これまでのブイなら、またイヤミか、と辟へき易えきしていた。だが、そうやってブイのことを気き遣づかってくれるレニエのことが、今はとても魅み力りよく的に見えて……

「レニエ卿!?」

「なんですか」

「好きです！　惚ほれました！　つきあってください！」

　叫さけび、頭を下げるブイ。勢いに任せての告白、だが、後こう悔かいはしていない。レニエを魅力的だと思った瞬しゆん間かん、この人のことが好きだと自覚したのは事実だ。

「ブイ卿。どういう意味ですか？」

「言葉通りの意味です！　レニエ卿のことが好きになりました！」

　レニエの整った顔に変化はほとんどなかった。あるいは、これほどの美女ならば、告白されるのに慣れているのかもしれない。

「ブイ卿──どうやらぼくは、必要以上にあなたと親しくしすぎたようです。失礼しました。勘かん違ちがいさせたのなら、謝罪しましょう。あなたはぼくの部下で、ぼくはその上司──お互たがいの関係は、それ以上変化しません」

「部下が上司のことを好きになったらダメなんですか!?」

「規則違い反はんではありませんが、好ましい状じよう況きようではありません。任務に支障が出ます」

　どこまでも冷たく、実務的なレニエの返事。

「状況を考えなさい。帝てい國こくと開戦した重要な局面、あなたは新米の身分でなにを腑ふ抜ぬけたことを言っているんですか」

「なら、何年騎士を務めたら恋れん愛あいの許可が出るんですか！　人を好きになるのに新米かどうかは関係ないと思います！」

「時期も状況も悪いと言っているのです。そんなこともわからないのですか？」

「つまり、時期と状況さえよければつきあってくれるってことですね!?」

「それはまた別問題です。少なくとも、ぼくはあなたを部下として以上に見るつもりはありません。そもそもこんな状況で、非常識でしょう、はっきり言って迷めい惑わくです」

「でもレニエ卿、好意を向けられたら同性相手でも嬉うれしいってさっき言いましたよね！　なら異性のオレが好きだって言うのも嬉しいはずですよね！」

「それは……」

　初めてレニエが言葉につまった。ブイは、覚かく悟ごを決めた。

「自分は本気です！　不ふ謹きん慎しんかもしれないけど、これから戦争なら、自分はいつ死ぬかもわかりません。なら、生きているうちに告白しないといけないと思って告白しました！　レニエ卿に惚れました！　この気持ち、一生変わりません！　好きです！」

　告白を続けながら、レニエの左手をつかみ、抱だき寄せ、腰こしに手を回した。密着して、初めて気づく。こうやってみるとやはり女性。背は高いけど、腰こし回まわりが驚おどろくほど細かった。年上の上司から、かすかに甘い香かおりがただよってくる。

「レニエ卿、愛してます！」

　レニエの返事は──鉄てつ拳けんだった。

　ドゴッ

「ぶばっ!?」

　文字通りの鉄拳、金属で作られたレニエの右拳こぶしが、ブイの顔を捉とらえた。衝しよう撃げきにブイは吹ふっ飛とばされ、天幕の中のベッドに倒たおれ込んでしまった。

「少し頭を冷やしなさい、ブイ卿」

「いてっ！」

　さらになにかを投げつけるレニエ。固いものがブイの額に当たって、一瞬視界に火花が飛び散った。

「繰くり返しますが、ぼくはあなたのことを好きともなんとも思っていませんし、あなたの好意にこたえるつもりもありません──頭が冷えたらすぐぼくのところに来なさい。新米のあなたでもできる仕事はいくらだってあります」

　と、どこまでも事務的に正論を唱え、レニエは新しい制服を棚たなから取り出すと、それを肩かたに羽織り、天幕から出て行った。

　ベッドに転がったブイは、レニエに殴なぐられた衝撃でまだ視界が定まらなかった。だが、その顔はなぜか嬉しそうだった。

「心底惚れた……あの人こそオレの理想の人だ！」

　ベッドの上で体を起こすと、片手に何かが当たった。

「なんだ？」

　それは先ほどブイの額に激げき突とつした物体である。なにかと思ったら、それは使いかけの、消毒薬のビンだった。

「レニエ卿……オレの傷を気遣ってくれたんすね!?　これは脈ありだな！」

　ブイは、親友であるシュンと同様、どこまでも前向きだった。

「絶対振ふり向かせてみせますからね、レニエ卿！」








第三章　決戦と終しゆう焉えんと宿命









　帝國と、それに対たい抗こうする反帝國大同盟。バーガント大陸を二分する二つの勢力が激突を開始して、一ひと月つきが過ぎようとしていた。

　最初の帝國の奇き襲しゆう攻こう撃げきをしのいだ同盟軍はその勢いのまま、攻勢に出た。

　モレサンド合衆国を足がかりに、帝國の支配下にある大陸中央部へと侵しん攻こうしたのだ。

　中央部を舞ぶ台たいとした緒しよ戦せんにおいて、同盟軍は快かい進しん撃げきを続け、瞬またたく間に戦線を西へと押し込んでいった。そもそも大陸中央部は、帝國が占せん拠きよしてまもない土地である。当然帝國側の備えも充じゆう分ぶんではなく、士気の高い同盟軍優位の展開が続いていった。







「第十七混成軍より勝利の報告！　目標のタスクを占拠いたしました！」

「エシュヌでの戦線は一進一退の攻防が続いています！」

「ゴドー占拠軍、第三波、まもなく出撃します！」

　モレサンド合衆国──前線からほど近いこの場所に、同盟軍の司令部が設置されていた。そしてこの司令部には、前線からあらゆる情報が報告されていた。

　席についているのはリュリシアをはじめとする同盟軍の将軍たち、上級将校である。

「各部隊、奮ふん闘とうしているようですな」

「今のところ順当な勝利報告が続いています。この勢いを続けたいところですな」

「特にシャンミュニ皇国は素す晴ばらしい。鬼き神しんのごとき勢いで、進軍を続けていますな」

「ふふん、それほどでもないのじゃ。ただ、余の片かた腕うで、剣けん聖せいティンさえおれば、我が軍が負けることなどないじゃろうな」

「これは頼たのもしい」

　と、司令部内でも、若じやつ干かん浮うわついた空気が流れていた。実際最初の奇き襲しゆうこそ危険だったものの、その後の戦いは順当だ。指揮官たちが気をよくするのも、当然の流れといえた。

「……………………」

　だが一人、もっとも奥の席に座るリュリシアだけは浮うかない顔をしていた。彼女は手に最新型の大型魔ま導どう端たん末まつを持っていた。前線から送られてくる様々な情報は、そちらにまとめられていた。数分ごとに更こう新しんされる情報を、リュリシアはほとんど瞬きすらしない状態でひたすら注視していた。

「リュリシア王女殿でん下か。少し根こんをつめすぎではありませんかな？」

　と、将軍の一人がおずおずといった様子で声を掛かける。

「リュリシア王女殿下はここのところ、睡すい眠みん時間を削けずってまで指揮をとっておられる。もう少しお休みください。殿下のいない間くらい、我々だけでも同盟軍の指揮はとれますぞ」

　もっともな意見である。リュリシアは短くありがとうとつぶやき、顔を上げた。

「嬉しい申し出ですけれど、ゆっくり休んでなどいられませんわ。今こうしている間も前線で命を散らす兵士たちがいることを考えると」

「それはもっともですが、万が一王女殿下が倒れられれば、そのときこそ……」

「第二混成軍、南東方面への進軍を遅おくらせるよう指示を出すのですわ。今すぐに」

　リュリシアは視線も上げないまま、将軍の言葉を遮さえぎって指示を出す。

「第二混成軍は、現在のところ順調に勝ち進んでいますな。被ひ害がいは少なく、補給線も問題なく機能している。歩みを遅らせては、兵士の士気に影えい響きようしかねませんぞ」

「ここはバーガント西部ですのよ。東部の感覚で物事を考えてはなりませんわ。まもなくこの地域では雪が観測されるはずですわよ」

　季節はすでに冬へと移行しようとしていた。

「気象士の予測では、積雪の確率は一割ほどですな」

「局所的な積雪の確率は四割もありますわよ。無視していい数字ではありませんわ。ここで雪が降れば、補給線に遅ち延えんが発生しますわ。前線を進めすぎれば、そこだけ孤こ立りつしかねませんわよ。他の軍団と足並みをそろえて進軍させるようになさい。同時に、全部隊への寒冷地用装備の配給を急がせなさい。指揮官には寒冷地用マニュアルの配付も。マニュアルの全言語への翻ほん訳やく作業はすでに終わっていますわ」

　リュリシアの指示はもっともだったので、それ以上の反論はないまま周囲の指揮官たちも動き出した。

「リリィ、そなたもたいへんじゃのぉ」

　と、リュリシアの傍かたわらにエルが移動し、小声で話しかける。

「そなたの役目が重要なのは確かじゃが、そなた一人がそこまで気張らずとも、余たちで分担しながら動くのが最善じゃぞ？」

「ご心配なく、自分の体調は管理していますわ」

　まぶたを閉じたまま答えるリュリシア。

「なぜ眼を瞑つぶるのじゃ？」

「失礼。瞬きをしない時間が長いもので、合間合間に眼めを休めないといけませんの──アンジュ。点眼を」

「はい、リリィ様」

　アンジュがすでに用意してあった目薬を持って立つ。リュリシアが顔を上にむけると、アンジュは手慣れた様子で目薬をさした。エルは、よくやるのぉ、と呆あきれ半分感かん嘆たん半分のため息をついた。

「もっと余たちに仕事を振るのじゃ、リリィ。このままではそなた、本気でいつか倒れるぞ。そうなれば、この司令部が本気で回らなくなるのじゃ」

　エルが先ほどよりも心配を色いろ濃こくしてリュリシアを説得した。

　実際リュリシアの才能は素晴らしいと、誰だれもが評価していた。

　魔族の奇襲のときも、堂々とした態度で八大英雄に対処し、神がかった働きで兵士を鼓こ舞ぶして魔族を撃げき退たいした。神こう々ごうしいリュリシアの姿を見て、ジュヴレーヌのみならず、全同盟軍兵士の士気が鰻うなぎ登のぼりに高まったのは事実だった。

　その後、さすがにリュリシアが直接剣を抜ぬいて戦うような場面は訪おとずれていない。だが指揮官としてもリュリシアは非ひ凡ぼんな才能を発揮していた。とてもこの間まで学生だったとは思えないほどの才覚で送られてくる情報を吸収し、的確な指示を出していた。今では、司令部内の指揮官全員が、リュリシアの意見に耳を傾かたむけていた。

　誰もがリュリシアを賞賛していた。さすがバーガント随ずい一いちの大国、ジュヴレーヌ王国だと。だが、この中で一番リュリシアとつきあいの長いエルは気づいていた。リュリシアは確かに才能のある少女だが、毎日こんなに根をつめてはいつか必ず破は綻たんすると。

「のぅ、従者の、アンジュ卿きようじゃったか？」

「はい、覚えておいででしたか、エルミタージュ陛下」

「当然じゃ。そなたにも先日は世話になったからのぉ」

　エルは、扇おうぎの先でアンジュを指した。

「そなたからもリリィに言ってやるのじゃ。少しは休めとな」

「皇こう帝てい陛下、申し訳ありません。すでに何度もわたしからは申し上げております」

　すまなそうに、アンジュは頭を下げた。

「アンジュには、わたくしのスケジュール管理を任せていますわ。今はとにかく休んではいられませんのよ──一刻も早くこの戦争を終わらせるためには、同盟軍優位のうちに講和を結ばねばなりませんの」

　リュリシアは理解していた。

　確かに初戦から同盟軍は快進撃を続けている。それは喜ばしいことだ。だがバーガントは広い。大陸中央部から、帝てい國こくの本ほん拠きよ地ちがある北ほく端たんまでは遠い。まもなく真冬に突とつ入にゆうすれば、北部は雪に閉ざされ、まともな戦せん闘とうが困難となる。帝國もそれがあるから、あえて攻勢に出ず、後退を続けているのかもしれない。このままではずるずると逃にげられ、慣れぬ西部への遠えん征せいと冬の厳しい寒さで同盟軍は消しよう耗もうを強しいられる。そうなれば、もはや戦争は泥どろ沼ぬま化せざるをえなくなる。

「戦術的勝利をいくら重ねたところで、必ずしも戦略的勝利にはつながりませんわ──この戦争が泥沼化する前に、落としどころをどこかに見つけないといけませんわ」

「難しいじゃろうな」

　細い腕うでを組んでエルはうめいた。

「敵の指揮官──〈魔王コシユマル〉を名乗るシャルドネという女の存在が痛い。新聞や報道は、三十年前の戦争の再来だと一いつ斉せいに騒さわぎ立てておるわ。魔族の恐きよう怖ふはまだ忘れられてはおらぬからのぉ」

　リュリシアもエルも、三十年前の戦争のときには生まれてすらいなかった。それでも繰くり返し魔族の脅きよう威いについては教えられてきたのである。

「魔族は倒たおすべき敵──そんな相手と和わ睦ぼくを結ぶなど、世論が認めまいて」

「それでも、どこかで和睦を結ばねば、この戦争は永遠に続きますわよ」

「厭えん戦せん気分が高まればまた違ちがうじゃろうが、今は余たちが勝っておるしのぉ。帝國側は、あいかわらずこちらの呼びかけにも答えようとせぬ。交こう渉しようのテーブルにつくことすらできぬ状態じゃ」

「だからですわ……この戦争を早期に決着する方法は、一つしかありませんの」

「なんじゃ？」

「〈魔王コシユマル〉を倒すことですわ」

　キッパリと、リュリシアが告げる。

「〈魔王コシユマル〉は魔族の象しよう徴ちようであり、全すべての元げん凶きよう──バーガントに住む者は誰もがそう教えられてきたはずですわ。三十年前の戦争でも、〈魔王コシユマル〉は神かみ懸がかり的強さで自ら前線に立ち、人類を蹴け散ちらしたと言われていますわ」

　それはエルも知っていた。有名なゴドー・ルーの聖戦では、〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉が相打ちになったと、半ば伝説となって語られているほどだ。

「あのシャルドネという人物が自ら〈魔王コシユマル〉を名乗る以上、このまま連敗が続けば、必ず自ら出撃するはずですわ」

「そうかの？　指揮官が前線に出るなど、悪手もいいところじゃ。あの女が三十年前の〈魔王コシユマル〉と同じことをするとは限らんじゃろ？」

「いいえ、しますわ。必ず──なぜならば、彼女は正当な〈魔王コシユマル〉の後こう継けい者しやですもの」

「あぁ、なるほどのぉ」

　エルも、合が点てんがいったとうなずき、周囲を確かく認にんした。他の指揮官が誰も自分たちの会話に聞き耳を立てていないことを確認すると、声を潜ひそめた。

「ティンから聞いておるわ。彼女も、例の姉妹きようだいなのじゃな」

　シュンとその姉妹たちが〈魔王コシユマル〉の血をひく子供たちであることを、リュリシアとアンジュ、エルの三人はすでに知っていた。

「あの姉妹はつくづく優ゆう秀しゆうなのじゃな……魔族はみんなあぁなのかの？」

「わかりませんわ。ただ、あの人たちは、魔族と比ひ較かくしても特別な存在の気がしますけど……ともかく、彼女が〈魔王コシユマル〉の後継者を名乗るなら、必ず前線に姿を現すはずですわ。それを倒すことさえできれば、道が開けるはずですわ」

「できるかのぉ」

「やらねばなりませんわ。それがわたくしの使命ですもの」

　いつになく意気込むリュリシアを見て、エルは、リュリシアはムリをしているのではなく、自ら変わろうとしているのだと気づいた。

「リリィ。しかしそなた大だい丈じよう夫ぶかの、こんな場所にいて」

「どういうことですの？」

「そなたも即そく位いが近いじゃろう？　なのに王女であるそなたが長期間母国を離はなれるのは、まずくないかの？」

「即位は戦争が終わってからですわ。ご心配なく。本国のことはエフィ卿──信しん頼らいできる優秀な部下に任せていますわ。彼女の采さい配はいで後方から物資が順当に送られていますのよ」

「補給線は重要じゃな」

　ふむ、とエルはうなずいた。戦争が終わったらリュリシアは即位するらしい。たぶんそうだろうとは思っていたが、本人からの言げん質ちが取れた。リュリシアが即位したときの贈おくり物を早めに考えておいたほうがいいかの、と内心で考えるエルには、まだ余よ裕ゆうがあった。

　じゃが──エルには気がかりもあった。

　この戦争に勝利すれば、リュリシアは英えい雄ゆうとして母国に凱がい旋せんし、国民の祝福の中、新女王として即位することができるだろう。だが万が一にも敗北するようなことがあれば……

　最悪の事態を考えると気が重くなるが、国のトップに立つ者は常にそういったことを想定せねばならないと、エルは自覚していた。







　バーガント西部、元ラランド共和国領土、平原──そこは現在帝國によって占せん拠きよされた場所である。一週間前から、この土地にも同盟軍の主力が侵しん攻こうを開始し、占拠していた帝國軍との戦いが始まっていた。

「魔ま族ぞくめ！　バーガントから出て行け！」「この大陸は我々のものだ！」「同盟軍万ばん歳ざい！」

　同盟側の士気は高く、口々に叫さけびながら進軍していく。主力である騎士が武器を構えながら一斉に突とつ撃げきし、敵を撃破していく様は、実に頼たのもしかった。

「帝國軍の連れん携けいがとれていませんね」

　と、戦場を見て呟つぶやくのはジュヴレーヌの上級騎士、レニエだった。怜れい悧りな美び貌ぼうの彼女は、冷静に戦場の推移を分ぶん析せきしていた。

「魔族は個人の戦闘力が高い分、バラバラに動いてくる。そこがねらい目ですね」

　現在の彼女は周辺に展開する部隊の指揮官だった。実戦経験の豊富さを評価されての配属である。

「レニエ卿！　第二陣じんの超ちよう高速突撃により、敵魔族二名を撃破！　しかし味方の騎士も三名が負傷、戦闘続行不可能です！」

「下がらせなさい。ただちに次の騎士と交代。敵を休ませず、波状攻撃を仕し掛かけます。第三陣突撃。十秒後、第四陣突撃！　敵主力を引きずり出すのです」

「レニエ卿、オレはどうすればいいんですか!?」

「騒そう々ぞうしいですね、ブイ卿」

　冷静な美貌がわずかに歪ゆがんだ。レニエは背後で騒ぎ立てる厄やつ介かいな部下を一いち瞥べつした。

「あなたの出番はまだです。待機していなさい」

「そう言ってオレ、全然出撃してないんですよ！　なんで出してくれないんですか！」

「出撃しなければ死ぬ可能性は低い。普ふ通つう兵士はそれで喜ぶのですが、あなたはなぜ不満なのですか」

「戦場で手て柄がらを立てて、レニエ卿にふさわしい騎士になりたいからです！」

　堂々と言い放つブイ。レニエは呆れてイヤミを言う気にもなれなかった。

「常識をわきまえなさい、ブイ卿」

「オレを出してくれないのは、オレが手柄を立てたら困るからですか！」

「違います。新米を投入するタイミングは難しいのです」

「それだけオレのことを心配してくれているんですね!?」

「心配ですよ。あなたのつまらないミスで味方が大勢死ぬことだってあるのですから」

　と、そんな会話を部隊の仲間たちは聞きながらウワサしていた。

「またやってるよ、あの二人」「よくもまぁあきずに……仲がいいねぇ」「いや、あの小こ僧ぞう、ブイ卿が一方的に片思いしてるだけだろ。実際レニエ卿は、まともに相手をしていない」「心底嫌きらいならもっと拒きよ絶ぜつしてるだろ？」「なら多少は脈があるのか」「クソ、俺も女が欲ほしぃぃぃぃぃ!!」「ま、小僧がフラれるほうにオレは賭かけてるけどな」「おれもだ」「俺も」「全員同じじゃ賭けが成立してねぇじゃねぇか」「俺は成功するほうに賭けたぞ」「すげぇな！　成功すると思ったのか!?」「全く思ってねぇ！」「ならなんで成功に賭けた！」「俺が賭かけに勝つとき──それは小僧があの美女とつきあうときだ！　あんな小僧が、あんな美女と！　悔くやしいだろ!?　悔しくないはずがないよな！　それでもしフラれるほうに賭けたら、万が一負けたとき、小僧がいい目にあってただでさえ悔しいのに、さらに負けた金まで払はらわないといけないんだぞ！　そんなの最悪だろう！　だから俺は成功するほうに賭けた。けど心では、小僧フラれろ、と思ってる」「お前、頭いいように見えて実はバカだよな……」「女が欲しぃぃぃぃぃぃ!!」

「そこ！　なにを話しているのです！」

　指揮官であるレニエに睨にらまれ、同どう僚りようの騎士たちは一斉に口をつぐんだ。

「オシャベリをする余裕があるとは頼もしいですね──五秒後に第五波、全員突撃！　準備しなさい！」

「おい、怒おこられたぞ！」「バカ、当たり前だ」「くそ、お前のせいだ」「いや、お前が悪い！」

「強しいていうなら小僧が悪い！」「そうだ、戦場で見せつけやがって！」「イチャイチャしやがって、うらやましいんだよ！」「この悔しさを敵にぶつけろ！」「そうだ、魔族死ね！」「魔族を殺せ！」「皆みな殺ごろしだ！」「魔族死すべし！」「小僧死すべし！」「誰だれだ、味方を殺そうとしてる奴やつは!?」「殺すのは魔族だ！」「女が欲しぃぃぃぃぃぃぃ!!」「最後のバカをいい加減黙だまらせろ！」

　レニエが指揮する部隊はある意味士気が高く、渡わたり歩いた各戦場で勝利を重ねていた。

「……ぼくの部下にはバカしかいないようですね」

　半ば諦あきらめとともに、レニエは首を振ふった。

「まぁいいでしょう。多少頭が悪くとも──戦場で活かつ躍やくできるのなら、それでいい」

「第五波突撃しました！　敵部隊を突破、左右に分断されました!!」

「ではぼくらも行きましょう！　全兵力を投入！　敵主力と交戦します！　ブイ卿きよう。あなたはぼくのそばを離れないようについてきなさい」

「任せてください！　レニエ卿の背中は絶対オレが護まもります！」

「新米のあなたに護ってもらわねばならないほどぼくは未熟ではありません」

「そんなことないです！　背中を護りつつ手柄の一つも立ててみせます」

　──結局、魔族を次々と倒すレニエに置いていかれないようブイが全力で走り回っているうちに戦闘は終わってしまった。







　また別の戦場では──整列した騎士が剣けんを構え、一いつ斉せい突撃を繰くり返し、次々と敵を撃破していくのを、後方に控ひかえた兵士たちは観戦していた。

「うっひゃぁ、すげぇな。騎士様が実際に戦うの初めて見るけど、本当に目にも留まらぬ速さで動き回るんだな」

「うわさじゃ、音よりも速いんだと」

「騎士様ってのはバケモノぞろいだ。おれたちじゃ、肉にく壁へきにもなりゃしない」

「あ、うっぐ！」

「なんだよ、変な声だし、て……」

　振り返った兵士が見たのは──仲間のクビを素す手でで引きちぎる魔族の姿だった。

「なんで魔族が背後に！」「き、騎士様に連れん絡らくを！」「後方に敵てき襲しゆう！」「全員かかれ！」「バカ、逃にげろ、勝てるはずがねぇ！」「逃げたって、後で軍法会議だ！」「騎士が来るまでの時間を少しでも稼かせげ！」

　大おお騒さわぎとなる兵士。銃じゆう砲ほうでも魔族は傷つかないため、兵士は魔族に抵てい抗こうする手段がないのだ。魔族を倒たおす方法は一つ、騎士の怪かい力りきで振るわれる刀剣のみなのだ。

　魔族に裏をかかれたことで壊かい滅めつしかけた兵士たちだが──次の瞬しゆん間かん、その魔族のクビが斬きり落とされ、地面に落ちた。

「え!?」

　誰もがあっけに取られた。周囲にはなにもないはずなのに、唐とう突とつに魔族が絶命したのだ。

「た、助かった……」

「けどなんで？　誰か騎き士し様が？」

「わからねぇよ、なにがあったのか」

「……俺、知ってるよ。隣となりの戦場にいる兵士から聞いた」

　一人が呆ぼう然ぜんと呟いた。

「最近、戦場でなにもしていないのに魔族が勝手に死んでいくんだよ。本当に誰もなにもしていないのに、大勢が見ている前で勝手に魔族のクビが斬り落とされちまうんだ。原因は、誰にもわからねぇ」

「あぁ、そのウワサなら知っている。けど原因なら、一つしかねぇぜ」

「なんだ？」

「大陸広しといえど、そんな芸当ができる騎士様は一人しかいねぇ──大陸最強の剣士、剣聖様だ」




　その戦場から少し離れた丘おかの上──見晴らしのいい場所に剣聖、ティンは立っていた。右手に籠こ手てこそはめてはいるが、あいかわらず剣を持っていない丸まる腰ごし状態だった。

　ティンは、いつもと変わらぬ無表情でジッと、丘の下の戦場の様子を眺ながめていた。

「……だいたい敵は殺した。この戦場はもう大だい丈じよう夫ぶ」

『あいかわらずお前は強つええぇのですね、ティン』

　ティンの声にこたえるのは、ティンが片手に持つ魔導端たん末まつである。端末の向こうにいる妹、クロロと連絡を取り合いながらティンは戦場をめまぐるしく駆かけ回っていた。

『お前なら一人で帝てい國こく軍を全ぜん滅めつさせられそーなのです！』

「そうしたほうがいい？」

　静かに、ティンが告げる。声にも表情にも変化がないため、傍はたから見ると冗じよう談だんか本気かわからなかった。

『笑えねー冗談なのです。そんなことをしたら、今度は大陸中がお前の敵になるのですよ。それくらいお前の脳みそでもわかるはずなのです！』

「ん」

　ティンは、自覚していた。自分がだいぶ強くなってしまったと──それこそ、並の騎士や魔族などとは次元が違ちがうレベルにまで。だからこそティンは戦場には立たず、目立たないように陰から加勢するにとどめているのだ。

『次の戦場なのです──そこから北に進んで川を越こえた先の戦場、そこが膠こう着ちやくしてるから、行って加勢しやがれ、なのです！』

「ん、わかった──終わった」

　抑よく揚ようのない声。ティンは、わずかに視線を北に向けただけで、その場から一歩も動いていなかった。さすがのクロロも、端末の向こうで鼻を鳴らす。

『ぶー、お前でも冗談を言うのですか？　さすがにこの短時間じゃ、お前でも移動できねーはずなのです』

「移動する必要、ない」

　短く、ティンが答える。

「今のティンの間合い、戦場を五、六個覆おおうくらいまで広いから」

　そのまま、ひどく無感かん慨がいにティンは告げる。

「ティン、間合いの中にいる奴なら、いつでもクビを斬り落とせる」







　戦場の後方──一時は帝國の手によって占せん拠きよされていた元エシュヌ教国の領土は、同盟軍によって奪だつ還かんされた。

　エシュヌ教国のとある街──そこは同盟軍が前線へ物資を送り込むための基地としての役割を与あたえられた場所だった。連日東側から大量の補給物資が送られており、それをさらに最前線へ向けて再分配する手はずとなっていた。そのためこの基地では昼夜を問わず、同盟軍兵士が任務をこなしていた。いわゆる輜し重ちよう部隊であり、直接的な戦せん闘とうをする機会こそ少ないが、前線を支える最重要部隊でもある。

　とある日──その基地内には、いつもと違う空気が流れていた。

「なんだか、今日はみんな浮うわついてるな」

「知らないのか？　今日この基地に視察が来るんだぞ」

「お偉えらいさんが来るのか。その割には、ヤケにみんな嬉うれしそうだな？」

「視察団のメンバーに、アリアがいるんだよ」

「アリアって、聞いたことがある名前だな……」

「モレサンド合衆国の副大統領で、今をときめく歌うた姫ひめだよ」

『親愛なる同盟軍兵士のみなさ～ん！　こんにちは、アリア・ニコ・ブルトゥレです！』

　と、基地内に突とつ然ぜん場違いな女性の声が響ひびき渡った。そしてその声を聞いた瞬間、一部の兵士が基地の奥へと駆け出した。

「おい、持ち場を離はなれるな！」

「今走っていった連中は全員合衆国の連中か？」

「合衆国の国民の六割はアリアのファンで、大統領の支持率を上回っていると」

「なんでそんなのが副大統領やってるんだよ！」

　基地内の広場には、多くの同盟軍兵士が集まり、歓かん声せいを上げていた。その中心部に立つのは誰であろう、アリアである。アリアは前線の基地にいるとは思えないほどの満面の笑えみで集まる兵士たちに向かって手を振っていた。

『どうも～、こんにちは～。みんなのアイドル。アリアで～す。親愛なる同盟軍兵士のみなさ～ん。本日もお仕事ご苦労様で～す。みなさんが頑がん張ばってくれているおかげで、同盟軍は快かい進しん撃げきを続けていま～す！　さっきも北部戦線から勝利の報告が届きました～。みなさん、本当にありがとうございま～す！』

『アリアーッ!!』『ア・リ・ア・ー・ッ!!』

　アリア自身きわだった美び貌ぼうの持ち主だが、きらびやかな衣い装しようで壇だん上じように立ち、兵士たちの歓声を一身に浴びる姿は本人の語るとおり、戦場のアイドルそのものである。

『頑張ってくれている同盟軍兵士のみなさんに、あたくしにはなにができるのかって、ずっと考えていました。この戦争が一日でも早く終わって、バーガントに平和が戻もどるように、そんな祈いのりを込こめた歌を作ってきました。どうか聞いてください、「やがて来る平和へ」！』

　あらかじめ決まっていたのか、基地内に静かな曲が流れ始める。アリアのファンらしき兵士が肩かたを組んでリズムをとっている。遠巻きに見つめる他国の兵士は困こん惑わくしていた。

「どうなっているんだ？　ここは前線基地だぞ。いくらなんでも非常識すぎるだろ！」

「こんなときに持ち場を離れて、合衆国の連中は狂くるってる！」

「けれどこの歌……聞いているうちに、なんだか怒いかりも消えてきた……」

「不思議な気持ちだ。聞いているだけでどんどん虜とりこになっていくような……」

「おい、なんだよ、この歌。麻ま薬やくでもこうはならないぞ。こんな歌で合衆国の連中……………………アリアーッ！　好きだぁぁぁぁぁぁ!!」

　まるで砂糖に群がるアリのごとく、周囲の兵士たちが一いつ斉せいに歌を歌うアリアの周囲へと集まっていく。

　これはアリアの能力によるものだ。

　アリアの《滅神咒具エスカトロイ》は風の神〔嵐らん魁かいドルマ・ロスゴ〕の権能を秘ひめた《風塔踏靴ラトウール》である。その《滅神咒具エスカトロイ》は風を、ひいては空気と音を操あやつることができる。この力でアリアは自分自身の声を操作し、アリアの声を聞いた者の精神を同調させているのである。基地内が異様な興奮に包まれているのも、その影えい響きようだ。

『親愛なる同盟軍兵士のみなさ～ん！　平和のため、今回の戦争、頑張って戦ってくださいね～!!　あたくしも微び力りよくながらみなさんを応おう援えんさせていただきま～す!!』

　歌い終わったアリアは息一つ乱さず、笑顔をふりまきながら兵士たちに手を振ふっていた。当初怪け訝げんな顔をしていた兵士たちもいつのまにかそこに加わっている。

　が、それでもまだ一部の兵士はアリアの近くには寄ってこない。そういった兵士たちのことを、アリアはやはりニコニコしながら眺めていた。

『みんなが平和に暮らせる世界を一いつ緒しよに作りましょ～』

「…………」

　そして次の瞬間──その兵士のクビが突とつ然ぜん切り落とされた。唐突な出来事である。さしもの兵士たちにも動どう揺ようが走った。

「なにごとだ!?」「敵襲!!」「でもどこから!!」「全員配置につけ！」「いや、アリアを護まもれ、危険だ！」「いや、待て、あれを見ろ！」

　首を切り落とされた兵士の姿が変へん貌ぼうし、遺体の肌はだが黒く変色していった。

「魔ま族ぞくだ！」「基地内に紛まぎれていたのか!?」「信じられん、魔族がこんな内部に……」

「……ちょっと、クロちゃんとティンちゃんでしょ」

　アリアは右手で耳を押さえ、小声で妹たちと通信する。

「なんであの人を殺しちゃったわけ!?」

『前線基地に紛れ込んだ魔族の目的なんてわかりきってるのです。生かしておいたら、その基地は明日あしたにでも壊かい滅めつしてるのです』

『……あいつ、三姉殺す気だったよ？』

　クロロとティンが説明をする。今の兵士が魔族であることに、アリアは気づいていた。

　人間と魔族では体の構造に違いがある。先ほどのアリアの歌は、人間の脳に作用するが、魔族が聞いても効果はない。故ゆえにアリアは歌を歌い、その反応の差から、人間に擬ぎ態たいする魔族を判別することができるのである。アリアがこうやって基地を回っているのは、兵士たちの士気を高めると同時に、紛れた魔族を探すためでもあった。

『Ｇａａａａａａ!!』

　と、奇き声せいを発してアリアの背後から兵士が飛び出した──いや、それもまた、人間に擬態した魔族だ。両手に鋭するどい爪つめを持った魔族が、アリアを切り裂さこうと襲おそいかかった。

「いかん、護れっ！」「いや、遅おそい──」

　兵士たちの反応よりも、魔族のほうが速かった。目前に迫せまる魔族を見み据すえるアリアの眼めに、恐きよう怖ふはない。逃にげるどころか、むしろ魔族に肉にく薄はくするように飛び出し、魔族の攻こう撃げきをスレスレで回かい避ひ。アリアの服が一部ちぎれた。

「みなさ～ん!!　アリアのピンチ！　でもあたくしは負けませ～ん！　あたくしは皆みなさんを応援しますから、みなさんはあたくしを応援してくださ～い!!」

　自然、アリアの口から歌が流れる。アカペラが周囲に響く。

「なにを言って……」「アリアーッ！　がんばれぇー!!」「負けるなアリアーッ！」

　兵士たちの声せい援えん。魔族と対たい峙じするアリアは、だが笑顔を絶やさなかった。魔族はそんなアリアに対し、躊ちゆう躇ちよなく襲いかかってきた。

『バカ、アリア、お前戦闘苦手のくせに何やってやがるのですか！』

『三姉、ジャマ、どいて。そいつ殺す』

「殺しちゃダメよ！　ここはお姉ちゃんにまかせなさい！」

　飛びかかってきた魔族を、アリアは身を沈しずめることで回避。同時に長い脚あしを振り上げ、魔族の重い体をはじき飛ばした。そのまま流れるような動きでアリアも跳ちよう躍やく。魔族の背後に接近し、そのまま魔族の首に細い腕うでを巻き付けた。そして次の瞬しゆん間かん、ゴフッ、魔族の全身の皮ひ膚ふが破れ、血液が噴ふきだし、そのまま動かなくなった。

「みなさ～ん、応援ありがとうございま～す！　あたくしはこの通り無事で～す！」

　立ち上がって笑顔を振りまくアリア。言葉通り、アリアには傷一つなかった。大気を操る《滅神咒具エスカトロイ》の能力により、アリアは接せつ触しよくした魔族の体内にあった空気を根こそぎ奪うばったのである。
















「この人はまだ死んでいません。拘こう束そくして、捕ほ虜りよとして丁てい重ちように扱あつかってくださいね～」

　と、倒たおれた魔族を指さして兵士に指示を出すアリア。兵士たちは、魔族を相手に勇ゆう敢かんに戦ったアリアに惜おしみない賞賛を捧ささげた。

「……あれ？　けど、なんでアリアが魔族と互ご角かくに戦えるんだ？　アリアも騎き士し!?」

「そんなことは気にするな、だってアリアだし」

　アリアは笑顔を振りまきつつ、そのまま基地施し設せつ内へと戻っていった。

『アリア、バカなことするんじゃねーのです。裏にティンがいるんだから、魔族なんて皆みな殺ごろしにできるのです』

「ダメよ、ティンちゃんにクロちゃん。魔族をね、ただ殺すだけじゃこの戦争は終わらないの～。それじゃ意味がないのよ～」

　基地内に用意された自分の控ひかえ室へ向かいながら、アリアはここにはいない妹たちとの会話を続けていた。

「人類と魔族をね、お友達にするのよ～。それが唯ゆい一いつの戦争を終わらせる方法だわ～」







　バーガント中西部を主戦場として、同盟軍と帝てい國こく軍との戦いは続いていった。同盟軍は順当に勝利を続けていったものの、帝國側に決定的な打撃を与え切れず、ズルズルと大陸の奥へと誘さそい込まれていった。

　そしてさらに一ひと月つきが過ぎ、本格的な冬の訪おとずれによって、中西部の全域は雪に覆おおわれるようになった。







　同盟軍総司令部──

「積雪が例年より二週間も早かったのは痛いですわ。おかげで進軍が予定より三割も遅おくれていますわね」

「これを挽ばん回かいするには、春の雪解けを待たねばなりません」

「条件は魔族も同じだ。平野部なら積雪があろうと、充じゆう分ぶん戦える」

「いくら寒冷地装備でも、足場が悪くては騎士の機動力が充分に発揮できません」

「補給部隊が昨日襲しゆう撃げきを受けました。部隊は半はん壊かい。補給物資が全すべて破壊されたそうです」

「魔族側も、直接的な戦闘よりも後方を狙ねらうようになりましたわね」

　報告を聞いたリュリシアは、顔をしかめながら端たん末まつの情報に眼を走らせた──あいかわらず休息時間をギリギリまで削けずった日々を送るリュリシアは、濃こい化け粧しようで隠かくしているが、眼の下にクマが浮うき出ていた。最近は食欲も減ってきている。

「前線より急報です──北西部を侵しん攻こうしていた第八混成部隊が壊滅した模様です！」

「なんだと！　あそこは各国の主力がそろっていたはずだぞ」

「魔族の強きよう襲しゆうをうけ、なすすべなく敗退したそうです──いえ、第十三、十四部隊も続けて壊滅の報告が来ました。北西部侵攻軍、被ひ害がい甚じん大だいです！」

　司令部に表示されていたバーガント大陸の地図。その北西部に複数の×印が書き込まれた。たった今敗北の報告が来た場所だ。

「今まで快進撃が続いていたのに……」

「気を落とすな。永遠に勝利が続くなどと甘い夢を見ていたわけではあるまい。ここからどう巻き返すかだ！」

「後方の第二軍を進軍させましょう。壊滅した侵攻軍の残存と合流させ、至急戦線を再構築させれば……」

「報告！　第二軍が先ほど戦せん闘とうに突とつ入にゆうした模様です！　現在交戦中！」

「バカな、速すぎる！」

　続々と届く急報に、司令部がざわめいた。

「たった今、先せん遣けん隊たいの敗北が知らされたばかりだぞ。なのにもう第二軍にまで敵が到とう達たつしているのか！」

「敵の進軍速度はこちらの五倍はありますね」

「これが魔族の力……」

「落ち着きなさいっ！」

　リュリシアが、一いつ喝かつする。将軍たちは一斉にリュリシアに注目した。開戦より数ヶ月、リュリシアの的確な采さい配はいによってこれまで同盟軍が連勝してきた事実は重い。誰だれもがリュリシアに一目を置き、その言葉に注目していた。

「わたくしたちは、むしろこの時を待っていたのですわよ。なのになぜみなさん、うろたえますの？」

「どういった意味でしょう？」

「敵の圧あつ倒とう的な強さ。この進軍速度──間ま違ちがいなく、帝國側の主力が満を持して姿を見せたということですわ」

「では、今まで我々が戦ってきた相手は主力ではないと？　この二ヶ月、我々が倒してきた魔族は、敵の使い走りにすぎなかったと、殿でん下かはおっしゃるのですか!?」

「その通りですわ」

　リュリシアは、自信を持ってうなずいた。

「バーガント西部を占せん拠きよしていた帝國にしたって、急激に領土を拡大した結果、占せんり領よう地をまともに管理しきれてはいなかったはずですわ。そんな場所を護るために主力を消しよう耗もうさせるのは帝國としても避さけたいところ──適度な戦闘と敗北を繰くり返すことでわたくしたち同盟軍をバーガントの北部まで誘い込み、冬の寒さで機動力が落ちたところを主力で一気に殲せん滅めつをはかる──帝國の作戦は、こういったところですわね」

「王女殿下はその作戦を予測していたと？」

「予測の一つですわ。他にもいくつか別の可能性がありましたけど、結果的に帝國はこのタイミングで主力を投入してきた──第二軍を至急後退させなさい！　そのまま交戦を続ければ壊滅しますわよ！」

「ですが、それでは先遣隊が完全に孤こ立りつして全滅します」

「救きゆう援えんを出すには遅すぎますわ。先遣隊は個々の奮戦に期待します──相手の進軍速度が速すぎる。このままだと中西部まで侵攻されますわよ。第二軍は後退しつつ、攻せめ寄せる敵主力の情報をできるだけ多く集めてこちらに回すよう指示を、最優先ですわよ！」

　リュリシアの鋭い声が室内に響ひびき、その判断に従ってただちに司令部が機能していく。

「第二軍後退を開始しています。敵追撃が厳しいです」

「さらに後方の第七機動隊を救援に。援えん護ごさせなさい！」

「南部戦線でも変化が！　魔族との交戦により、甚大な被害が出たと！」

「そちらの戦線は放ほう棄き。後退の指示を。後ご詰づめのいるレイザス川流域まで下げなさい！」

「魔族の追撃激しい模様。第二軍との通信が途と絶ぜつしました」

「指示はすでに伝えましたわね？　ならば後は現場の指揮官の的確な判断を期待しますわ」

　刻々と戦局が変化していく。壁かべに映される大陸の地図が、帝國の支配域で塗ぬりつぶされていく。

「王女殿下、このまま後退を続けますか？」

「せっかく奪だつ還かんした土地をもう放棄するのですか!?」

「このままでは士気に影えい響きようが出ます」

「わかっていますわ。けどこれが最善策です。基地周辺の部隊に、撤てつ退たいの準備をさせておきなさい。撤退のタイミングはこちらが指示しますわ」

　言いながら、リュリシアは手元の魔ま導どう端たん末まつを注視していた。瞬まばたき一つせず、かなりの高速で流れていく無数の情報を全て記き憶おく、脳内で処理していく……

「……待ちなさい、たった今気になる情報が報告されましたわ」

　リュリシアが視線を端末から持ち上げて室内を見た。

「情報番号一三─一九三五二番、壊滅した侵攻部隊で、敵軍に小こ柄がらな魔族がいたと」

「確かにそのような情報があります」

「その後の一五─五四三二〇番の報告、第二軍を攻略した敵部隊でも、子供のような外見の魔族がいたと──この魔族の情報を詳くわしく送るように指示を。魔族奇き襲しゆう攻こう撃げきのとき、現れた〈魔王コシユマル〉を名乗る魔族は、かなり小柄な少女だったはずですわ。画像を送って、同一人物かどうかの確かく認にんをなさい」

　将軍たちは、だが驚おどろきを隠せなかった。司令部には毎日大量の情報が届く。それは情報の番号を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。通常は、情報部の人間が総そう掛がかりで送られる情報を整理し、有益なもののみを全体で共有していく。だがリュリシアは、現場からの報告に直接目を通すことで、通常の何倍も速く的確な指示を出すことができているのだ。

「なにをなさっていますの？　大至急確認を！」

「了りよう解かいしました！」

「いよいよじゃのぅ、リリィ」

　エルがリュリシアに声を掛ける。

「そなたの予測通りなら、魔族の主力を率いた〈魔王コシユマル〉自らの出撃じゃ」

「えぇ……言ってしまえば、この数ヶ月の戦いは、彼女を前線に引っ張り出すための前ぜん哨しよう戦せんですものね」

「じゃが、これからどうする気じゃ？　よもや、そなたまで出撃して〈魔王コシユマル〉を打ち倒すのではあるまいな？　大将同士の一いつ騎きうちなど、今時流は行やらんぞよ」

「できるものなら、それが最善の策でしょうけれどね」

　リュリシアは苦く笑しようし、腰こしにさした宝ほう剣けん〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉をなでた。

「あるいは、バーガントに住む全ての人々が望む物語なのかも知れませんわね──悪の化け身しんである〈魔王コシユマル〉を、わたくしがこの手で打ち倒すという理想──けれど、わたくしはそこまでうぬぼれてはいませんわ。わたくしにはわたくしの戦い方がありますのよ」

　リュリシアは続いての指示を出す。

「全軍に通達。主力部隊は占領地を放棄して後退。バーガント中西部、タスク平原へと集結。その地に敵主力を呼び込み、全兵力をもって〈魔王コシユマル〉とその配下を打ち倒すのですわ！　その戦いに勝てば、同盟軍の勝利は確定的ですわよ！」

　司令部内に、歓かん声せいがわきあがった。それは迫せまる決戦への期待の声だった。







「来たのです！　シャルのやろーがとうとう戦場に出てきやがったのです！」

「クロちゃん、間違いないのね？」

「あたくし様が間違えるはずねーのです！　こんなでたらめな強さは、シャルのやろー以外に考えられねーのです！」

「ん、一姉と、戦う」

「そうよねぇ……正直シャルちゃんを止められるとしたら、こっちの戦力だとティンちゃんしかいないわよねぇ」

「シャルのやろーをいかに逃にがさずティンと戦わせるかを考えればいいだけですから、簡単なものです！」

「同盟軍にはもう伝えたの？」

「あの王女の端末にわかりやすい形で情報を送っておいてやったのです！」

「なら大だい丈じよう夫ぶそうね。司令部でも、王女様の采配は的確だって高評価よ～」

「ぶ～。あたくし様がいったんゴミ情報をふるいにかけてから王女の端末に送ってやってるのに……あたくし様がいなかったらあの王女、今の五倍以上の情報を一度に読まなきゃいけねーのです。あの女、あたくし様に感謝しやがれ、なのです！」

「はいはい、クロちゃんがすごいってこと、お姉ちゃんはちゃんとわかってるわよ～」

「ん。十じゆう妹いも、偉えらい」

「ぶ～、お前らにほめられてもそんなに嬉うれしくねーのです」

「でも笑ってる」

「うるせーのです！」




　かくして、おのおのの準備は整った。

　バーガント世界大戦、開幕後、最大の激げき突とつがまもなく繰り広げられようとしていた。







　夢を見ていた──シュンは、泣いていた。たった一人、ヒザを抱かかえてうつむき、涙なみだをこぼしていた。

「また泣いているのか、シュン」

　母の声──すぐ近くに、母の気配。だからすぐに夢だとわかった。なぜなら、母はすでに死んでいるから。

「なぜ泣くのだ、シュン」

「……うぅっ」

「涙は弱者の言い訳だ。笑え、シュン、お前は笑っていたほうがかわいい」

「…………」

「しかたのない子供だ」

　ふわり、シュンの顔が、柔やわらかなものに包み込まれた。

「……あのさ、ボク、自分でどうすればいいのかわからないんだ」

「したいことをしろ。お前の人生はお前のものだ」

「違ちがうんだよ……ボクはね、ずっと、母さんの家族になりたかったんだ」

「そうか」

「母さんだけじゃない、みんなの家族になりたかった。けどそんなのはボクの意識次し第だいだって思ったんだ。ボクらはとっくに家族だったのに、ボクの心が弱いせいでそれを認められなかっただけだって……」

「なんだ、わかっているではないか」

「でも、ダメだったんだ──シャル姉に、家族になれないって言われたとき、ボクは否定できなかったんだ……ボクはただ、みんなで一いつ緒しよに仲良く暮らしたかっただけなのに。ボクの夢はそんなに甘いものだったの？」

「夢を見る自由は誰にだってある。ただ、弱者は夢にすがるだけだ。強者は夢を胸に現実を生きる。お前はどっちだ？」

「ボクは……夢を現実にしたくて、今まで頑がん張ばってきたんだ。でもその結果、もうすぐ死んじゃう。ボクは、まだ死にたくないよ」

「そうか」

「ボクは結局、なんのために今まで生きてきたんだろう？　なんで生まれてきたんだろう？　母さん、ボクはいったいなんなの？」

「お前がなんなのかはわからん。ただ一つだけ言えることは──世界の全すべてはもともと無価値だ。全ての存在は無価値だ。ただ人間は、そこに価値を見いだそうとあがいている、それだけのことだ」

「ボクには、そこまで達観はできないよ」

「そうか？　難しいことではない、簡単なことだ」

　シュンの顔に、母の手が触ふれた。シュンが顔を持ち上げた瞬しゆん間かん、母の整った顔が目前に迫り、互たがいの唇くちびるが重なった。

「……これがお前の価値だ、シュン」

　ゆっくりと唇を離はなした母が至し近きん距きよ離りで語る。

「どういう、こと？」

「お前は価値のないまま生まれてきた。お前の本質は無価値だ。ただ一つ、我はお前を愛した。故ゆえに、お前は我に愛されるための存在なのだ」

「愛、される存在？」

「お前は、シャルのことが嫌きらいか？」

「そんなことないよ。今でも好きだよ」

「愛してる？」

「もちろん」

「ならばその愛を伝えろ。受けいれられるかどうかは関係ない。お前の愛そのものに価値があるのだ。それを忘れるな」

「……でも、ボクはもうすぐ死んじゃうんだよ」

　シュンが告げる。

「そんなボクが他人を愛したって意味ないよ。ボクはもうすぐ消えちゃうんだから！」

「消えんさ──なぜなら、愛は不ふ滅めつだから」

　母は、簡単に答える。

「我は死した。だが我が愛したお前は生きている。故に今我はここにいる。愛は受け継つがれていくもの。故に、我は死なず、永遠を生きる」

　フッと、母の気配が遠ざかるのを感じた。

「シュン。お前は、お前の人生を生きろ」

　そして……気づいたとき、シュンは病室で静かに泣いていた。時刻は昼。窓からまぶしい正午の日差しが入ってきている。

「兄さん？」

　ソフィーが近くにいた。その顔を見て、シュンは、ニッと、笑え顔がおを向けた。

「ごめんね、ソフィー。心配かけた。もう大丈夫だよ」

　シュンはベッドから立ち上がると、勢いよく寝ね間ま着きを脱ぬいだ。ひやりとした空気が肌はだにささる。季節はいつのまにか冬に突とつ入にゆうしていた。寝ねたきりでなまっていた体が引き締しまるような思いだった。

「ボクは、行くよ──シャル姉を、止めないと」

「なにを言っているのですか、兄さん！　兄さんの体は、もう……」

「だからこそだよ……もう時間がないから、今シャル姉に会わないといけないんだ」

「ですが……」

「ソフィー。好きだよ、愛してる」

　唐とう突とつな告白──エッと、ソフィーは硬こう直ちよくした。

「その……兄さん、嬉しいのですが……はい、私も兄さんを愛しています」

「うん、ありがとう。ボクのこの気持ちを、まだシャル姉に伝えていないことを思い出したんだ。残り時間が少ないからこそ、今行かないといけないんだよ！」

　シュンの固い決意を見て取ったソフィーは、わかりました、とうなずいた。

「ならばご一緒します、兄さん」

「いいの？　正直、ソフィーはもっと反対すると思っていたんだけど……」

「今までの兄さんのままでしたら死んでも止めていました。ですが私はあくまで、兄さんの意志を尊重します──私は、兄さんの家族ですから」

　ソフィーは言いながら、病室の隅すみから鞄かばんを持ってきた。

「どうぞ、兄さんの制服一式です。クリーニングに出しておきました」

「用意がいいね」

「これくらい、妹として当然です」

「ありがとう」

　ちゅっと、ソフィーの頰ほおに口づけをした。自然と、体がそう動いたのだ。

「に、に、兄さん、急にどうしたのですか!?」

　ソフィーが顔を赤らめている。けど内心嬉しいのを、シュンは知っていた。
















「別に。ただ、ボクの愛をソフィーに伝えたかっただけだよ」

　答えながら、シュンは手早く制服を身につけていく。不思議だ。ずっと寝ていたのに、体が不思議と軽い。重く沈しずんでいた心まで軽い。今はなにより、一刻も早くシャルに──いや、家族みんなに会いたい。

「行こう、ソフィー。みんなのところへ」







　バーガント大陸中西部に位置するタスク平原は雪に覆おおわれていた。北部を山脈、南部を森林にはさまれたこの平原が、両軍が決戦の場所として選んだ場所である。

　すでに同盟軍は主力である二百万以上の大軍勢を平原周辺に展開し、押し寄せる帝てい國こく軍を受け止める盤ばん石じやくの態勢を築き上げていた。

「さ、寒いぃぃぃぃぃ」

　ガクガクと震ふるえるのは、ブイである。雪のちらつく中、両りよう肩かたを手でつかんで震えていた。

「ブイ卿きよう。この程度の寒さで騒さわいでいては、この後の戦せん闘とうをどうするつもりですか」

「いや、だってオレ、こんな寒いところ来るの生まれて初めてですよ」

　大陸南部のジュヴレーヌ王国周辺しか知らないブイにとって、この寒さはこたえた。

「なんでレニエ卿たちは平然としてるんすか!?」

「これくらいの寒さに耐たえられねばまともに戦えません……いえ、待ちなさい。あなたはまさか、冬服を着ているのではないでしょうね？」

「え？　着てますよ。だってこんなに寒いんだから……」

　レニエは顔をしかめてため息を吐ついた。

「気づくのが遅おくれました。新米とはいえ、まさかそんなミスをしていたとは……」

「え？　なにか間違いました？」

「防寒装備の予備はどこにありますか？」

「兵士用装備でしたらそちらに持ってきています」

「騎き士し用はありませんから、とりあえずそちらの防寒具を着なさい」

「えっと……オレの冬服とどう違うんすか？」

「その冬服は、ジュヴレーヌ国内の冬を乗り切るための装備です。西部の寒冷地をそんな服では乗り切れません。対極ごつ寒かん地ち用防寒装備が配備されています」

「マジっすか……道理で寒いと思った」

「いえ、むしろ今日までを冬服で乗り切ってきたあなたの神経に驚おどろきます……もしかしたら、あなたはすごい人物なのかもしれませんね」

「あ、レニエ卿、オレのことを見直しました？」

「あなたをこれまではただのバカだと思っていましたが、今日からは大バカだと思うことにします」

「悪化した!?」

　ともあれ、ブイは装備を交こう換かんして、ようやく人ひと心ごこ地ちがついた。

　とそのとき、遥はるか彼方かなたの雪原から、一いつ斉せいに白い煙けむりが舞まい上がるのが見えた。

「レニエ卿！　前方に雪ゆき煙けむりが見えました！　敵が来ます！」

「わかっています。全員警けい戒かい態勢！」

「了りよう解かいです！」

　ブイも腰こしの剣けんを抜ぬいて構える。開戦から二ヶ月ほど。初戦ではなにもできない無様をみせたブイだったが、その後は十数回もの戦闘を経験した。残念ながらブイは基本的にレニエのそばをうろちょろするだけで、手て柄がらは上げていない。

　しかし今回の戦いはこれまでとは比べものにならない規模の戦いだ。ブイは、今度こそやってやる、と白い鼻息を漏もらしながら気合いを入れた。

「レニエ卿、まもなく我々の出番です！」

「わかっています、ブイ卿。準備はいいですか。今回もぼくについてきなさい」

「了解です──ねぇ、レニエ卿。この戦いでオレが手柄を立てたらつきあってくれます？」

「不ふ謹きん慎しんです。場をわきまえなさい」

「オレの士気を高めてくださいよ！」

「どんな条件だろうと騎士たるもの、全力を出しなさい」

「合図です！」

「全員突とつ撃げき！　行きますよ、ブイ卿！」

「あぁ、待ってくださいよ！」

　かくして、魔ま族ぞくとの戦せん端たんが開かれた。




　一方の同盟軍最さい奥おう──臨時の司令部がおかれ、同盟軍の主要な将軍が集結していた。

「しかし、大だい丈じよう夫ぶだろうな」

　と、将軍の一人が雪のちらつく周囲を見回しながら尋たずねた。

「この司令部が襲おそわれれば同盟軍はおしまいだぞ。魔族は奇き襲しゆうが得意だ。また同じことが起これば、我らは大陸史に名が残るほどの大バカ者だぞ」

「前回の反省をふまえ、司令部周辺は身元素す性じようがはっきりしている生え抜きの兵士と騎士のみで固めています。前回のように、魔族が紛まぎれている可能性はありません！」

　自信を持って、警備担当の騎士が答える。

「平原に魔族が突入。こちらの騎士が第一波を撃げき退たいしました！」

「全騎士を投入！　ここで出し惜おしみをしたら、魔族の勢いは止められませんわよ！」

　リュリシアが檄げきを飛ばす。その隣となりでは厚着をしてもこもこしたエルが赤い顔をしていた。

「しかしこんな大軍同士のぶつかり合いをこんな間近で見ることになるとは──大昔の戦記物でも読んでいるようじゃ」

「時代の流れですわ──空さえも飛ぶ騎士同士の戦いでは、頑がん強きような要よう塞さいにこもっても意味がありませんもの」

「報告、魔族本ほん陣じんらしきものを確かく認にん！　帝國の紋もん章しようが掲かかげられています！」

「すぐに確認なさい、本陣に〈魔王コシユマル〉の姿はありますの!?」

「それはまだ不明です……」

「平野全域で戦闘が発生しています。これは、かなりの混戦となっています！」

「一いつ般ぱん兵士をもっと下げなさい！　騎士の戦いに巻き込まれれば無む駄だ死じにですわよ！」

　司令部内もすでに軽度の混乱が起きていた。なにしろこれまでほとんど共きよう闘とうしたことがないような他国家の軍隊が混じり合っているのだ。これで混乱しないほうがおかしい。

　ただ、それでも軍団が機能しているのは、ひとえにリュリシアというわかりやすい総司令官がいて、誰だれもがリュリシアの力を認め、その指示に従っているからである。リュリシアはもはや、同盟軍そのものと言ってもよかった。

「戦場の情報、遅れていますわよ！　誰か直接様子を見にいくのですわ！　情報の遅ち延えんが勝敗に影えい響きようする前に！」

「はい！」

「第一軍が壊かい滅めつしました！」

「なんですって!?　まだ開戦して一刻も経っていませんのよ！」

「それが……戦場に、巨きよ人じんが現れたと報告が。今確認しましたが、事実です！」




「ふぉっふぉっふぉ──この規模の戦いくさは三十年ぶりじゃな。久々に血が騒ぐわい」

　突とつ然ぜん最前線に現れたのは、禿はげ頭あたまの老人だった。周囲の雪と同じくらい白いあごひげをなで、魔族の間から出てきた人物──最後の八大英雄オルタ・ヴィエン・ノヴァである。

「さぁて、出し惜しみはせんぞ──金・剛・拳・神・顕・現!!」

　小こ柄がらなオルタの体から、爆ばく発はつ的な〈魔ス元ク素レ〉が噴ふん出しゆつする。

「覇は──────────ッ!!」

　そして──戦場の真ん中に、巨人が現れた。正確には、通常の何十倍もの大きさがある巨大な人間の上半身が出現したのだ。〈魔ス元ク素レ〉が巨人の姿に固まって生み出されたその姿、筋骨隆りゆう々りゆうの巨人は、戦場の端はしからでもはっきりと確認でき、同盟に所属する騎士たちは思わず足を止め、その姿に見入っていた。

「破は──────────ッ!!」

　オルタの気合いの声。同時に巨人がその太い両りよう腕うでを振ふり回した。巨体に似合わぬ素す早ばやさ。腕がぶれて、常人の目では捉とらえきれない。巨人の腕が手近にいた同盟軍の騎士をまとめて空中に撥はね上げた。

「ふぉっふぉっふぉ、どうしたどうした、ワッシの相手ができる騎士はおらんのか！」

　たちまち戦場の一角が阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化した。縦じゆう横おう無む尽じんに動き回る巨人が、手当たり次し第だいに地を這はう騎士たちを蹴け散ちらしていくのだ。

「くっ、八大英雄、オルタ卿の〈武神顕現ザリユトル〉。なんてデタラメな強さですの！」

「並の騎士では束になっても敵かないません！」

「わかっていますわ！　距きよ離りを離はなし、投とう擲てき武器で攻こう撃げきなさい！　その巨人は、まともに相手をしても無駄ですわ！　操あやつっているオルタ卿本人を倒たおしなさい！」

「すでに指示は出しています！　ですが、オルタ卿は魔族本隊の奥にまで後退しました！　巨人だけが戦場で暴れています！」

「厄やつ介かいですわね……」

　指揮官たちがどよめきながら対たい抗こう策を練っている横で──少しだけ席を外したエルが、小声で通信をしていた。相手は無論彼女の片かた腕うで、ティンだ。

「ティン、おるかの？」

『ん』

「状じよう況きようはわかっておるな？」

『大きな人が出てきた』

「どうやら、あの相手は他の騎士では厳しいようでな。そなたでなんとかできんかの？」

『できる』

「なら頼たのむのじゃ」

『いいけど、どうやって倒す？』

「そなたのやりやすい方法でよいのじゃ」

『わかった』

　そう答えた次の瞬しゆん間かん、戦場で暴れていた巨人の首が切断された──そのまま両腕、胸、胴どう体たいなどが細かく分断され、バラバラに解体されてしまう。

　それこそ一瞬で決着はついた。バラバラになった巨人の残ざん骸がいは、〈魔ス元ク素レ〉に戻もどって空気中に溶とけるように消えていった。

「巨人が撃破されました！」

　同盟軍司令部にただちに情報は伝えられた。あまりの急展開に誰もが眼めを白黒させている。

「誰が倒しましたの!?」

「わかりません。突然バラバラになって消しよう滅めつしたとしか説明のしようが……」

　それだけでリュリシアは悟さとった。そんな不可解な行動ができるのはシュンと、その身内の誰かしかいない。ありがたいと思うが、万が一にも敵に回せば恐おそろしい力だ、とリュリシアは内心で恐きよう々きようとした。




　巨人が敗れ去り、戦場はまた膠こう着ちやく状態に戻った。魔族と同盟軍が入り乱れて戦いあい、双そう方ほうに多数の死傷者がでて、雪原が流血でドス黒く染まりだした。

　そんな戦場に次の変化が訪おとずれる。

「報告です！　平原北部で戦せん闘とうをしていた第四軍が崩くずれました。突とつ破ぱされます！」

「すぐさま増ぞう援えんを！　第五、第七軍から騎士を千人ずつ送り込みなさい！」

「いえ、第四軍突破されました！　中軍に敵が迫せまっています！」

「速すぎますわ！　魔族のこの速さは……」

「確認できました。〈魔王コシユマル〉らしき魔族自らが出撃して北部より迫っています！」

「迎げい撃げき！　いえ、あわててはなりませんわ！　混戦になれば収拾がつかなくなる──中軍に戦力を集中させなさい！　付近の主力騎き士しを全員まわして！　なんとしてでも〈魔王コシユマル〉を打ち倒すのですわ！」

「〈魔王コシユマル〉は殺してもよろしいので」

「余計なことを考える余よ裕ゆうなんてありませんわ！　生死は問わず、どんな方法でもいいから倒しなさい！」







　ドォォォォォォッ！

　戦場に轟ごう音おんが響ひびいた。まるで雷かみなりが落ちたかのようである。同時に、戦場の一角から空に向かって巨大な火柱が立ち上った。それは平原中から確認できるほどの大きさだった。

　同時に魔族の間から喚かん声せいが立ち上る──前線にいる兵士たちは、その姿を目もく撃げきした。

　それは小柄な少女だった。戦場にいるどの騎士よりも背が低い子供。雪の中、黒ずくめのボディースーツ姿。片手には、子供が持つには長すぎる剣。

　その姿はともすれば、お芝しば居いに興ずる子供のようだった。だが目撃した兵士たちは、誰もそうとは考えなかった──放たれる気配が、威い圧あつ感が、殺気が、もはや子供どころか、人間のものとは思えなかったからだ。

　雪の中、赤く輝かがやく瞳ひとみが細められた。

「汝なんじら──邪じや魔まだ」

　少女、シャルは、片手の剣けんを大きく振るった。瞬間、突とつ風ぷうが発生、遠巻きに見ていた騎士たちが風に巻き上げられ、吹ふっ飛とばされた。

「消えろ、凡ぼん愚ぐ！　我が輩はいの視界を汚けがすなっ！」

　シャルが歩みを進める。そのたびに前方の騎士たちが吹っ飛ばされていく。まさに鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。一方的だった。シャルがただ歩みを進めるだけで同盟軍が崩れていく。

『やべーのです、シャルが来たのです！』

「わかってる」

　スタッと、雪原に上空から軽かろやかに着地する人物──ティンである。ティンはシャルの正面に着地した。ティンは、雪が降っているというのに日ひ頃ごろとほとんど変わらない薄うす着ぎ姿だった。ただ、右手に輝く籠こ手てだけは装備していた。ティンの場合、持ち前の強きよう烈れつな〈魔ス元ク素レ〉で大気に干かん渉しようして、周囲の温度を操作しているので薄着でも平気である。

「来たか、ティン──我が輩が出れば、必然的に汝がくると思っていたぞ」
















「一姉……本当に小さくなった」

　ティンは無表情に呟つぶやいた。

「ティンとあまり変わらない」

「そうさな、我が輩も少々若返った──だが、強さは、前と変わらぬぞ」

「じゃ、試ためしてみる」

　ティンが呟く──ティンは、なにもせずに立ったままだ。が、次の瞬間、シャルはその場から後方へと飛んだ。

「左前方十六度」

　瞬間、シャルが今まで立っていた場所の雪が一文字に切り裂さかれた。同時に、シャルの持つ長ちよう剣けんが、半ばで切断される。

「……よけた」

「ひどいな、ティン。出合い頭がしらに姉のクビを切り落とそうとするか？　本当に、汝は誰に似たのであろうな？」

「たぶんかわされそうな気がしたし──じゃ、ちょっと本気出す」

　ティンは、やはり微び動どうだにしない。だがシャルは軽やかに雪を蹴けって宙を舞まった。

「右斜ななめ二十七度、右後方二十六度、左前方十一度、左前方七十二度、右斜め四十八度」

　つぶやき、シャルは空中で見えない足場を踏ふむように跳ちよう躍やく、まるで舞ぶ踏とうでも舞うような優ゆう雅がさで宙を踊おどる。同時に、シャルの真下の雪原が連続で切り裂かれていった。

「……全部かわされた」

「ティン。汝は確かに強い。それは認める。剣の腕は、我が輩を超こえているやもしれん。だがそれでも汝では我が輩に勝てん！」

　ティンが、わずかに眉まゆをひそめた。とまどいの表情である。反対にシャルは、雪原の真ん中で腕を組み、傲ごう然ぜんと妹を見み据すえていた。

　そんな二人の状況を両軍の兵士は見つめていた──自分たちがどうすればいいのか、誰も判断できていなかった。ただ、二人の放つ異様な気配があまりに圧あつ倒とう的で、誰も二人の戦闘に介かい入にゆうしようとはしなかった。

「ティン。汝の実力は認めよう。だが汝の攻撃の仕組みなど──正面右六度──我が輩はお見通しである」

　しゃべりながら、シャルが首を横に傾かたむける。瞬間、シャルの頰ほおをかすめるように、見えない何かが通り過ぎていった。

「汝の《滅神咒具エスカトロイ》は〔剣帝ギュベル・ツェトラ〕の《霊モ廟ゾ籠ー手レ》。その手で触ふれたあらゆるものを素材に神剣を生み出す武具。一見すると地味な能力である──が汝の技量と、さらに汝が〈神覇融合インモルテル〉に覚かく醒せいしたことで、その戦闘力は桁けた外はずれの領域に到とう達たつした」

　ティンは、無表情に立ったままだ。だが右手の籠手、その表面が鈍にぶく発光していた。ティンが、《滅神咒具エスカトロイ》の〈神覇融合インモルテル〉を発動させているためである。

「あらゆるものから剣を生み出す《滅神咒具エスカトロイ》──汝はその手で触れた空気を素材に剣を生み出しているのであろう。考えたな。このバーガントにいる限り、我が輩たちの周囲には常に空気がある。しかも空気は通常眼には見えん。汝は、《滅神咒具エスカトロイ》の効果範はん囲いにおいて、自在に見えない刃やいばで相手を一方的に攻撃できるわけであるな」

「ん」

　ティンは、あっさりとうなずいた。潔いさぎよい態度だった。

「面おも白しろい手品である。が、タネが割れてしまえば手品など無価値よ」

「別にバレてもいい」

　ティンはつぶやき、右手を地面につきさした。そして雪の中から、いきなり剣を引き抜ぬいた。氷のように透すき通った素材で生み出された剣は、ティンの体格の倍近い大きさがある。ティンはそれを軽々振り回す。

「見えない剣なんてケンセイだし」

「ふん？　汝が剣聖なのは知っておるが」

「違ちがう、牽けん制せい」

　ティンは、無表情に答えた。

「見えない剣は、相手を牽制するための技わざ。そのために編み出した──なのにみんな、牽制しただけで死んじゃった」

「クハハハハハハハ、さすがティン。剣を持てば最強の姉妹きようだい──故ゆえに惜おしいな。汝をここで殺すのは」

「大だい丈じよう夫ぶ。一姉のことは殺さないでおいてあげるから」

「我が輩にまで勝つつもりか？　これは仕置きが必要であるな」

　次の瞬間、ティンの体が雪原に転がる。

「汝の技はすでに見切った。しかるに、汝は未いまだ、我が輩の能力を知るまい。この優位は絶対である。汝は我が輩に勝てん」

「……今のは、見えなかった」

　まるで見えない手で殴なぐられたようである、とティンは感じていた。

　最初ティンは、シャルも自分と同様、なにか透とう明めいなもので攻こう撃げきしているのだと思った。そしてそれならば対処できるとも思っていた。剣聖としてとぎすまされたティンの感覚は、あらゆる殺意を肌はだで感じ取ることができる。その気配さえ読み取れば、回かい避ひは可能だ。

　だがその方法では、ティンは攻撃を回避できなかった。ティンの実力なら、気配を読み違えることはありえない──ならばシャルは、気配を全く感じさせない攻撃手段を持っているということになる。

「見えなくて当然である。それが汝と我が輩の差である！」

「ん」

　短く呟いた瞬しゆん間かん、ティンの姿が消えた。雪原に雪ゆき煙けむりだけを残して消えたティンの体──瞬間的に加速したため、もはや騎士の眼であってもその動きを捉とらえきれなかったのだ。

「ふん、速い、な」

　対たい峙じするシャルは、特に動じたそぶりもない。

「だが──斜め後方四十五度！」

　叫さけび、シャルが跳躍、空中で背後に回し蹴り。その脚あしが、背後から迫ったティンの剣を受け止めた。そのまま、互たがいの体が大きくはじかれる。

「ん」

　ティンははじかれながら右手を動かした。瞬間、シャルを取り囲むように、空中に無数の剣が出現。十や二十ではきかない、数百にもおよぶ剣が、シャルを全方向から完全包囲していた。

「むっ──これは全域逃にげられんか!?」

　うめくシャル。次の瞬間、無数の剣がシャルの肉体に飛来した。無数の剣が、シャルを一いつ瞬しゆんで串くし刺ざしにする。

　遅おくれて、わーっと、同盟軍側から喚声が上がった。〈魔王コシユマル〉を倒たおしたと、騎士と兵士が沸わき立つ──が、剣を構えたままのティンは、警けい戒かいを緩ゆるめていなかった。

「違う──一姉、死んでない」

「正解だ」

　ティンの背後で声。ティンは、無表情ながら内心で驚おどろいた。ティンが完全に背後をとられてしまったのだ。しかも背後のシャルは、ついさっき串刺しにされたように見えたにもかかわらず、まったくの無傷だった。

「これでわかったか、ティン。汝では、我が輩に勝てん」

「ん」

　振ふり向きざま、ためらいなくシャルを斬り払はらうティン。だが、次の瞬間シャルの姿はかき消すように消えた。

「消えた」

　つぶやくティン──姉の気配を探さぐるが、周囲には普ふ通つうの魔族と人間しかいない。紛まぎれ込むにせよ、シャルの独特な気配をティンが見落とすはずがない。

「ティンよ、汝は確かに強い。だが惜しいな、あまりに若く、経験が足りん──我が輩を倒せば人類は勝利する。故に汝が我が輩の相手をした。単純な理り屈くつだ。だが、それでよかったのか？　我が輩の相手をするために汝がここにいるということは、汝が護まもるべきものがガラあきなのではないか？」

　シャルの声が空中から響ひびくが、やはり気配はない──そして、ティンはハッと気づいた。その顔に珍めずらしく焦あせりがにじみ出る。

「エルが危ない!?」







　同時刻──同盟軍の後方に位置する指揮所。同盟軍の司令部であり、主要人物が集つどうその建物の扉とびらで爆ばく発はつが起こり、入り口がこじ開けられた。

「どうした！」「今度はなにごとだ！」「いったい何者……」

「〈魔王コシユマル〉である！」

　入り口から踏み込んできたのはシャルドネ本人だった。

「どうしてここに!?　警備の騎き士しはどうした！」

「あの程度の雑ざ魚こで我が輩はいをどうにかできるとでも？　舐なめられたものであるな！」

　不敵に笑うシャル。子供じみた外見に不ふ釣つり合いな邪じや悪あくな笑えみ。同時にすさまじい威い圧あつ感に気け圧おされ、騎士たちが攻撃をためらう。

「捕とらえろ！　いや、殺してかまわん！　奴やつを倒した者はこの戦争最大の功労者だぞ！」

　将軍のかけ声で、部屋中の騎士が剣を抜く──いや、抜こうとした。

「邪じや魔まである、控ひかえよ！」

　だが、次の瞬間全員昏こん倒とうした。全員が白目を剝むいて失神したのである。

「なっ!?」

　シャルがなにかをしたようには見えなかった。だが次の瞬間にはこの結果である。一番奥にいたリュリシアは驚きを隠かくせなかった。

「リリィ様、お逃げください！　ここはわたし、がっ!!」

　アンジュがすかさず前に出る。が、次の瞬間、アンジュの体が地面に叩たたきつけられた。同時に、シャルがアンジュの頭を、小さな脚で踏みつける。アンジュは起き上がれないままうめいた。

「目め障ざわりであるな、小こ娘むすめ。このまま踏みつぶしてやろうか」

「おやめなさい！　わたくしが相手ですわ、〈魔王コシユマル〉！」

　この状態でも、リュリシアの心に恐おそれはなかった。むしろ心は平静だった。腰こしに差した〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を抜いて構える。輝かがやく刃がシャルの体を照らし出した。

「その武器は……まさか〈バルドスの天てん涯がい〉か？　人間が持つには過ぎた代しろ物ものよ！」

　シャルが呟つぶやき、床ゆかを転がるアンジュの体を蹴けり飛ばした。アンジュは壁かべに叩きつけられ、かすかにうめき、そのまま床に落ちた。

　リュリシアは室内を確かく認にんした──アンジュは、意識を失ったようだが、死んではいない。室内にいたエルも、同様に失神している。他の騎士たちも全員動かない。現在司令部内で動いているのはシャルとリュリシア、その二人だけだった。

「〈魔王コシユマル〉──いえ、シャルドネ・グラン・フローネ！　あなたの目的はいったいなんですの!?」

「汝なんじごときに呼び捨てにされるほど我が輩の名は安くない！」

　すさまじい殺気がシャルから叩きつけられてくる。だがリュリシアは両手で〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉をしっかりと握にぎりしめ、その圧力に抗こうした。

「ふん、我が輩に刃は向むかうだけあって多少は骨があるか……よかろう。汝には、弟きよ妹うだいたちが世話になったようであるから、多少は会話に興ずるとしよう」

「本当にあなた、シュナブランさんのお姉様ですのね」

「不ふ肖しようの弟である」

「あなたは本当に、このまま魔族の手によってバーガントを征せい服ふくしますの？」

「無論だ。それが我が輩の宿願故にな」

「どうしてそんなことを……この三十年間、互いに国交はなかったものの、バーガントには平和な時代が流れていましたわ。なのになぜ今さら戦争をする必要がありますの？」

「魔族と人間はわかり合えぬ。それ以外に理由が必要か？」

「わたくしは、あなたがた魔族と対話をしたいのですわ。この戦争も、対話の席にあなたを呼ぶための手段と考えていますわ。どうか交こう渉しようの席についていただけませんこと？」

「帝てい國こくはすでに魔族の国──人間の国を魔族が乗っ取った。その事実、汝は受け入れるというのか？」

「それが現実ならば、そうするしかないでしょう。確かに今は憎にくみ合っていても、魔族が優すぐれた種族であることをわたくしはすでに知っていますわ。相そう互ご理解を深めれば、わたくしたちはきっと、新たな世界を築くことができる」

「話にならん」

　鼻を鳴らし、肩かたをすくめるシャル。

「そのような世よ迷まい言ごとしか語れぬとは、所しよ詮せんは子供か……我が輩は、汝のような人間がいるから、この戦争を始めざるを得なかったのだ!!」

「それはいったい……」

「もはや話し合いは無意味である。そして、同盟軍総大将たる汝のクビさえ落とせば、人類が総そう崩くずれとなるは必定。運命はここに決するのである！」

　シャルが、無造作にリュリシアへ歩み寄ってくる。相手はシュンたちの姉だ──そんな迷いが、一瞬リュリシアの脳のう裏りをよぎった。だがそれよりも、リュリシアは自身の立場をわきまえていた。

　リュリシアは床を蹴り、机を足場に跳ちよう躍やく。そのまま天てん井じように逆さに着地。天井を力ちから一いつ杯ぱい蹴けって、上空からシャルめがけて〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を叩きつけた。が。

「ぬぅっ！」

　あろうことか、シャルは片手で〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉の剣けん身しんをつかんだ。リュリシアの攻撃が、止められる。ジュッ、ワッと、剣をつかんだシャルの手から煙けむりが上がる。

「ふん、さすが〈バルドスの天涯〉。これが当たれば我が輩も危ないな──が、いかに武器が優れていようと、所詮汝は人間！　我が輩には遠く及およばぬのだ！」

　シャルの腕うでが、リュリシアの体をはじき飛ばした。床に叩きつけられ、口から空気が勢いよく飛び出る。

　シャルが、小さな自分の手を見た。その手は焼きごてを押し当てられたかのように、火傷やけどをしていた。今も煙が上り、肉の焦こげるイヤな臭においが室内に立ちこめる。

「触ふれただけで我が輩を灼やくか。よくよく嫌きらわれたものであるな！」

　ぺろり、赤い舌を自分の指に這はわせるシャル。その姿は子供だというのに、同性であるリュリシアが見てもゾクリとするほど淫いん靡びなものであった。

「まぁよい。もう打つ手はあるまい。弟の恩人を殺すのは多少気が引けるが、汝も覚かく悟ごをして戦場に立ったのであろう」

　シャルが、倒れるリュリシアに近づいてくる。リュリシアは、とっさに近くに転がっていたイスをつかみ、力任せにシャルに投げつけた。シャルはイスを片手で易やす々やすなぎ払う。

「無様であるな。汝も総大将なら覚悟を決めよ！　どうあがこうと汝の未来はない！」

「いいえ、だからこそですわ！」

　床を這って逃げ、壁かべ際ぎわに追い詰つめられても、リュリシアの眼めには生命の輝きがあった。

「わたくしは同盟軍総司令官──その責せき務むを終えるまで、死ぬことは赦ゆるされませんわ。無様だろうと汚きたないと言われようと、わたくしは、最後の瞬間まで、あらがうことをやめませんわ！」

「天あつ晴ぱれ、見上げた覚悟である！　汝の評価を訂てい正せいしよう──ますます殺すには惜おしくなってきた。我が輩に隷れい属ぞくすると誓ちかうならその命、残してやってもよいぞ」

「愚ぐ問もんですわね」

「で、あるか──残念である」

　シャルが手を振り上げた。なにをするかはわからない。が、リュリシアはまもなく自分の命が失われるであろうことを本能的に悟さとっていた。恐きよう怖ふは、感じない。ただ悔くやしい。まだこんなところでは死ねない、自分にはまだ、やるべきことが残っているのだ！

「誰だれか、助けて……助けてシュナブランさん！」

　なぜとっさにシュンの名前が出たのか、それはリュリシア自身わからない。過去のリュリシアのピンチを助けてくれたのがシュンだったからという単純な理由かもしれない。あるいは──




「任せて！」




　シュンの声が聞こえた。シャルの振ふり上げた腕が、空中で止まる。突とつ如じよ背後から伸のびてきた腕が、シャルの細い手首をつかんだからだ。

「シュンか。なぜここにきた」

「それがボクの使命だから」

　振り返らず尋たずねるシャルに対し、背後に立つシュンは胸を張って答えた。







　時間は少し前──ジュヴレーヌ王都の病院を、シュンはソフィーと二人抜ぬけ出した。

　が、シュンは一応入院患かん者じや。医者に見つかればいろいろと面めん倒どうである。よって、ソフィーが以前シュンの病室に忍しのび込んだのと同じ手段を使うことにした。すなわち、窓からの脱だつ出しゆつである。

　窓の外に足場はほとんどないが、ソフィーは軽かろやかに壁へき面めんに足をつけると、そのまま落下の勢いを殺しながらグングン地上へと降りていった。同じようにマネをしてシュンも降りたら──なんだかほとんど飛び降りと変わらない速度まで加速してしまったけれど、騎士の頑がん強きようさを生かして着地──脚あしが痺しびれた。

「兄さん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「大丈夫大丈夫。体がなまっていたから軽いウォーミングアップってやつだよ」

　シュンが笑いながら告げる。ちょっとカッコ悪かったが、兄の尊厳を保つために強がってみせた……シュンに尊厳があるのか、はなはだ疑問だが。

「……どこへ行く気デスか、兄上姉上」

　なぜここにいるのか──地上に着地したシュンたちを待ちかまえていたのはメルだった。どういうわけか、トレードマークの白衣が少し汚よごれてクタクタになっていた。

「メル、ずっとこの国にいたの？」

「あたりまえデス。ここ一ヶ月ずっと兄上の診しん断だんをしていたのはあたしデス！」

「そうなの？　だってメル、あれ以来病室に全然来なかったじゃない」

「それは研究室にこもっていたから……そんなことより！　どこへ行く気デスか！　兄上は絶対安静だと言ったはずデスよ！」

「うん。ちょっと、もう一回シャル姉と会って、止めてこようと思って」

「ムリです！　シャルの姉上はもう誰にも止められないデス！　死にに行く気ですか！」

「どうせ死ぬなら、ボクはやるべきことをやらないといけないと思うんだ。そしてボクがやるべきことは、シャル姉を止めることなんだよ」

「行かせないデス！　次に戦ったら、本気で兄上の寿じゆ命みようが尽つきるデス！」

　メルが、シュンの進路をふさぐように立つ。シュンは、少し困った表情になった。

「ごめんね、メル。でもやっぱりボクは行くよ、もう決めたんだ」

「ソフィーの姉上！　兄上を止めるデス！」

「私は、兄さんの意志を尊重することにしました。兄さんを止めようとは思いません。最後までおつきあいします」

「姉上！　正気デスか！」

「と、いうわけだよ、メル」

　メルに近づき、シュンはメルのワキに手を入れ、ひょいっと持ち上げた。小こ柄がらな妹は急成長したとはいえ、まだまだ軽かった。空中でメルは子供のごとく足をばたつかせた。というか、シュンをぼこぼこ蹴り出した。

「離はなすです、兄上！　絶対行かせないデス」

「行かせておあげなさいな、メルたん」

　さらに聞き覚えのある声──振り返ると、そちらにはシュンの姉、リースとルケの二人がいた。

「リース姉さんとルー姉さん。二人とも、やっぱり近くにいてくれたんだ！」

「無論です。シュ～たんが覚悟を決めたなら、聖なるワタクシは全力でそれを支持をいたします。なぜならば、ワタクシは聖女ですから」

「へっ、アタシは難しいことはよくわからねーけどな、アタシの腕っ節ぷしが必要なら何だってしてやるよ」

　微笑ほほえむリース。腕まくりをして力こぶを作ってみせるルケ。いつも通りの姉たちの姿を見て、シュンは嬉うれしくなった。

「ありがとう、姉さんたち。戻もどってきてくれて」

「感謝するのはワタクシたちのほうです。こんなワタクシを、シュ～たんは赦してくれるのですか？」

「赦すもなにも、別に怒おこってなんてないよ」

「あぁ、さすがシュ～たんです。聖なる神であるシュ～たんならきっと赦してくださるとわかっていましたので、タイミングを見て顔を出したかいがありました」

「もちろん赦すよ……あれ？」

　なぜか釈しやく然ぜんとしないものを感じるシュン──リースは謝ってくれたけど、実際のところ結局微み塵じんも自分が悪いとは思っていないような……

「絶対行かせないデス！　死ぬとわかっている患者を見放すなんて医者の名折れデス！」

　頑強に抵てい抗こうするメルが、シュンの腰こしにしがみついてきた。仕草は子供っぽいが、その行動からは強い意志が感じられた。

「オラ、ジャマすんじゃねーぞ、メル！　ぶっ飛ばすぞ！」

　ルケが乱暴にメルの襟えり首くびをつかんで引きはがしてくれた。まだ暴れるメルだが、ルケの豪ごう腕わんはびくともしない。

「このまま安静にしていれば兄上が助かるとしたら、どうするデス！」

　叫さけぶメル──全員が、妹を見た。メルがずり落ちかけたメガネの位置を修正する。

「兄上の体たい細さい胞ぼうをずっと解かい析せきしていたデス。〈魔ス元ク素レ〉の影えい響きようで短縮化した末まつ端たん小しよう粒りゆうの欠落を補う疑似物質の精製を今この病院でやっているデス」

　メルがここにとどまった理由はそれだったのか。

「それが完成しさえすれば、兄上の縮んだ寿命を補うことはできるはずデス。少なくとも、並の人間と同程度までは」

「マジか!?」

「……でも完成には、どんなに急いでもあと一ひと月つきは必要デス。だから、その前に兄上が死んだら意味がないデス！」

　メルが、だから行くな、とシュンを呼び止める……シュンは、メルの頭をなでた。

「ゴメンね、メル。やっぱりボクは行くよ」

「どうしてデスか!?　ここで大人しくしていれば助かる可能性があるデス、いや、あたしが助けてみせるデス！　なのになんで、どうして!?」

「死にたくはないけどね、今ここでなにもしなかったら──一月もあれば、シャル姉は本当にバーガントを征せい服ふくしちゃうと思うんだ。そしてそれはきっと、みんなが不幸になる未来しかないと思うんだ。だからボクは行くよ。もちろん死ぬつもりはないよ。後一月だけ生き残れば、助かるんだよね？」

「うぅ……」

　じわっと涙なみだをこぼすメル。ふんっ、とそっぽを向いた。

「もう兄上も姉上も知らないデス！　そんなにくたばりたいならマイトトキシンでも舐なめて服毒死するデス！」

「ごめんね、メル」

　妹にもう一度謝り、シュンはソフィーたちを振り返って行こう、と告げた。

「シャル姉の居場所ってわかる？」

「バーガント中西部の平原で両軍の最大規模の決戦が行われると聞いています。いるとしたらそこしかありません」

「そこまでどれくらい？」

「高速鉄道を乗り継ついで一週間はかかりますね」

「無論、聖なるワタクシの力をもってすれば一いつ瞬しゆんで到とう着ちやくできます」

「リース姉さんがいてくれて助かったよ」

「えぇ、この聖なる姉はいつでも、シュ～たんの役に立つのです」

　リースが手にした長ちよう杖じようを振るうと、目の前に空間の裂さけ目が生み出された。

「中西部までつながっています」

「うん、行こう！」

　シュンは姉妹きようだいと共に空間の裂け目へ入る──直前、背後を振り返った。そこではメルがうずくまったまま肩かたを震わせていた。

「メル──ボクは行くけど、メルは医者を続けて、みんなを助けてね」

「兄上を助けられないなら、医者である意味なんてないデス」

「ボクさ、医者になったメルのこと、すごく尊敬してるんだ。だからこれからも頑がん張ばって欲しい──それと、忘れないで。ボクはメルのこと、すごく愛してるから」

「兄上！」

「じゃ、また会おうね。大丈夫、一月くらい、気合いで生き残ってみせるから！」

　最後に振り返ってくれたメルの顔は、涙でくしゃくしゃになっていた。慰なぐさめてあげたいと思ったけど、シュンはあえてそのまま別れた。

　なぜなら、このままメルと別れるなんて後味が悪すぎるから、絶対再会すると決意を強めるためである。




　そして──シュン、ソフィー、リース、ルケの四人は同盟軍と帝てい國こく軍、双そう方ほうが集つどう決戦の地に殴なぐり込みをかけた。




　戦場に乗り込んだソフィーは、雪原の上に着地をして顔をしかめた。

「雪でしたか──準備が甘かったです。寒冷地用装備を持ってくればよかったですね」

「こんな寒さ、気合いでどーとでもなるだろ！」

「いえ、気合いではありません。体内の〈魔ス元ク素レ〉を周囲の空気に干かん渉しようさせて、限定空間内の温度を調整……って、ルケ姉さんもできていますね」

「あぁ、気合いを入れりゃ寒さなんてなんともねー！」

　ルケは、細かい理り屈くつ抜ぬきに本能だけで複雑な〈魔ス元ク素レ〉操作をやってのけていた……ある意味バケモノだ、とソフィーは内心で驚きよう愕がくした。

「ソフィーたん。ルー。そこは任せます」

　と、リースが空へ舞まい上がりながら妹たちに告げる。

「とりあえずワタクシがこの戦せん闘とうを止めます。アナタがたは、ワタクシの合図があるまでは適当に」

「適当って、どういうことですか、姉さん！」

　ソフィーの声もむなしく、リースはそのまま空の彼方かなたへ飛んでいってしまった。

「ルケ姉さん、どうしますか？」

「へっ、とりあえず、そこらの暴れている奴やつを片かたっ端ぱしからぶっ飛ばし……おっ！　見つけたぞ、あいつはこのまえのジジイ!!」

　と、ルケの視線の先では、巨きよ大だいな巨人の上半身が暴れていた。あれはたしか、八大英雄オルタの操あやつる〈魔ス元ク素レ〉の巨人。

「決着つけてくるぜ、ルウウウウウウウウウウウウ!!」

　ルケは雄叫おたけびを上げながら勝手に走り出してしまった。残されたソフィーは──いつのまにか、自分が両軍の間で包囲されていることに気づいた。

「えぇ……私は怪あやしいものではありません。みなさん、どうか落ち着いて……」

「殺せ！」

　問答無用で魔族の兵士が襲おそいかかってきた。が、魔族の剣けんがソフィーを貫つらぬいた瞬間、ソフィーの体が光の粒りゆう子しとなってかき消えた。

　肉体の光速処理──ソフィーの《滅神咒具エスカトロイ》、《聖堂光剣カセドラル》の〈神覇融合インモルテル〉の力である。

『ソフィー!?　ソフィーも来たのですか!?』

　と、ソフィーの端たん末まつからやかましい声が響ひびく。クロロの声だ。

「えぇ、さすが反応が早いですね」

『今ヤベーのです！　ティンがシャルと戦っていたのに、同盟の司令部をシャルが強きよう襲しゆうして、追い詰つめられてるのです!!』

「司令部なら大だい丈じよう夫ぶです。兄さんが行きましたから」

『シュンが？　あいつ、動いて大丈夫なのですか!?』

「大丈夫です。兄さんなら、きっと」

　答えるソフィーは、なにかの確信に満ちた声を漏もらした。

「兄さんならきっと、いえ、兄さんにしか、シャル姉は止められません」







「ふむ──この辺りですね」

　空を飛ぶリースは、平原のそばにそびえる山に迫せまっていた。高く険しい山は、冬ということですっかり真っ白に染まっていた。

「思った通り、この高さの山なら積雪は充じゆう分ぶんですね──では、行きます」

　つぶやき、リースは空間を操る異能を持つ《滅神咒具エスカトロイ》《至タ聖ン空プ杖ル》を振るった。瞬間、バリィィィィンッと音を立てて目の前の空間が砕くだけ散った。

　空間の断だん裂れつは、そのまま亀き裂れつとなって周囲の空間まで伸のびていき、その衝しよう撃げきは雪山の上部をすっかり吞み込んだ。

　少し間をおいて──バァァァンッ、山の上部が爆はぜた。

　同時に降り積もった厚い雪の層が塊かたまりとなって山やま肌はだを滑すべり出した。それは、新雪を次々と吞み込みながら、巨大な雪崩なだれとなって麓ふもとへと加速し続けていった。

「勢いも量も充分ですね──あとは軌き道どうをねじ曲げてやれば」

　リースが上空から《至タ聖ン空プ杖ル》で操作。雪崩の進行方向を曲げて誘ゆう導どうしてやる──雪崩の向かう先、それはむろん決戦の地、タスク平原だった。

「ソフィ～たん、ルー──戦闘を強制的に停止させますから、両軍に、死にたくなければ逃にげろと伝えてください」







　戦場で戦うブイは、窮きゆう地ちに陥おちいっていた。

　魔族との激しい戦闘。ブイは、上司のレニエについていくだけでも必死の状じよう況きようだった。そんな中、突とつ如じよブイたちを横手から強襲した魔族の部隊。これが強かった。今まで戦ってきた魔族とは違ちがう、見上げるような巨きよ体たいを持つ魔族の一団。

　たちまち味方の騎き士し三人が血祭りにされた。

　ブイは、必死に応戦した。もう逃げたりはしない。覚かく悟ごを決めた──他の騎士に気をとられている魔族に狙ねらいを定め、不意打ちで背後から襲った。

　だが──ブイの剣は、相手の背中に刺ささり、そこで止まった。いくら力を込こめても、相手を両断しきれない。

『ブアアアアアアアア！』

　相手の雄叫び。ヒッと叫び、ブイは思わず剣から手を離はなして逃げた。おかげで少し寿じゆ命みようが延びた。相手の剣が、ブイの鼻先をかすめたからだ。

　だが、ブイの武器はもうない。目の前の魔族は、続いて大きく剣を振ふり上げた。防ぐ手段はない。なら回かい避ひしかない。やらなきゃ死ぬ。ならやらなきゃ！

　無様に地面を転がって回避──が、相手の剣けん先さきがブイの脇わき腹ばらをかすめた。たったそれだけで脇腹がやぶけ、血がダクダクと噴ふき出た。遅おくれて、激痛。ブイは悲鳴を上げた。

　相手がそのままブイにトドメを刺そうとしてくる。ダメだ、もう逃げられない……

「ぼくの部下に手を出すなっ!!」

　ザシュッ、相手の首が刎はねとばされる。魔ま族ぞくの巨体をおしのけ、レニエがブイに駆かけ寄ってきた。

「立ちなさい、ブイ卿きよう。死にますよ！」

「け、けどオレ……」

「なにを弱気になっているんですか！　手て柄がらを立てるんじゃなかったのですか!?」

「そ、そうっす……オレ、この戦争で出世してレニエ卿をお嫁よめさんにします！」

「あなたがどんなに出世しようとぼくに結けつ婚こんの意思はありませんが」

　いつもと同じ会話を二人がかわしていると──ゴゴゴゴゴゴ──巨大な地じ響ひびき。なんだと誰だれかが呟つぶやき、戦場をどよめきが包んでいく。

　雪崩だ、と誰かが叫さけび、ブイは見た。戦場の彼方の山で、異様なレベルの雪ゆき煙けむりが空に舞い上がっていた。地響きはそちらから聞こえる──そして、真っ白な動く壁かべが、ブイたちめがけて猛もう烈れつな勢いで突つっ込こんできた！

「逃げますよ、ブイ卿！」

「わ、わかりました！」

　レニエに言われて、ブイも慌あわてて自じ陣じんのほうへと逃げ出す──が、戦場は混戦状態だった。正面に無数の味方がいる。それらが一いつ斉せいに逃げようとしているから、戦場は大混乱だ。とてもじゃないが、安全地帯まで逃げる時間はなさそうだった。

「レ、レニエ卿!?」

　しかもどうしたことか、レニエがその場にうずくまった。そして気づく──レニエの脚あしが出血をしていた。厚い防寒具のせいでわからなかったが、ズボンの裾すそにどす黒い血がついていた。

「ブイ卿、逃げなさい！　ぼくはいいから、早く！」

「できるわけないでしょ、そんなこと！」

　ブイは、余計な荷物は全すべて投げだし、両手でレニエを抱かかえ上げた。ズシリと重い手て応ごたえが両りよう腕うでに伝わる。この重さは、おそらく義手のせいだろう。

　ブイはレニエをしっかり抱だきかかえたまま全力の〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を発動、前にいた人の肩に飛び乗って、そのまま人間を足場にして逃げ出した。

「好きな人置いて逃げ出すほどオレは男捨ててない！　それに好きな人を助けるためなら、オレは他人を踏ふみ台にしてでもあなたを救ってみせる！」

「ブイ卿……」

　そのときのブイは必死に前を見つめていて、腕うでの中のレニエがどんな顔をしているか確かく認にんする余よ裕ゆうなどカケラもなかった──残念なことに。

　だが、そうやって人間を足場にすることにも限界が来た。混戦の中、バランスを崩くずして地面に落ちるブイ。ブイたちの頭上に巨大な影かげが落ちていた。迫る巨大な雪崩が日光を遮さえぎってしまったのだ！

「レニエ卿、せめてあなただけは生きてください！」

　レニエを地面に押さえつけて覆おおい被かぶさり、雪崩からかばおうとするブイ。自然に体が動いた。こんなことをしてどれだけ効果があるのか、実際はほとんど無意味かもしれない。それでもブイは必死にレニエを救おうとした。そして──地響きは聞こえるが、恐おそれていた衝撃はいつまでたってもこなかった。

「ブイ卿、どきなさい」

「え？　わっ」

　地面に押さえつけたレニエが右手で軽々とブイを吹っ飛ばし、自力で起き上がった。ヒドイっす、とうめくブイ──そこでブイは、ようやく周囲を確認する余裕ができた。

　前方を、大量の雪が轟ごう音おんと雪煙をまきちらしながら流れていくのが見えた──雪崩は、ブイたちよりもだいぶ後方を流れていったのだ。

「雪崩を、斬きったですって？」

　レニエがうめき声を漏らしていた。

　見ると、地面にはいつのまにか巨大な地割れのようなものができていた。雪を斬り、その下の凍こおった地面までも両断した深い地割れは、雪崩の軌道さえも変え、同盟軍の兵士を護まもったのだった。

　そして、ブイは見た。その地割れの先──極ごつ寒かんの寒さであるにもかかわらず、露ろ出しゆつの多い服装の銀ぎん髪ぱつの少女が、巨大な剣を肩かたに担かついで無表情に雪崩の様子を見つめていることに。あの子供には見覚えが……

「ブイ卿」

「はい？」

「一度しか言いません──ありがとう」

　レニエの声が小さすぎて、雪崩の轟音に紛まぎれてしまった。

「なんすか、レニエ卿？」

「なんでもありません……ただ、次に後方へ下がったとき、食事くらいおごってあげます」

「それってデートっすか！」

「部下とコミュニケーションのために食事を一いつ緒しよにするだけです。他意はありません」

「いや、それってもうデートじゃないっすか、やったぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　さわがしいブイの頭を、レニエは右手で殴なぐった。ハンマーで殴られたような衝撃がブイに伝わる。

「いったぁぁぁぁ……」

「戦せん闘とうはまだ終わってません。警けい戒かいしつつ、部隊を再集結させます。急ぎなさい！」







　同時刻に、別の場所では。

「へっ、こんなもん、ただのバカでかい雪玉だろうが、ルウウウウウウウウウウウアアアアアアアアアアアアアア!!」

　漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだルケが〈神覇融合インモルテル〉を発動。満身の力で地面を砕き、平野の地形を変え、強制的に雪崩の向きを変えていた。




　また別の場所では。

「雪崩にどこまで通用するかはわかりませんが……」ガッシュガッシュガッシュガッシュガッシュガッシュ「行きますっ！」

　ソフィーが、《聖堂光剣カセドラル》に大量の〈魔弾テイリユル〉を送り込み、その切っ先から強きよう烈れつな光撃ビームを放った。光撃ビームは雪崩に命中。瞬しゆん時じに雪を溶とかし、蒸発させ、大爆ばく発はつを起こし、巨きよ大だいな雪の塊が崩れ、その軌道を大きく変えた。




『よし、よくやったのです、お前ら！　雪崩は平原のど真ん中を通過！　帝てい國こくと同盟、双そう方ほうの陣じん営えいを完全に両断したのです！　これでこの場でこれ以上の戦闘はムリなのです！」

　端たん末まつから響ひびくクロロの声が姉妹きようだいたちに伝わる。

『全てワタクシの聖なる計画通りの展開です』

『リースはうっせーのです！　お前の雑な計画を大天才であるあたくし様が迅じん速そくに修正してやったのです！　とゆーか！　あのままだったら両軍の三割近くが雪に埋うずもって壊かい滅めつしてたのです！』

『……聖なるワタクシは、クロたんが修正してくれることもわかっていました。クロたんを信じて、聖なる計画を実行したのです』

『お前もう黙だまってやがれ、なのです！』

　こんなときでも姉妹の調子は変わらなかった。




　雪崩なだれによるすさまじい地響きは、同盟軍の最さい後こう尾び、司令部にまで届いていた。

　司令部内で立っているのは三人、シュンと、シャル、それにリュリシアだ。他の人間は、みな失神している。

「なんですの、この震しん動どうは……雪崩ですって？」

　端末を操作するリュリシアが外の情報を見て声を漏もらした。シャルが、笑い声をこぼす。

「ははっ、これはしてやられたのである。これではもうこの戦場は使えぬ」

「シャル姉。両軍それなりに被ひ害がいも出ているはずだよ。この辺りが落としどころのはずだ。もう戦いはやめよう」

「戦いは終わっておらぬ。わかりきったことである！」

　シャルは、獰どう猛もうに笑いながら両手を広げた。

「魔族総大将である我が輩はいがここにいて、人類総大将である小こ娘むすめがそこにいる！　我が輩たちの決着がそのままこの戦争の決着である！　ならば、なにゆえ決着をつけるのをためらう必要がある！」

「ならボクが相手だ！」

　リュリシアの前で、騎き士し剣けんを手に立ちふさがるシュン。

「シャル姉がどうしても戦うっていうなら──ボクが人類の代表として〈魔王コシユマル〉と戦う！」

「よせ、シュン。汝なんじ、死ぬぞ」

　冷たく呟くシャル。

「我が輩が殺さずとも、戦えば汝は死ぬ──説明したはずである」

「死ぬッ──シュナブランさん、どういうことですの!?」

　シュンの寿じゆ命みようのことを、リュリシアはまだ知らない。が、説明する余裕もない。

「ボクが死ぬとしても──いや、もうすぐ死ぬからこそ、ボクは今ここでシャル姉を止めなきゃいけないって悟さとったんだ!!」

「その意気や良しっ!!　ならばよかろう！」

　次の瞬間、シャルの小さな体がシュンの懐ふところに潜もぐり込み、その小さな拳こぶしがシュンの胸にめり込んだ──まるで、砲ほう弾だんが直ちよく撃げきしたような衝しよう撃げき。シュンは壁を突き破やぶって外の雪原に叩たたきつけられた。

　シャルも外へ飛び出し、眼めにもとまらぬ速さで踵かかとをシュンの顔面めがけて振ふり下ろしてくる。とっさに転がって回かい避ひ。シャルの小さな脚が、氷の塊かたまりとなった雪を砕くだく。

「シャル姉。いきなり全開だね」

「当然であろう──一人の男児が！　命の一ひと滴しずくまでも搾しぼり尽つくす覚かく悟ごをして戦場に立つ！　ならば姉として、それに全力でこたえるのが餞はなむけというものであろう！」

「うん、それでいいよ──ボクも手加減しないからっ！　《凱旋門兜ドウリオンフ》!!」

　叫さけぶと同時、シュンの顔を、黄金の兜かぶとが覆い隠かくした。

【　マスター登録者、［シュナブラン・ノーブ・ハーベスト］の要よう請せいを確認。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》本体を召しよう喚かんします。　】

　シュンの脳のう裏りで声が響き、同時に全身に力が満ちていく。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》──父の《滅神咒具エスカトロイ》であるか」

　シャルが鼻を鳴らした。

「皮肉なものであるな。二代目〈魔王コシユマル〉である我が輩。父の《滅神咒具エスカトロイ》を持つ汝。その二人が三十年越ごしに戦う──かくも運命とは劇的にして理り不ふ尽じんなものかっ!!」

「シャル姉ぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　雄叫おたけびと共に、全力でシュンはシャルに斬りかかった。が、シュンの剣を、シャルは素す手でで受け止めてしまう。

「汝の力はこの程度か、シュン──その程度では汝を認めることなどできぬなっ！」

　シュンの騎士剣に、ミシッと亀き裂れつが走った。このままではまずい、と悟るシュン。

　シュンはいったん間合いを離はなし、跳ちよう躍やく。見えない空中の足場を使い、空中を多角的に飛び回りながらシャルを攻こう撃げき。

「〈天位無鵬剣グラン・トロス〉──腕うでを上げたな、シュン。それは父の得意技わざである！」

　だが、死角からの攻撃を、シャルはやはり素手であっさり防いでしまった。

「左前方三十度」

　シャルが片手を上げる。その指の間にシュンの攻撃は吸い込まれ、あっさりと止められてしまった。

　そして次の瞬間──シュンの腹部に衝撃。ガハッと、息がつまってシュンは雪の上に崩れた。

　今の攻撃──シャルはなにもしていない。シュンの眼には見えなかった。なのにすさまじい勢いでなにかがぶつかった。いったいこの攻撃はなんなのだ!?

　シャルが飛び上がり、シュンに襲おそいかかってきた。シャルの振り上げた右手に〈魔ス元ク素レ〉が集中。それが鋭するどい爪つめの形となった。シャルの片かた腕うでが肥大化し、シュンを襲う！

　シュンは剣でシャルの右手を受け止めたが、騎士剣があっさり握にぎりつぶされてしまった。

　つづいて、輝かがやくシャルのツメがシュンの胴どうを狙ねらってくる──とっさに体をねじり、肩をシャルのツメにぶつけた。左ひだり肩かたの肉がえぐられ、ツメが深々と突つき刺ささった。が。

「うあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　痛みをこらえて突とつ進しん。シャルに肉にく薄はくした。剣はない。素手でシャルの服をつかみ、その場に引き倒たおした。

　シャルに馬乗りになったシュンは──子供の頃ころ、シャルと一度だけケンカしたことを思い出した。あのときは、なにもできないままシュンがボコボコにされ、その直後、両親が駆かけつけてシャルをボコボコにしていた──遠い日の思い出。

　シュンは、渾こん身しんの拳を組み伏ふせたシャルめがけて叩きつけた──が、シュンの拳は雪原につきささった。馬乗りになっていたのに、忽こつ然ぜんとシャルの姿が消えてしまった！

　同時に背後から衝撃──シュンの背中を、シャルが蹴けり飛ばしたのだ。背骨が折れるかと思えるほどの激痛──息をつまらせながらシュンは、雪原を転がった。

「今のは少し危なかったぞ、シュン」

　シャルは、眼を赤く輝かせながらつぶやく。

　一瞬で背後に回り込まれた──リースと同様の、空間移動能力？　いや、この力は……

　シュンは、正面からシャルめがけて立ち向かった。

「斜ななめ上方二十三度」

　シャルがシュンの拳を受け止めた。同時に、シュンの腹部に衝撃──また見えない攻撃だ。はじかれるシュンは、だが、片足を雪にめり込ませ、強ごう引いんに耐たえた。シャルが、少し驚おどろいた表情となる。

　吹ふっ飛とばされるのを耐えたシュンは、両手を伸のばし、シャルの小さな両肩をつかんだ。指を、シャルの柔やわ肌はだに食い込ませんばかりに強く突き立て、シュンはそのまま満身の力で姉に頭ず突つきをたたき込んだ──が、シュンの頭はなにもない空間をないだだけだ。

　次の瞬間、背後からまた蹴り飛ばされ、シュンは雪の上を転がった。が、予想していたので飛び起きた。

「……やっぱりだ、シャル姉」

「なにが、であるか？」

「雪の上を観察していたらわかったよ──ボクがシャル姉をつかんだ瞬間、雪の上にすぐシャル姉の足あし跡あとができていた。ボクにも見えないほどの速さで動いているのかと思ったけど、それにしては雪の足跡に乱れがほとんどない──ということは、シャル姉はそれこそ時間を止めてそのスキに移動しているとしか思えない」

「そんな空想を語って、どうする気だ？」

「答えは最初からあったんだよ──シャル姉、いきなりそんな子供の姿にまで若返ったのはどう考えても不自然だよね。けど、シャル姉が時間を操あやつる能力を持っているなら、そんなの不思議でもなんでもない！」

「クハハハハハハ──ほめてやろう、シュン。正確には、我が輩は時空次元に干かん渉しようできる！　時の神〔時じ喰くうゾヴァル・グヴァン〕の《滅神咒具エスカトロイ》、《凍時鐘計ヴエルドツエ》によってな！」

　シャルが懐から出した時計を掲かかげる。その時計は、見たこともない文字が文字盤ばんに刻まれていた。おまけに時計の針が十本近くあり、全すべての針がデタラメな方向に動いていた。

　それに目をとられているうちに──見えない拳が、シュンの胴どう体たいをまたも殴なぐり飛ばした。

「今、時を止めた──時を止めている間、汝はなにもできぬ！　我が輩に殴られても、逃にげることも防ぼう御ぎよすることもできぬ！　汝はただの的よ！」

　やはりそういうカラクリか、シュンはうなずいた。

「愚おろかだな、シュンよ。汝が我が輩の能力を暴あばいたところで、時を超こえられぬ汝では我が輩に勝てん！」

「そうだね──昨日までのボクは、時を超えられなかった」

「うん？」

「今のボクも、時を超えられない──だけど、少し先の未来なら、ボクは時を超えられなかった過去の自分を乗り越こえることができるかもしれない」

【　推すい奨しようしかねます。　】

　シュンの脳裏で、《滅神咒具エスカトロイ》が語る。

【　〈神覇融合インモルテル〉の使用はマスター登録者の肉体に致ち命めい的てき負担をかけます。　】

【　次回の発動で、マスター登録者の魂たましいは消失します。　】

「かまわない」

　シュンは、告げる。

「全てをここで出し切ったっていい！　覚悟はしてきた──〈神覇融合インモルテル〉を！」

【　…………了りよう解かい。〈神覇融合インモルテル〉を発動。　】

　シュンの頭部を兜が完全に覆おおい、全身を黄金の輝きが包み込んだ。シュンの《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》はその本当の力を──『過去の自分』を敵とし、『過去の自分』に対して絶対的な勝利の手段を、シュンに与あたえてくれる。

「無む駄だだ、シュン、『凍てつく時空タイム・フリーズ』ッ!!」

　シュンの、時間が止まる──全てが凍こおりついた世界、シャルだけが動き、シュンに肉薄。その無防備な肉体に、容よう赦しやなく攻撃を入れ、元の位置に戻もどる──瞬間、時が動き出す。

　が、その瞬間、シュンは吹っ飛ばされなかった。反対に、シャルのほうがはじかれ、雪原に転がった。

「なに？」

「……できたよ、シャル姉。ボクにも、同じことが……けっこうキツイけど」

　全身に汗あせを浮うかべ、肩かたで息をするシュン──一回使っただけでこの消しよう耗もう。いかに《凱旋門兜ドウリオンフ》といえど、こんなめちゃくちゃな使い方、何度も繰くり返すことはできない。あと数回のうちに決着をつけないと。

「フハハハハハハハハハハハ──どこまでも楽しませてくれる、シュン。汝も我が輩はいと同等の力を手に入れたか。我が輩は嬉うれしいぞ。なぜなら、我が輩が生まれて初めて、本気を出せるときが来たのだからな！」

　シャルの全身から〈魔ス元ク素レ〉が噴き出す。この気配、まさか──

「光栄に思え、シュン。あのティンでさえ、我が輩が本気を出すまでもなかったのだからな──〈神覇融合インモルテル〉発動！」

　シャルの背中に光が生まれた──それは巨きよ大だいな円えん盤ばんだった。いや、違ちがう。それは巨大な時計。光ひかり輝く時計の文字盤がシャルの背後に浮かび上がり、輝いているのだ。

　シャルはそのまま、上空に浮かび上がった。シュンも、それを追って飛び上がる。




　戦場の上空に突とつ然ぜん現れたシュンとシャル──〈天聖騎士エヴアンジル〉と〈魔王コシユマル〉の再来に、地上にいる人類と魔族はどよめきながら二人を見上げていた。

「なんだ、あれは！」「〈魔王コシユマル〉か!?」「なら相手は誰だれだ！」「黄金色の騎士」「伝説の〈天聖騎士エヴアンジル〉!?」「いったいなにがどうなっているんだ!?」

「シュンだっ！」

　上空を見上げてそう叫んだのは、ブイである。傍らのレニエが、怪け訝げんな声を漏らす。

「知っているのですか、ブイ卿きよう？」

「あいつはシュン──いえ、シュナブラン・ノーブ・ハーベスト卿。ジュヴレーヌの危機を救った大英雄で、オレの一番の親友です!!」

　胸を張って答えるブイ。レニエは、なるほど、とうなずいた。

「彼があのペルデ卿を倒した──これは興味深い」




「兄さん！」

「兄」

「くっそ、もどかしい！　アタシが行ってシャル姉をぶっとばしてやるよ！」

「見守りましょう、ルー──ワタクシたちは、そうせねばならないのです。なぜならば、それこそがワタクシたちの聖なる運命なのですから……」

『へっ、シュンがシャル相手に勝つなんて……勝てるはずがねーのです、どー考えても、シュンが殺されるのですっ!!』

『えっと～……お姉ちゃん、ちょっと状じよう況きよう見えないんだけど、誰か教えてくれないかしら～？　今どうなってるの～？』




「ゆくぞ、シュン！」

　上空で、背中に時計を浮かび上がらせたシャルが迫せまる。シュンも、ただちに迎げい撃げき。

　だが次の瞬しゆん間かん、シャルが消え、シュンの背後に現れた。シャルの蹴りが炸さく裂れつ！　シュンは、吹っ飛ばされながら、手から〈魔ス元ク素レ〉を出し、その〈魔ス元ク素レ〉を剣けんの形に固め、武器として、シャルに斬きりかかる。

　上空を自在に飛び回りながら、二人は何度もぶつかり合った。〈神覇融合インモルテル〉を発動させた二人が激げき突とつするたび、周囲には稲いな妻ずまがほとばしり、衝しよう撃げきが空間を引き裂さいていく。

「見ろ、シュン！　誰もが我が輩たちに注目している──〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉の戦いにな！　爽そう快かいだな。世界の命運は今まさに我が輩たちの勝敗にかかっているのだ！」

「なんで、シャル姉！　どうしてそこまでして戦う必要があるの!?　みんなが仲良く暮らせる未来だって絶対にあるはずだよ！」

「ない！」

　断言するシャル。

「そんなものは存在せん。だから我が輩は戦うのだ！」

「わからずや！」

　シュンは雄叫おたけびを上げながらシャルに斬りかかった。

「斜め上方三十七度」

　が、シャルがその攻こう撃げきをあっさりとかわす。

「無駄だ！　我が輩には数秒先の未来が見えている！　故ゆえに、汝なんじがどんな攻撃をするかなどお見通しよっ！」

「ならっ！」

　叫さけび、シュンは周囲の時間を停止させた──凍りついた時間の中をシュンは動き、動けないシャルを斬り──いや、その剣を、シャルがあっさりと受け止めた。

「どうやら、〈神覇融合インモルテル〉状態ならば、互たがいに制止する時の中を動けるようであるな!!」

「そうだね──つまり、もう時間の操作なんて関係ない、真しん剣けん勝負ってことだ！」

　シュンはシャルの体をはじき、すぐさま追撃。空中を一直線に突つき進み、シャルの小さな体へ剣を突き立てようとした──が。

「姉を舐なめるな、シュン！」

　シャルの腕うでが伸びた──いや、噴き出るシャルの〈魔ス元ク素レ〉が腕の形となって、伸びたように見えただけだ。シュンの剣を、〈魔ス元ク素レ〉の腕がつかむ。が、シュンは力を込こめ、シャルの腕を斬りとばした！

　だが、同時にシャルの体が肉にく薄はく、シュンの脚あしをつかみ、力任せに振ふり回してくる──このパワー、ルケに勝まさるとも劣おとらない！

　シャルがシュンを投げ飛ばした。同時にシャル自身も飛び出し、瞬時にシュンの進行方向へ先回り。そこでシュンの胴体に拳こぶしをたたき込んできた。

「我が輩は負けん。負けるわけにはいかんのだ！　姉妹きようだいの長ちよう姉したる我が輩は、何より優すぐれた存在であらねばならんのだ！」

「そんなこと知っているよ、シャル姉が、最高の姉さんだってことくらい！」

　シュンも叫びかえした。

「なのになんでこんなことをするの！　シャル姉ほど才能がある人なら、こんなことをしなくたって……もっと平和的な手段で世界を統一することだってできたはずなのに！」

「それはできん！　我が輩たちの呪のろわれた運命故にな！」

「なんなのさ、その運命って！」

「そんなことも知らないまま汝は戦うか──だから汝は愚かだというのだ！」

　シャルの背中の輝かがやく巨大な時計が浮かび上がる──その文字盤の針が、信じられない速度で逆回転を始めた。同時に、周囲の凍りついた風景が、光に吞のみ込まれて消えてしまう。

「な、なにごと!?」

【　《滅神咒具エスカトロイ》、〔時じ喰くうゾヴァル・グヴァン〕の《凍時鐘計ヴエルドツエ》との共鳴を確かく認にん。　】

【　〈神覇融合インモルテル〉モード、輪廻機関アンフイニが起動されました。　】

「そうか、我が輩と汝。二つの《滅神咒具エスカトロイ》の〈神覇融合インモルテル〉が共きよう振しんし、時を超えていくのか……よかろう、ならばその眼めで見るがいい、我らの宿命を！」

「これは……」

　周囲の光景が歪ひずみ──やがて、大平原を埋うめ尽つくす大量の騎士たちが魔族と戦う光景が映し出された。

　元の世界に戻った!?　いや、違う。平原には雪がない。そして、上空では、漆しつ黒こくの〈魔ス元ク素レ〉に身を包む人物と、黄金の〈魔ス元ク素レ〉につつまれた二人の人物が、自在に飛びながら激しく何度もぶつかっていた。その二人の顔は──

「父さん、母さん！」

「ゴドー・ルーの聖戦──三十年前の決着の地である」

「二人は、本当に戦っていたんだ……」

　光景が歪む──どこかの部屋の中に場面が変わった。室内には若いころの父と、母の二人がいた。二人は緊きん迫ぱくした表情で話し合っていた。

「ダメだ、人類と魔族の衝しよう突とつは避さけられない！」

「魔族が移り住むには、バーガントは狭せますぎる……だが我らも行くアテがない。我は〈魔王コシユマル〉として、人間を皆みな殺ごろしにしてでも、魔族の住むべき世界を作らねばならない」

「そんなことはわかってます！　けど……あぁ……シャルムをもう一度説得する！　なぜわたしとあなたが戦わねばならないのです！」

「安心しろ。戦えば人類に勝ち目はないだろうが、お前だけはペットのサルとして飼ってやる」

「それも悪くない我が人生──いや、ダメだ！　わたしはあなたの愛が欲ほしい！」

「愛？　なんだ、それは」

「愛とは、世界の全すべて。人間が生きる全て、この世でもっとも価値のある宝です」

「ふん？　よくわからん。いつもの世よ迷まい言ごとか」

「酷ひどいですよっ、〈魔王コシユマル〉様！」

　また場面が変わる。

「もうどうしようもない。戦争の泥どろ沼ぬま化が止まらない──すでに七つの国が滅ほろびたのに、誰も戦争をやめようとしない！　なぜみんなわかってくれないんだ！」

「あぁ」

「魔族も人間も相あい容いれない──どちらかを皆殺しにするまで戦いは終わらない」

「終わらせる方法があるとすれば？」

「どうやって？」

「〈魔王コシユマル〉たる我が死ねば、魔族は瓦が解かいする」

「それでは魔族が全ぜん滅めつする」

「全滅はせん。魔族はこのまま、今まで殺した人間に擬ぎ態たいする。我らにはそのような能力がある──〈魔ス元ク素レ〉がうすいこのバーガントは、魔族本来の姿だとかなり息苦しい。この大地に適応した生命、人類に擬態したほうが、我らも暮らしやすくなる」

「そう、か──なら、戦争を終わらせることができるかもしれない……わたしとあなたが協力すれば！」

　二人の会話を順番に聞き、シュンは、そうか、と気づいた。二人が戦い、相打ちになっても生き残った理由──二人は、戦争を終わらせるためのお芝しば居いをしたのだ！

　また場面が変わった──今度はどこかの小さな木造家屋の中──見覚えがあった。シュンたちが以前暮らしていた、山奥の隠かくれ家が。

「やった、生まれたぞ、女の子だ！　かわいい女の子だ！」

「見せてくれ……角つのがないな」

「人間と変わらない外見だ……角がないとダメか？」

「いや、かまわぬ。このバーガントで生きていくには、むしろこの外見がよかろう」

「確かに──そうだ！　この子の名前を考えないと！　女の子だから、あなたに似た美人になりそうな名前がいいな。どんな名前にしようか……」

「我が娘むすめ、シャルドネよ。そこの男がお前の父だぞ」

「え!?　もう名前つけちゃった!?」

　そうか、これはシャルが生まれた日の出来事──

「この子が大人になる頃ころには、バーガントももっと住みやすい世界になればいいな」

「まだ戦争の傷きず跡あとが消えていない。人間に擬態した魔族も、今は大人しいが、いつまた暴れ出すかわからない……問題は山積みだ」

「でもせめてこの子には、こんな他人から隠れ住むような人生を送って欲しくはない」

「そうだ──いつか来て欲しい。人類と魔族が、共に同じ街で問題なく暮らせる世界が」

「我らの愛の結けつ晶しようが永遠に続く世界が」

　そう呟つぶやく両親の姿が、シュンの記き憶おくと重なって、少し嬉うれしくなった。だが──

「世迷い言だ」

　シャルの声──気づくと、シュンの頭上にシャルの姿があった。

「父も母もまだわかってなかったのだ──我が輩はいたちの宿命を」

「どういうことなの!?　シャル姉のいう、宿命ってなに!?」

「我が輩は、強い」

　シャルは自分を指さした。

「我が輩だけではない。汝の姉妹はみな優ゆう秀しゆうだ──それはなぜだ！」

「それは……父さんと母さんが、〈天聖騎士エヴアンジル〉と〈魔王コシユマル〉だったから？」

「半分正解だが、半分違ちがう──我らが魔族と人類の子供だからだ！」

「それがどうしたの？」

「雑種強勢を知らんか──遺伝系統が異なる両親から生まれた子供は異型接合の雑種となり、両親よりも優良な形質を発現することがある。それが雑種強勢である」

　つまり、シャルたちがそれだということか。

「魔族以上に頑がん強きような肉体、人間以上の成長力、それらを併あわせ持つ我が輩たち姉妹は、このバーガントで最も優れた種族なのだ！」

「いいことじゃない」

「だが同時に、我が輩たちは種族として破は綻たんしている」

「どうして？」

「汝は不可解に思わなかったか？　汝は別として、我が輩たち姉妹がなぜ姉妹なのか!?」

「どういうこと？」

「子供が十二人、双そう生せい児じなどの多た胎たい児は一組もいない！　その十二人が全員女である可能性がどれほどのものか、汝は考えなかったのか!?　それがどれほど低い確率なのか！　それが単なる偶ぐう然ぜんで片付けられるのか!?　否いな、もはやこれは必然である！」

「じゃぁ……まさか！」

「そうだ。魔族と人間の間の子は、必ず女児となる。




　そしてそれ故に、我が輩たちは子孫を残せぬ！」




「なんっ、で!?」

「子供の作り方も知らぬか、シュン。女児のみでどうやって子供を生なす！」

「それは……いや、でも、男の人は他にもいるじゃない？」

「我が輩たち雑種は、魔族の男、人間の男、どちらと交配しようと子供はできぬ。すでにメルが証明済みである！」

　それが──シャルが言っていた、呪われた宿命？

「別段不可解ではない。雑種は雑種、種が、遺伝子がもともと異なっているのだ！　雑種強勢で生まれたものの生せい殖しよく機能に問題がある事例は事欠かぬ。また、仮に子を生せた場合でも、雑種同士の子供は、優良形質を受け継つがぬ可能性が高い！」

　知らなかった──シュンは、うめく。そんな事実、初めて聞いた！

「察しの悪い汝なんじでもわかったであろう──人類と魔族が共存すれば、我が輩たちのような存在が増えていくことになる！　だがそうなれば、人類も魔族も、双そう方ほうの種族がやがて滅ぶことになる！　故ゆえに、この二つの種族が交わってはならぬのだ！」

「そん、な……」

「汝は、言ったな──父と母、異なる種族でも愛し合うことができる証しよう拠こが我らだと──笑しよう止し！　全くもって笑止千せん万ばん！　まさに世迷い言である！　我が輩たちの存在そのものが異なる種族が交わってはならぬという証拠に他ならぬのだ！　だから我が輩は人類との戦争を決意したのだ！」

「でも、ボクは……ボクらは……」

「我らはなぜ生まれたのか──それは永遠の命題である。だが生物の存在意義が己おのれの子孫を残し、種を繁はん栄えいさせることだと仮定するならば、我が輩たちは生物として破綻した完全なる失敗作に他ならぬ!!」

「…………」

「故に我が輩は認めるわけにはいかぬのだ。我が輩たちの悲劇を繰くり返さぬためにも、人類と魔ま族ぞく、相容れぬ種族を再度分断せねばならぬのだ！」

「うっ……」

　自然、シュンの目からは涙なみだがこぼれた。大おお粒つぶの涙が、止めどなくこぼれ落ちていく。

「ショックのようであるな、シュン。だがこれで理解したであろう、我らの宿命を！」

「違うよ、シャル姉……これは、嬉しくて泣いているんだ」

「嬉しい？　我らの不幸がそんなに嬉しいか!?」

「違うよ──やっとわかったんだよ。なんでボクが、この世に生まれたか、その理由が」

「汝の本質は無価値──すでに伝えたはずである！」

「違う。ボクは──ボクは、シャル姉の家族になるために生まれてきたんだよ」

　シュンは涙をぬぐって両りよう腕うでを広げた。

「父さんと母さんがなんでボクを育ててくれたかわかったよ。血のつながりのないボクが本当に家族になれるかどうか、それを確かく認にんしたかったんだ！」

「なぜそう考える」

「シャル姉たちは子供を残せない──けど、血のつながりのないボクでも家族になることができたのなら、きっと、シャル姉たちも子供を作ることができる。血のつながりなんて、必ずしも重要なことじゃないんだよ」

「汝にとって都合のいい解かい釈しやくであるな！」

「そうだね……でも、きっとそういうことなんだと思う──シャル姉、ボクは今、はっきり胸を張って言う。ボクはシャル姉の家族だ。シャル姉がなにを言っても、もうボクの気持ちは絶対に揺ゆるがない！」

「汝では家族になれぬ」

「とっくになっているよ、シャル姉。ボクは、あなたの弟だ」

　シュンは、時空を超こえた空間の中、姉に一歩近づいた。シャルは、動かない。シュンは膝ひざを曲げ、シャルと視線の高さを合わせると、シャルの小さな体を抱だきしめた。

　シャルの小さな体が、シュンに熱を伝えてくる。シャルは抵てい抗こうせず、シュンになされるがままだ。

「シャル姉……好きだ、大好きだ。愛している。あなたのことを愛しています」

　シャルの唇くちびるに、親愛の口づけをした──シュンの感じているこの感情を伝えるには、こうするしかないと感じたからこその行動である。シャルは、やはり抵抗せず、シュンの唇を受け入れた。ちゅっ、くちゅっ──そしてゆっくりと唇を離はなしたとき──シャルの赤い瞳ひとみが、シュンを至し近きん距きよ離りから見つめてきた。

「……気安いな、シュン」

「シャル姉？」

「いい加減離れろ──気持ち悪いわ、下郎！」

　ドッ、シュンの腹に、シャルのヒザが突つき刺ささった。ごふっ、呼吸ができない。同時にシャルがシュンの顔面を鷲わしづかみにしてくる。

「まだわからぬのか、シュン──我が輩たちのこの呪のろわれた宿命。家族など、我が輩たちには無意味きわまりない存在なのだ！　なぜなら、我が輩たちは滅びゆく種だから！」

「それでもボクはあなたの家族だ」

「よかろう、ならば見せてやる、そして今度こそ絶望するがいい!!」

　周囲の光景が、また変化する。上空に浮うかぶ巨きよ大だいな時計の針は、もはや目視不可能な速度で回転していた。

　やがて──シュンとシャルは、なにもない地上に降り立った。

　一面が赤茶けた土で覆おおわれた、荒あれ果てた大地。ムッとした空気が満ちている。空はどんよりと濁にごり、茶色い太陽が重い日差しを放っている。

「ここは、どこ……」

「なにを言っておる──ここはジュヴレーヌだ！　汝の愛する土地だ！」

「え!?」

　そんなこと、ありえなかった。なぜなら、ジュヴレーヌ王国は全体的に豊かな大地に覆われた国である。こんな、一目見ただけでわかるほど荒こう廃はいした場所なんて……

　しかし、シュンは気づいた。赤茶けた土に覆われた向こうにある岩──大きな岩だと思ったそれは、ボロボロになった建物の残ざん骸がいだった。そしてその特とく徴ちようある形──あれは、ジュヴレーヌ王都の王宮!?

「現在より千年後のジュヴレーヌ王国である！　ここだけではない。バーガント全土がここと似た状じよう況きようとなっておる。環かん境きようは破は壊かいされつくされ、生命の大半が死し滅めつした世界！」

「なんで、こんな……」

「魔族と人類が交わったからだ。二つの種族が交わり、その子が増えれば増えるほど、種族は滅めつ亡ぼうの道へと突き進む以外に未来はないのだ！　あの豊かなバーガントがわずか千年！　たった十世紀ほどでこのような死の世界へと変へん貌ぼうするのだ！　これを絶望と呼ばずしてなんと呼ぶ！　我が輩はこの絶望を知ったとき、この絶望を回かい避ひすることこそが我が輩の使命だと悟さとった！　故に、我が輩は〈魔王コシユマル〉となり、この戦争を始めたのだ！」

　強い決意とともに語るシャル。シュンは、姉もまた、壮そう絶ぜつな覚かく悟ごの末に、今も戦い続けていることを知った。その覚悟は、シュン自身の覚悟よりはるかに壮そう大だいなものだった！

「シュン、汝は受け入れるのか!?　この絶望しかない未来を！　それでもまだ、人類と魔族が仲良しこよしな世界を夢見るか！　この絶望を汝は認めるのか！」

「ボクは……ボクは、絶望はしない」

　シュンは答えた。

「確かにボクらの未来はこうなってしまうのかもしれない──けど、シャル姉の選せん択たくで未来が回避できるとは限らない。ならボクらは、現在という時間を精せい一いつ杯ぱい生きていくしかない。その生きた結果が滅亡しかないなら──そのときは受け入れるしかない」

「まだ世迷い言をいうか！　耳みみ障ざわりのいい言葉と甘い現状認識が、世界を破は滅めつへと追い込むとなぜわからん！」

「人類も魔族も、ボクにとっては大切な存在だ！　けど……ボクはそれよりもなによりも、シャル姉のことが大好きなんだ。愛してる」

「言ったはずだ、馴なれ馴なれしい！」

「何回拒きよ絶ぜつされようとかまわない──あなたが否定し、拒こばみ、全すべてを自分から遠ざけようと、ボクは、あなたを愛している。なにがあったってボクだけはあなたの家族なんだと、世界の果てに行こうとも叫さけび続けるよ」

　シュンは、再度シャルの体を抱きしめた。シャルの返事は、拳こぶしだった。姉の容よう赦しやない鉄てつ拳けんがシュンを打ち抜ぬく──が、今度のシュンは、絶対にシャルを解放しなかった。

「シャル姉。ボクの大好きなお姉さん──ごめんなさい。シャル姉は、こんな絶望を抱かかえて今まで生きてきたんだね。その苦しみに気づいてあげられなくて、ごめんなさい。だけどもういいんだ。もう一人で苦しまなくても、その苦しみの半分はボクが背負うから──だからシャル姉、一いつ緒しよに行こう。一緒に同じ時間を生きていこう。たとえ絶望しかない未来でも、ボクはシャル姉さえいれば、絶望を乗り越こえられると信じているから……」

「ぬぅ……」

　シャルは、シュンの腕うでから逃にげられないと悟り、うめき声を漏もらした。

　そして二人を照らす上空の時計の針は狂くるったように回転を続け、荒廃した大地がさらに崩くずれ、消失してしまった。

　無数の星が浮かぶ宇宙へと投げ出された二人。だがその星々の煌きらめきすらもやがては死滅し──そして二人の周囲を、なにもない闇やみのような世界が包み込んだ。

　時計の文字盤ばんは輝かがやきを失った。高速回転していた針は砕くだけ散り、文字盤の数字は、見たこともない文字で埋うめ尽つくされていた。

「時の流れが止まったのである──ここが世界の果て、時すらも死滅した終しゆう焉えん世界。行き着くところまで来てしまったようである」

　シャルがつぶやく。

「……最終的には、人類も魔族も世界も──一いつ切さい合切が消えゆく定め。そんな世界の理ことわりの中、人類が今すぐ滅ほろぼうと、一万年栄えようと、そんなことは些さ細さいな違ちがいか……」

「シャル姉。ゴメン。そしてありがとう。シャル姉は、ボクらのために──ボクらが生きる世界を護まもるために、この戦争を始めてくれたんだね。ありがとう、本当に。でももういいんだよ、シャル姉はそんなにがんばらなくてもいいんだ……もっとボクらを頼たよってよ。ボクらみんなが力を合わせればきっと、また違う選せん択たく肢しだってできるはずだから……」

　時間さえも消え去った世界にたった二人、姉と弟は残された。

　シャルは、世界にはなにもないという空くう虚きよな事実をつきつけられ、これまで張り詰つめていた想おもいが、ひどくバカバカしいと思うようになった。

　そしてなにもない世界で唯ゆい一いつ実感できるのが──自分にしがみつく弟の温ぬくもりだった。

　皮肉だった。

　全てが消え去り、無価値となった世界の中、唯一残ったものは、自分が無価値だと断じた弟だったのだから。

「シュン……汝なんじなら、我が輩はいとは違う選択肢をするのか？」

「ボクは人類も魔族も一緒に繁栄できる世界をめざすよ」

「そんな世界はありえないと、わかった今もか」

「ありえないことはないよ──ボクらが見た未来なんて、無数に枝分かれする無限の世界の中の一つでしかないんだから」

「……よかろう、シュン。汝の好きにせよ」

　シャルが、少しだけ、表情をゆるめた。

「汝の未来になにが待ち受けるかを、我が輩は汝の隣となりで見届けよう──たとえ結局は絶望につながる未来だったとて、それを汝と見物するも一興よ」

「シャル姉！」

　シュンが、シャルの胸にすがりついた。弟の頭に手を回すシャルの顔がほころぶ。

「マザコンめ……我が輩とて母性がないわけではない。母が恋こいしいならば、この姉に甘えるがよい、好きなだけな」

「うん……ありがとう、シャル姉……本当に、あり、が……と…う」

　シュンの体を包む黄金の〈魔ス元ク素レ〉が、ふっと消えた。同時に、シュンの全身から力が抜ける。シャルは慌あわててシュンの体を支えた。

「どうした、シュン!?　──そうか、完全に力を使い果たしたか」

　もともとシュンの肉体は、〈神覇融合インモルテル〉の反動でボロボロだった。なのにムチャをしてまた〈神覇融合インモルテル〉を使い、シャルと時空を跳とび越えるという離れ業わざさえやってのけたのだ。これまで生きていたことこそ奇き跡せきだ！

「いや、時空さえをも支配する我が輩の権能──弟の寿じゆ命みよう一つ操あやつれんでどうする！　汝をここで死なせるものか！」

　叫び、シャルは右腕をシュンの胸の上に置いた。だが──シュンに変化はない。

「そうか……時すらも死滅した世界の果てでは、我が輩が操るべき時間が存在せぬのか」

　シャルの目の前で、シュンの体がゆっくりと崩れだした。

「虚きよ無むに包まれる世界の終焉──この世界に生身の肉体が耐たえられるわけがないか」

　シャルは、シュンの体を抱きしめた。自分の体よりも大きな弟の体を、世界の浸しん食しよくから護ろうとした。

「ぬぅ、操るべき時間がなくてはかくも我が輩は無力……否いな、時間はまだのこっておる！」

　シャルは自らの胸を叩たたいた。

「我が輩自身の寿命を、シュン、汝にくれてやろう！　それで汝がどの程度生きられるかはわからぬが、我が輩が汝にしてやれる最後の贈おくり物だ、受け取るがよい！」

　シャルは、意識のないシュンの唇に自らの唇を重ねた──シャルの体内にある生命の鼓こ動どうが、シュンへと流れ込んでいく。

　だが、どれだけシャルが力を込こめようと、シュンは目覚めなかった。

「ダメ、か……この程度の寿命では、シュンを生き返らせるほどの奇跡は起こせぬ……」

　苦しげにうめく。シャルは、これ以上寿命を受け渡わたせば自分が死ぬと自覚していた。

「かまうものか──我が輩の寿命を残したところで──もはや我が輩は、この孤こ独どくには耐えられぬ……汝の愛を知った今では……」

　シャルは、自分の持つ全ての力を弟に明け渡した。だが、それでもやはりシュンに変化はない。力ちから尽つきたシャルの肉体がシュンの肉体と重なり、双そう方ほうとも動かなくなった。

　そしてどれくらいの時間が過ぎただろう──否、もはやこの世界に時間の概がい念ねんはない。

　ドクン──かすかに、シュンの胸が波うった。

　そして──シュンは目を覚ました。

「……ボク、生きてる？」

　自分に重なるようにしてグッタリしているシャルの存在に気づくシュン。

「シャル姉!?　……生きている？」

　意識のないシャルの小さな体。だが小こ柄がらな割に豊かな胸むな元もとが、かすかに動いていた。

「よかった……って、全然よくないか」

　シュンたちの周囲は、虚無によって包まれていた。自分の周囲にはなにもない、世界の終焉──このままここにいたら、やがてはシュンもシャルも死に絶えるしかない。

　シュンはシャルを抱だきかかえて立ち上がり、叫んだ。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》！　元の世界に戻もどるにはどうしたらいい！」

【　不可能です。　】

「どうして!?」

【　世界の終焉にはなにもありません。　】

【　全ては虚無に吞のみ込まれます。　】

【　脱だつ出しゆつは不可能です。　】

「そんな──」

「いや、不可能ではなかろう」

「シャル姉!?」

　シャルがシュンの腕の中で目を覚ました。その片手には、シャルの《滅神咒具エスカトロイ》、《凍時鐘計ヴエルドツエ》が握られていた。複雑な文字盤の上の針は、現在動きを止めていた。

「我が輩と汝の《滅神咒具エスカトロイ》を再度共鳴させ、全ての力を注げば、この世界を脱出するだけの力は出せるであろう」

「ならやろう！」

【　すでにマスター登録者の寿命は限界です。　】

「かまわない。ボクはともかく、シャル姉だけでも助けないと！」

「愚おろか者め、シュン──元の世界へは、我が輩と汝、二人で帰るぞ」

「そうだね、シャル姉」

　そして──シュンの全身を、再び黄金色の輝きが包んだ。

【　〈神覇融合インモルテル〉モード、輪廻機関アンフイニが起動されました。　】

　シュンの目の前の虚無の間に、光の裂さけ目のようなものが生みだされた。そこをくぐり抜ければ脱出できる──




〔ミ・ツ・ケ・タ〕




　そう思った瞬しゆん間かん、シュンははっと背後を振ふり返った。

　この裂け目が生みだされた瞬間、何者かがこちらへ近づいてくる気配を感じた……なんだ、この気配？　今までなにも感じなかったこの終焉世界の中にいきなり現れた。とんでもなく巨きよ大だいな気配。虚無の海の底で蠢うごめく、得体の知れないほど強大で不ふ明めい瞭りような存在……

「シュン？」

「あ、うん、ゴメン」

　シャルはなにも感じていないようだ。シュンも、長居してはいけないと本能的に感じ、裂け目に飛び込んだ。

　裂け目を抜けた先には、眩まばゆいほどの光が無数に輝いていた。

「この光は……」

　なんとなく、覚えがある。どこかでこれと似た光景を見たような……

「無限に分ぶん岐きする並行世界の狭はざ間まに我が輩たちはいる」

　シャルが、シュンの腕の中で語る。

「あれらの輝きの一つ一つが世界だ──無限の世界の中、我が輩たちが来た世界がどこかにある。それを探せ、シュン」

「どうやって!?」

「道しるべなどないからな。気配をたどれ──すまんが、後はまかせる」

　シャルが目元を押さえた。

「寿命を明け渡したことでだいぶ消しよう耗もうした。今の裂け目をこじ開けるので、最後の力も使い果たした。我が輩は、少し眠ねむる」

　宣言するや、シャルはシュンの腕の中で眠ってしまった──初めて見る姉の寝ね顔がお。起きているときからは考えられないくらい、あどけない寝顔だった。

　ともあれ、無数に存在する光の世界、右も左も上下の感覚すらもない中をシュンはシャルを抱かかえてさまよった。

「いっぱいありすぎてわからないよ……」

　シュンは、意識を集中させた。こうなったら頼れるのは、シュンがもっとも慣れ親しんだ気配。家族の気配だ。

　シュンが今最も会いたい人物を心に描えがき、その人物の気配をひたすら集中して捜さがす。

　そして──かすかだが、確かに感じ取った。シュンのかぶる《凱旋門兜ドウリオンフ》と似た気配を。

「ソフィー、みんなっ！」

　シュンはその気配を頼りに光の間を駆かけていった──どれくらいの距きよ離りを走ったかわからない。いくら走っても疲つかれを感じない。この世界でも時間は関係ないのかもしれない。

　そして──シュンは、ついに目当ての世界を発見した。眠り続けるシャルの体をしっかり抱きかかえ、シュンはその世界の中へと飛び込んだ。







「シュナブランさん!?　いったい今までどこに行っていましたの!?」

　聞き覚えのある声──だが、予想していたのとは違ちがう声だ。シュンは、あれっと、首をかしげながら周囲を見た。

　そこは同盟軍の司令部──最初にシュンとシャルが戦った場所だ。壁かべなどが破は壊かいされ、寒風が容よう赦しやなく入り込んできていた。

　そして目の前にいるのは、金きん髪ぱつの美しい王女、リュリシアだった。

「リュリシアさん？　なんでここにいるの」

「こっちのセリフですわ！　あなたたちは急に空から消えたと思ったら、いきなりここに戻ってきて……って、あなた、抱えているのはもしかして〈魔王コシユマル〉!?」

「うん、そう、ボクの、大切な姉さん」

　シュンは眠りこける姉の体を、とりあえず近くに転がっていたイスの上に横たえた。

「多分もう暴れたりしないはずだから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「……あなたは、本当に、いつも予想外のことをしてくれますわね」

　リュリシアは、もう慣れましたわ、と嘆たん息そくしていた。と──そこでシュンは気配を感じた。シュンを呼ぶ気配──それは、リュリシアの持つ美しい剣けんだった。一目見ただけでただならぬ気配を感じる、不思議な剣……もしかして、この剣がシュンを呼び寄せた？

「リュリシアさん、その剣はなに？」

「あなたはそんなことも知りませんの？　まぁいつものことですわね……ジュヴレーヌ王国に代々伝わる宝剣ですわ」

　ジュヴレーヌの宝剣とシュンの間に関係があるとは思えなかった。気のせいか。

「ダメです、リリィ様！　八方手を尽つくして探していますが見つかりません！」

　バタバタと、あわただしくアンジュが入ってきた。

「どうかしたの、アンジュさん？」

「シュナブランさん、あなたはあいかわらず暢気のんきですね、この一大事に！」

「ごめんね。よくわからないけど、ボクにできることなら手伝うよ」

「えぇ、ついさっきいきなり消失したシュナブランさんと〈魔王コシユマル〉がどうなったか、今騎き士したちを総動員して捜そう索さく……なんであなたがここにいるんですかっ!!」

「アンジュさん、ノリツッコミとかするんだ……」

　そんなシュンに対し、顔を赤くしたアンジュはますます怒いかりを募つのらせていた。

「あいかわらずあなたは人に心配ばかりかけて！　少しは反省しなさい！」

「ごめんなさい」

「こちらから兄さんの気配がしました！」「兄？」「ワタクシの聖なる神、シュ～たんはここですか!?」「ルウウウウウウウウウ!!」

　と、ソフィーとティン、リースにルケもやってきた。みんなに心配かけちゃったかな、とシュンは手を振る。

「あ、どうも、みんなただいま。ボクなら平気……」

　と、言った瞬間目眩めまいがしてシュンはヒザをついた。ケホッと、咳せきとともに口の中に血の味が広がった。元気になったと思ったのに、やっぱりダメだったか、とシュンは悟さとり、そのまま床ゆかに倒たおれた。

「兄さん！」「兄！」「シュ～たん！」「シュン！」「どうしたのですか、シュナブランさん!?」「ソフィー卿きよう、説明なさい！」「兄さんは、もう寿じゆ命みようが残り少なくて……」「聞いてませんわよ、そんな話！」

「五う月る蠅さいのである!!」

　一いつ喝かつが響ひびく。全員がそちらを見ると、イスの上でシャルが伸のびをしながら起き上がった。

「我が輩はいの眠りを妨さまたげる愚か者は誰だれだ!?」

「今それどころではないのです！　兄さんが！」

「ソフィー卿？　仮にも〈魔王コシユマル〉を相手にそれどころはないなんて……」

「あぁ、シュンのことか。よかろう。全員どけ」

　シャルが立ち上がり、シュンに近づくとその胸の上に小さな手の平を重ねた。

「……これでよかろう。シュンの時間を凍こおらせた」

「どういうことですか？」

「縮んだ寿命を引き延ばすことは、我が輩にもできん。だから今、時間を凍とう結けつさせた。シュンが完全に死ぬ前にな。我が輩が解除しない限り、シュンはこのまま仮死状態となる」

「でもそれではなんの解決にもなっていないでしょう！」

「今いま頃ごろメルがシュンの特効薬を開発中のはずである。あ奴やつなら、時間さえあれば完成させるであろう。なれば我が輩はそれまでの時間を稼かせぐだけである」

「なら最初からそうしやがれ！　なのです！」

　と、室内に飛び込んできたクロロがシャルに向かって叫さけぶ。クロロは半泣きだった。

「シュンが死ぬかと思って泣いちゃったのです！　無む駄だな涙なみだを流したのです！」

「はいはい、泣かないの～。クロちゃん心配したものね～」

　遅おくれてやってきたアリアがクロロの頭をなでてよしよしとしている。

　かくして、周辺にいる姉妹きようだいが勢せい揃ぞろいしたわけである。

　見なれない顔がいきなりやってきたことで、司令部周辺の騎士たちはとまどいを隠かくせない様子だった。

「おい、そこの小こ娘むすめ」

「わたくしですの？」

「こちらへ来るのである」

　どかっとイスに座り直したシャルが、ちょいちょい小さな指を動かしてリュリシアを呼ぶ。その態度にアンジュが激高した。

「リリィ様に対して無礼でしょう！　いくらあなたが〈魔王コシユマル〉だろうと……」

「五月蠅い小娘である。シュンの知り合いでなければ、斬ざん首しゆにしてるところだ」

「いいのですわ、アンジュ。あなたはひかえなさい」

　リュリシアがシャルの前にきても、シャルはイスから立ち上がろうともしない。

「それで、どうなさいましたの？　まだ戦う気ですの？」

「戦えば、我が輩が勝つのは目に見えている。勝敗のわかった勝負ほどつまらぬものはなかろう──だからもうこれ以上は戦わん」

　シャルの言葉に、室内全員が注目していた。

「戦争は終わりだ。無論、汝なんじが賛同すればの話ではあるが」

「無論わたくしも同意見ですわ。停戦に、同意していただけますのね？」

「停戦でも休戦でも講和でも好きにせよ。そのかわり、魔ま族ぞくの安全を保障せよ。昨年までのベドリュス大帝てい國こく領の範はん囲いを魔族の領土と認めよ。それが我が輩の要求だ」

　シャルはつまり、今回の戦争が始まる前の状態に戻もどそうと言っているのだった。

「そちらの要求ばかりを一方的に吞のむことはできませんわね」

「ケツの穴の小さい小娘である！」

「大きなお世話ですわ！」

「であるが、なんの功績もなしでは汝のメンツも立つまい──よかろう。〈魔王コシユマル〉である我が輩が捕ほ虜りよとなろう。残る魔族にも、我が輩が人ひと質じちになったと伝えれば無駄に戦いはせんだろう」

「よろしいんですの？」

「かまわん。我が輩が捕虜となってやる。感謝するのだな」

　イスに座ったまま、捕虜とは思えないほど偉えらそうな態度でシャルが告げる。

「丁てい重ちような扱あつかいを要求するのである。南向きで日当たりのいい寝しん室しつと、大きな浴よく槽そうのある浴室、くつろげる居間のある居住空間を要求する。食事は日に三度。間食は二回。食事は毎回ジュヴレーヌの名物料理を出すこと。夕食には酒も供すること──それらの条件を認めるなら、捕虜となってやろう」

　話を聞いていたアンジュは、思わず大口を開けてしまった──そんな要求を出す捕虜なんて聞いたことがない。リュリシアも、呆あきれた様子だ。

「ムチャクチャな要求ですわね」

「ムリならしかたあるまい──戦争を続けるか？」

　シャルが眼まな差ざしを細めた。その眼めに殺意が宿る。

「我が輩はかまわんぞ。別に続けても、勝つのは目に見えておるからな。小娘。汝のクビを今すぐ引きちぎって──」

　シャルの言葉が途と中ちゆうで止まった。なぜなら、瞬しゆん間かん的にソフィー、ティン、ルケ、リースがイスに座ったシャルを包囲し、それぞれの武器を姉に突つきつけたからだ。

　シャルは特に動じたそぶりも見せず、イスの上で肩かたをすくめた。

「冗じよう談だんだ──姉の小こ粋いきなジョークも解かいせぬ無ぶ粋すいな妹をもって、我が輩は不幸である！」

「シャル姉の冗談は趣しゆ味みが悪すぎます」

「いえ、けっこうですわ。そちらの要求は、ほぼ受け入れます。そのかわり、無む闇やみに外出はしないと約束していただけますかしら？」

「居い心ごこ地ちさえよければ、我が輩はそうそう出歩かん」

　リュリシアは、うなずいた。

「全軍に通達！　現時刻をもって全すべての戦せん闘とう行こう為いを停止！　休戦条約締てい結けつの準備を！」




　かくして──同盟と帝てい國こくとの戦争は、終結した。








終章　王と戴たい冠かん式と真の『敵』









　大陸歴七百九十六年、一の月──シュンは新年をジュヴレーヌ王都で迎むかえた。

　タスク平原での決戦後、シュンはシャルの力で眠ねむらされ、ジュヴレーヌ王国に帰り、そのまままた病院へと送り戻された。

　シュンが眠っている間もメルは頑がん張ばってくれた。そして一ひと月つきを待たないうちに、メルは新薬を開発してくれた。

「とりあえず試作品が出来たデス」

　目を覚ましたシュンに、メルが薬を差しだしてきた。

「すでに投薬はすませたデス。こちらの経口薬は毎日飲むデス」

「これでボク、助かったの？」

「そうでもないデス。根本的に、寿命の尽きた人間を生き返らせるなんて、神様でもできないことデス。これは正直その場しのぎ的な効果で、薬を毎日飲んで、飲むのをやめたら兄上はすぐ死ぬデス。飲み続けても、十数年もすれば限界デス」

「そうなんだ……」

「でも十年も時間があれば、あたしが特効薬を開発できる可能性も高いデス。期待せず待ってるデス」

　と言って、メルはまた研究室に戻っていった──あの子にはまだまだ迷めい惑わくをかけることになりそうだった。

　でもまぁ、シャルの能力があればメルの研究時間はいくらでも確保できるとわかったので、大だい丈じよう夫ぶだろうとシュンは気楽に考えていた。

　そしてその姉は……

「シュン。わかっているのか？　我が輩がいなくば、汝はとっくに死んでいたのだ。言わば我が輩は汝の命の恩人である」

「もちろんわかっているよ。ボクの命はシャル姉のおかげで続いているんだからね。本当にありがとう」

「うむ、ならばよい」

　シャルが暴れさえしなければシュンの寿命ももうちょっと長く残っていたのではないかと思わないわけではないが、シュンは笑いながらその言葉を吞み込んだ。

　シャルに感謝しているのは事実だし、特別恨うらんでもいない。そしてなにより、こうしてまたシャルと一いつ緒しよに暮らせることになったのだから──

　そう、シャルは現在ジュヴレーヌの捕虜となっていた。リュリシアは律りち儀ぎに約束を守って、シャルのためにわざわざ王宮内の部屋を用意してくれた。捕虜というよりほとんど賓ひん客かく扱あつかいである。その部屋でシャルはずっと暮らしていた。

　毎日昼くらいまで寝ねていて、起きたら適当に運動しつつ美お味いしい食事を要求し、王宮内を勝手に歩き回り、夜は深夜まで酒盛りをして、自由に暮らしていた……もう、賓客というか、居い候そうろうだ。

「ジュヴレーヌも悪くない。住むにはいい国である」

「そうですね。美味しいお茶も飲めますし」

「美う味まい肉があるのはいいよな」

　シャルの部屋には、なぜかリースとルケもいた。

「えっと……リース姉さんとルー姉さんは、なんでここにいるの？　二人は別に捕虜でもなんでもないよね？」

「ワタクシが住むにふさわしい聖なる部屋でしたので、移り住むことにしました」

「ま、アタシ等どーせ行くあてがないもんな」

　そんな理由でリースとルケも住み着いていた。リュリシアが特に文句を言わないこともあり、この三人は好き勝手暮らしていた。

「しかし退たい屈くつであるな。いっそ退屈しのぎに、この国を乗っ取るか。国盗とりゲームである」

「聖なるワタクシは、そのように低てい俗ぞくなゲームに興じたりはしません──どうせほどなくこの国は聖なる神であるシュ～たんのものになるのですし」

「へっ、この国をぶっ潰つぶすんでいいなら、参加するぜ」

　……もうここまでくると、この姉たちは居候というよりジュヴレーヌの寄生虫と言ってもいいかもしれない。リュリシアは懐ふところに爆ばく弾だんを抱かかえたも同然だ……

「シュン、こちらへ来い」

「はいはい」

　姉に呼ばれて近づく。ん、とイスの上で手を伸のばすシャル。

「抱え上げろ」

　言われるまま、小こ柄がらな姉を抱え上げるシュン──別段重くないのでたいした負担でもない。だが抱だき上げるとシャルはシュンにビタッと体を寄せてくるので、なんというか……小柄な体に不ふ釣つり合いな胸とかが押し当てられて、なんとも言えない気持ちになる。

　どういうワケか知らないが、あの決戦以来、シャルとの距きよ離りが縮まった気がする。それはもちろんシュンにとっては嬉うれしいことなのだが──じっと、シュンを見つめる背後のリースとルケの視線が痛かった。

「横たえるのである」

　命令されるまま、シュンはシャルをベッドまで運び、寝かせてあげた。横着だな、と思わないわけではないが、シュンが運んであげるとシャルが嬉しそうな顔をするので、その顔が見たいばかりについついシュンは言いなりになってしまう。

「シュン、マッサージである」

「はいはい」

　指示されて、シュンはシャルの服に手をかけた。シャルが万ばん歳ざいをして、その服を脱ぬがせてあげる──昔から妹の面めん倒どうを見てきたシュンは、女の子の服を脱がせるのに慣れていた。

　裸はだかになったシャルはそのままベッドの上でうつぶせになる。シュンは、姉の腰こしあたりに馬乗りになり、その小さな体に手を当て、ゆっくりと、丹たん念ねんに姉をもみほぐしていった。

「んぅっ……シュン、もっと横である」

「ここ？」

「もっと横を、あっぅ、ん」

「う、うん……」

　背中から横に手を移動させると、脇わきのほうにまで来てしまった──シャルは胸が大きいから、うつぶせになって寝るとそれが潰れて横にはみ出してしまって、シュンの手はどう考えてもそこに当たっているのに、シャルはそこをマッサージされるのが好みらしかった。けど、傍はたからみたらけっこうマズイ体勢のような気も……

「おい、シャル姉」

　と、ルケが怖こわい顔でこっちを睨にらんでいた。

「なんでシュンにばっかりそんなことやらせるんだよ」

「我が輩はいはシュンの恩人である。シュンが我が輩に尽つくすのは、当然であろう」

「それにしては、聖なるシュ～たんをこき使いすぎかと……」

　リースも珍めずらしくおもしろくなさそうな様子だった。

「マッサージならシュンなんかよりアタシのほうが上う手まいぜ！」

　ゴキゴキ──指の骨を鳴らしながら、ルケがベッドへとやってきた。

「どけ、シュン。アタシがしっかりと、シャル姉の体をほぐしてやる」

「余計なことをするでない、ルー」

　寝そべったまま、片目で妹を睨むシャル。

「汝なんじなどより、シュンのほうがいい」

「なんでだよ！　絶対アタシのほうが気持ちいいぜ！」

　ルケが自分の腕うでをアピールする。シュンのマッサージを受けながらシャルが告げる。

「ルー。考えてみよ。汝は、自分で自分の肩かたをもむのと、シュンにもんでもらうの、どちらが気持ちいい？」

「そりゃぁ……シュンかな？」

「そういうことである。故に我が輩も、汝ではなくシュンにやらせているのだ」

「そっか……ならしかたねぇか」

　すごすご去っていくルケ──ルー姉さん、騙だまされてるよ、とシュンは思ったが、口には出さなかった。ルケがそれで納なつ得とくしたのなら、変に火種を作らないほうがいい。

「兄さん、そろそろこちらも手伝って……って、なにをやっているのですか!?」

　ソフィーがやってきて、ベッドの上のシュンとシャルを見て目を剝むいていた。

「なんでシャル姉はまた裸なんですか!?」

「別によかろう。昔何度も風ふ呂ろに入った仲である。裸など互たがいに見なれていよう」

「そういうことではありません！　だいたいシャル姉は……」

「なんなら汝もこれから一緒に入浴するか？　ソフィーにシュン、姉弟きようだい妹一緒に裸のつきあいである！」

「非常識すぎます！」

「よいのか、ソフィー──横暴なこの姉に命令されてムリヤリ風呂に入れられたと言い訳すれば、シュンと一緒に入浴できるのだぞ？　シュンは、我が輩には逆らわんからな。汝はこのチャンスを無む駄だにする気か？」

「それは……くっ、なんて魅み力りよく的な提案！　私の中で天使と悪あく魔まが争っています、どちらが一緒に兄さんとおフロに行くかを……」

　ソフィーがあっさり籠ろう絡らくされた!?

　というか、さすがシャル。気むずかしいルケや生き真ま面じ目めなソフィーが相手でもあっさり手玉にとっている。そういうところがみんなのお姉さんなんだなぁ、とシュンは感心した。




　いろいろあって──シュンはシャルたちの部屋を出て、ソフィーと一緒に王宮内を歩く。

　病院を退院したシュンはリュリシアによって、正式に騎き士しに任命された。ソフィーも同様である。二人はリュリシアの配下として、王宮内で勤務していた。

　そしてシュンはシュンにしかできない重要任務を任されていた──それが捕ほ虜りよの〈魔王コシユマル〉、シャルの相手だ。

〈魔王コシユマル〉を捕虜にしたことはすでに内外に広く知れわたり、さすがジュヴレーヌ王国だと、リュリシアは賞賛を浴びていた。そんな声があるからこそ、シャルがワガママを言っても逆らえないという事情があった。「イヤなら出て行く」がシャルの殺し文句だ。捕虜にした〈魔王コシユマル〉に逃にげられたなどとあってはジュヴレーヌの沽こ券けんにかかわるのだ。

　ただ──シャルが優ゆう秀しゆうきわまりない姉であるのは間ま違ちがいないが、やることがないときのシャルは、今までの冷れい徹てつさとは一転、徹てつ底てい的に自じ堕だ落らくになっていた。そんな〈魔王コシユマル〉の姿が知れわたってはいろいろとマズイということで、絶対に人前に出ないよう、毎日シュンが見張りをしているわけである。シャルが相手では、王宮中の騎士を動員したって相手にならないが、シュンならその相手ができるというわけだ。

　なんだか厄やつ介かいごとを押しつけられただけのような気もするが……いや、シャルは身内なのだから、身内の面倒をシュンが見るのは当然だし……好意的に考えるなら、病やみ上がりのシュンを気き遣づかって、リュリシアもアンジュもあえて簡単な仕事をシュンに回してくれたと解かい釈しやくできる。そう考えることにしよう。

「最近リュリシアさんと会ってないなぁ……王宮に全然戻もどってないんじゃない？」

「王女殿でん下かは今一番忙いそがしい時期です。戦後処理もいろいろありますし、なにより来月、戴たい冠かん式がありますから」

「そういえば、そんな話をしてたね」

「いよいよ王女殿下が正式に女王となります。主役はもちろんリュリシア殿下ですが、私と兄さんも騎士たちの最前列に並ぶことになります」

「そんな目立つところに？」

「当たり前です。私たちは一応、王女殿下の側近にあたりますから」

「そっか……ボクら、女王様の側近になるんだね」

「戴冠式には当然バーガント大陸中の元首が集まります。そういった人たちの注目を私たちは──特に兄さんは受けるはずです。今や兄さんは、英えい雄ゆうなのですから」

「なんだよねぇ……」

　ペルデを倒たおしたシュンは、今度は〈魔王コシユマル〉と戦い、捕虜にした騎士としていつのまにか知れわたっていた。王宮にいると実感はないが、世間ではシュンこそ英雄である、という雰ふん囲い気きらしい。おかげで、無む闇やみに王宮外に出るな、とアンジュには釘くぎを刺さされた。

「私たちもその準備でこの先は当分忙しくなります」

「そうだね。お互い頑がん張ばろう、ソフィー」







　大陸歴七百九十六年、二の月──ジュヴレーヌ王国新女王の戴冠式の日である。同時に、バーガント世界大戦の終結、すなわちジュヴレーヌ講和会議も予定されていた。




　その日シュンは、真新しい制服を着て王宮に来ていた。

　この日のための準備は、はっきり言って忙しかった。特にこの一ヶ月は、いつもお気楽なシュンもほとんど休きゆう憩けいするヒマがないほどの忙しさだった。

　だがそのおかげでこの日を迎むかえることができたと考えると、感無量である。

　リュリシアが正式に女王となるということで、先週から大陸中の偉えらい人が王都へと集まってきていて、シュンたち騎士の仕事はそれこそいくらでもあった。

　シュンにとって嬉しいことは、そうやって集まってくれた人の中にはアリアやティン、クロロといった姉妹きようだいもいたことだ。やはり家族がみんなそろうのは嬉しいものだ。

　となると、やはりここにいない人が気になった。モニカ、ヴィオ、シラー、それに……

「シュナブラン卿きよう」

「はい？」

　王宮の中を一人で歩いていたら呼び止められた。重々しい声だった。誰だれだろうと振ふりかえると──そこには、立派な顎あご髭ひげを蓄たくわえた老人が立っていた。

　シュンは慌あわてて敬礼をした──なぜなら、その人物はシュンでも知っているほどの有名人、ジュヴレーヌ国王、シャルム四世だったからだ。

「これは国王陛下。ご機き嫌げん麗うるわしく存じ上げます」

「かしこまらずともよい。それに、まもなくワシは国王でなくなる」

「いえ、そうはいきません」

　かしこまって答えるシュン──この人がリュリシアの父親なんだ、とシュンは思った。正直、顔はあまり似ていない。ただ、マジメそうな空気はどことなく似ている。

「ボクになにかご用でしょうか？」

　国王の顔くらいはシュンでも知っていたが、会話をしたことはない。というか、国王がシュンの名前を知っていたこと自体驚おどろきだった。

「なに、おヌシには前々から興味があったのだ──おヌシは今や、大陸中で最も有名な騎士の一人だ。にもかかわらず、ワシはおヌシとまともに言葉をかわしたことすらない」

「えぇ、これまでは機会にめぐまれなかったもので……」

「今、少し時間はあるか？」

「え？　はい、まぁ、多少は」

「少しこの年寄りの会話に付き合ってはもらえんか？　手間はとらせん」

　少しくらいなら問題ないだろうとシュンはうなずいた。そもそも相手はジュヴレーヌ王国で一番偉い人。その誘さそいを断れるはずがない。

「少し落ち着ける場所に移るか」

　シュンが連れてこられた場所──それは驚くべきことに、国王の私室だった。そのバルコニーには純白の高そうなイスと机が用意されており、城じよう壁へきの向こうに広がる王都の街並みが一望できた。

　シュンが緊きん張ちようしながら勧すすめられた席に座ると、国王が正面に座った。

「ここの光景は、リュリシアも大好きでな──あやつが子供のころは、よくこうしてここで共にお茶を飲んだものだ」

　と、侍じ女じよが静かにバルコニーへカップとポットを持ってきた。シュンと国王、それぞれの前にお茶を用意し、去っていく。

「飲むがよい」

「ありがとうございます」

　少し固くなりながら飲んだお茶は──美お味いしいけど、いつもシャルの部屋で姉たちと一いつ緒しよに飲むお茶のほうが美味しいな、と正直思った。たぶん国王が飲むこのお茶のほうが高価な品のはずなのに、なんでだろう。

「リュリシアが──娘むすめが、世話になっているようだな」

「いえ、ボクがリュリシアさん──王女殿下にお世話になっているだけです」

「ふむ……似ているな」

「なにがでしょう？」

「不思議なものだ──おヌシがそうやって、お茶を飲む仕草」

　シュンは、カップを片手に首をひねった。別段特別な仕草をした覚えはない。普ふ通つうにカップを持って、普通に口に運んで飲んでいるだけだ。

「お茶を飲むとき、少しクビが傾かたむいている」

「そうでしたか？」

　気にしたこともなかった。傾いているとしたら、ほとんど無意識だ。

「おヌシの父──サンクト・タチアナ・ローレン卿に似ておる」

　その名を聞いて、少しビクリとした。

　そうだ──シュンは以前、大勢の前で〈天聖騎士エヴアンジル〉が自分の父だと名乗ったのだ。

　そしてシュンの父は、かつてジュヴレーヌの騎士だったのだ。国王が知っていてもおかしくはない。むしろ、年代的には知っていて当然だ。

「父を、ご存じなのですね」

「ワシが最も信しん頼らいする騎士の一人だった。同時に、ワシの親友だった……惜おしい者を亡なくしたものだ」

「いえ、そんな……」

「いや、すまんな。湿しめっぽい話をするつもりはなかったのだ。おヌシを呼んだのはな、どうか娘をよろしく頼たのむと直接言っておきたかったのだ。これは国王としての命令ではない。一人の娘を持つ父親としての願いだ──シュナブラン卿。どうか、娘のことをこれからもよろしくお願いしたい」

「もちろんです」

　シュンは堂々と答えた。

「ボクの全身全ぜん霊れいをかけて、リュリシア殿下にお仕えさせていただきます！」

「頼もしいな」

　満足そうに微笑ほほえむ国王──用件はそれだけのようだった。よかった、と胸をなで下ろすシュン。いきなり呼び出されたから、なにか怒おこられるのかと思った──落ちこぼれの悲しい習慣である。

「えっと……申し訳ありません、国王陛下。そろそろ時間が……」

　シュンは失礼と思いながら立ち上がった。実際いつまでもここで過ごすわけにはいかない。シュンにだって、やることがある。

　が、立ち上がった瞬しゆん間かん──立ちくらみがして、ガクッと足から力が抜ぬけた。とっさにテーブルに手をついたら、テーブルの上のカップとポットが下に落ちて割れてしまった。しまった、とシュンは顔を青ざめさせる。

「もうしわけありませんきゅうにめまいが……」

　謝るが、なぜだろう。全身に力が入らない。口もうまく動かなくて、声がでない……

　シュンは、気づいた。床ゆかに落ちたポットからこぼれたお茶がバルコニーに広がっていく。

　バルコニーの隅すみに、小虫がいた。その虫がお茶に吞のみ込まれた。瞬間、コロリ、虫はその場でひっくり返り、足をひくつかせたあと、動かなくなった。

　──なんで、虫が、死んじゃったの？──

　シュンは必死に立ち上がろうとした。だが時すでに遅おそく、全身から力が抜け、その場に倒れ、意識を失ってしまう。

　意識を失う直前に見たのは──顔を歪ゆがめてシュンを見下ろす国王の姿だった。







　戴たい冠かん式をひかえたリュリシアは、王族の式典用の礼服を身につけ、いつも以上に身だしなみも整え、準備万ばん端たんとなっていた。

「リリィ様……お美しいです。ついにこの日が訪おとずれたのですね」

　礼服姿のアンジュが、感極きわまった声を漏もらしている。リュリシアは、涙なみだぐむ従者に、落ち着きなさい、と声をかけた。

「泣くのは早いですわよ、アンジュ。わたくしはまだなにもしていない──そう、全すべては今日これから始まるのですわ」

　リュリシアが視線を持ち上げると、壁かべ際ぎわで立つソフィーと視線があった。

「アンジュ卿。そしてソフィー卿。お二人とも、これから先わたくしを支えてくれますかしら？」

「この身果てるまで、リリィ様にお仕えします！」

「えぇ、私も同じく、お仕えさせていただきます」

「あら、今日はずいぶん素す直なおですわね、ソフィー卿」

　少し意地悪くリュリシアが微び笑しようした。

「いつものように憎にくまれ口を叩たたいてくださってもよろしくてよ？」

「私も空気は読みます──新女王陛下の素晴らしい門かど出での日に、水を差したりしません」

「そうですの……わたくしは女王となっても、あなたのことをわたくしは友人だと思っていますわよ」

「その言葉だけで充じゆう分ぶんです」

　いつになく恭うやうやしい態度で一礼をするソフィー──で、とリュリシアは室内を見回した。

「シュナブラン卿はどちらですの？」

「兄さんは……この部屋に来る約束だったのですが……」

「この肝かん心じんな場面で遅ち刻こくですか、あの人は!?」

　アンジュが顔を怒いかりに染める。

「本当にあの人はいつもいつも迷めい惑わくばかりかけて……」

「申し訳ありません」

　謝るソフィー──シュンが今どこにいるのか、ソフィー自身仕事が忙いそがしすぎて把は握あくできていなかった。そしてシュンの場合、これまでもいろんな場面で遅刻した前科があるので、今回もそうかな、とソフィーも思った。

　ただなぜか──姿の見えないシュンについて、胸むな騒さわぎがする。

　と、そのとき──バタバタバタ、ダンダンッバンッ──やかましい足音、乱暴なノック、そのノックと同時に扉とびらが開かれ、誰かが室内に飛び込んできた。反射的にアンジュとソフィーが剣けんを抜いて前に出る。

「何者です！　ここをリュリシア殿でん下かの部屋と知っての……あなたは！」

「ミュスカ卿きようではありませんか!?」

「どうなさいましたの!?」

　乱暴に入室したのは、騎き士し学園時代に三人の担任だった騎士、ミュスカだった。

　だがミュスカの姿──制服の上着はなく、シャツ姿。それが汗あせで張り付いていた。髪かみは乱れ放題。片手には抜き身の騎士剣けんを持ち、刃はにはわずかに血がついていた。一目で尋じん常じようではないとわかる姿だった。

「いったいどういうことですか、ミュスカ卿……」

「みんな、逃にげるわよ！」

　ミュスカの一いつ喝かつ。有う無むを言わさぬ口調である。

「どういうことですか。今日がどういう日かご存じでしょう。事情を……」

「説明しているヒマはないの！　時間が惜しい！　いいからわたしと一緒に来て！」

「ですが……」

「リュリシア殿下？」

　ためらうアンジュ。ソフィーがリュリシアを振ふり返ると、王女はうなずいて見せた。

「ミュスカ卿が伊だ達てや酔すい狂きようでこんなことをする人でないことをわたくしは知ってますから、事情があるのでしょう。わたくしはミュスカ卿を信じますわ。すぐ行きましょう」

「ありがとう……急いでここから逃げるわ！　走って！」

　ミュスカが部屋を飛び出す。リュリシアたちもそれに続き、ミュスカを追った。

「いたぞ！　こっちだ！」

　すぐさま背後から騎士が駆けつけてきた。全員抜ばつ剣けんしている。

「賊ぞくはこっちだ、とらえろ！」「殺害許可が出た！　殺せ！」「殿下、お待ちください！」

「リリィ様!?」

「逃げますわよ！」

　殺気だって迫せまる騎士とは反対方向へ、リュリシアたちは駆かけ出す。

「しつこいわねっ！」

　ミュスカは短く呟つぶやき、跳ちよう躍やく。天てん井じように足をつけるや、あろうことか、そのまま天井を逆さまに走り、追っ手の騎士たちの頭上へ移動、天井を蹴けり、一瞬で全員を斬きり伏ふせた。

「大だい丈じよう夫ぶ、峰みね打うちよ──走って！　こっちよ！」

　ミュスカはすぐにリュリシアたちに追いつき、王宮内を先導して走っていく。その背中を追いながら、アンジュとリュリシアは内心で驚おどろいていた。ミュスカが腕うでの立つ騎士であるとは知っていたが、実際に彼女が戦う姿は初めて見た。その実力は圧あつ倒とう的で、想像以上のものだった──ソフィーだけは、以前教国で一緒に戦ったことがあるので驚いてはいない。ただ、ミュスカがなぜ他の騎士に追われ、リュリシアを連れ出したのか、その理由が不明なのが気がかりだった。

　──遅刻している兄さん、もしかしてこの状じよう況きようとなにか関係が？──

　だが判断材料が少なすぎて、さしものソフィーにも状況が見えなかった。

　悩なやんでいる間も王宮内を四人は高速で駆けていく。王宮の奥にある普ふ段だんあまり使われていない階段をミュスカは選び、駆け下りていく──が、下の階層に入った瞬間、ミュスカの足が止まった。

「止まれ！　ミュスカ卿！　もう逃げ場はない！」

　階段の昇しよう降こう口を、何十人もの騎士が完全に封ふう鎖さしていた。同時に、今駆け下りたばかりの階段の上からは、ドカドカと大勢の足音が迫ってくるのが聞こえた。はさまれた!?

「待ちなさい！　わたくしを誰だれだとお思いですの!?」

　すかさずリュリシアが前に出て、騎士たちを一いつ喝かつする。

「王宮内で、これはなんの騒さわぎですの！　全員ひかえなさい！」

「これはこれはリュリシア王女殿下、ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　騎士たちが並ぶ奥から、静かに歩み出る人物がいた──上級騎士、エフィである。

「エフィ卿!?　これはいったいどういうことか、説明なさい！」

「リュリシア王女殿下。戴冠式の前に、国王陛下がお呼びです。わたしと一いつ緒しよに来ていただけますか？」

　エフィはいつも通り、慇いん懃ぎんともいえる丁てい寧ねいな態度だった。だが──リュリシアの傍かたわらにいるミュスカの顔色が、変わる。

「ダメよ、リュリシアさん！　その人について行ったらダメ！」

「ミュスカにゃん。おつとめご苦労様。リュリシア殿下をわたしがいるこの場所まで連れてきてくれたんだね？」

「違ちがうわ！　わたしはもう、これ以上、自分にウソをつきたくないの!?」

「ねぇ、ミュスカにゃん。わたしはね、これまでも君に目をかけてきたつもりなんだよ。デキの悪い教え子ほどかわいいからね。だから今もこうしてチャンスをあげているんだ。君は殿下をここまで連れてきてくれた──そういうことにしておきなよ。そうすればまた、これまで通りだから」

「……生徒がなにか問題を起こしたとき、教師たるもの最後まで生徒の味方でなくてはならない。わたしが学園の教師に赴ふ任にんしたとき、エフィ卿が直接言ってくれた言葉です」

「うん？」

「わたしは、騎士であると同時に教師です──最後まで教え子を護まもってみせます！」

「さすがミュスカにゃんだね──やれ」

　エフィが微笑ほほえみながら、手を振った。瞬間、周囲の騎士が一いつ斉せいにミュスカめがけて襲おそいかかった。

　ミュスカは騎士剣を構えて飛び出した。一番手近の騎士の胴どう体たいを蹴り飛ばし、剣で横から来た騎士をはじき、返す刀で反対の騎士も吹ふっ飛とばす。目にもとまらぬ速さで複数の騎士を蹴け散ちらしていく。上級騎士をものともしない圧倒的な実力。

「生徒が問題を起こしたら、教師は生徒の味方であれ、か」

　エフィがつぶやきながら、腰こしの剣を抜き放った。

「確かに昔言ったね、そんなこと」

　エフィが剣を振るった。その剣けん先さきから無数の衝しよう撃げき波はが生み出され、王宮の通路を衝しよう撃げきが吞み込んだ。近くにいた騎士がまきこまれて吹っ飛ぶ。ミュスカは、クッと、とっさに剣で衝撃波を受け止めたが、体勢を崩くずした。

「でもこうも言ったはずだよ、ミュスカにゃん──そして生徒が間ま違ちがっていたら、その間違いをしっかり教えてやれとね」

　ミュスカの目の前にエフィが迫った。ミュスカはとっさに剣で斬り上げるが、それよりも速く、エフィの長い脚あしがミュスカの手を蹴り飛ばした。騎士剣が音を立てて吹っ飛ぶ。

「エフィ卿!?」

　叫び、ミュスカは自分の上司につかみかかった──が、それ以上動かなかった。なぜなら、エフィが接近したミュスカの腹に、左手に隠かくし持っていた小剣を突つき立てたからだ。うめきながら床ゆかに崩れ落ちるミュスカ──ミュスカの下の床に、血だまりが広がる。

「ミュスカにゃん、本当、キミはデキの悪い教え子だ──そんなだからいつまでたっても出世しないんだよ」

　笑顔で言い放ち、エフィは呆ぼう然ぜんと立ちつくすリュリシアたちに向き直った。

「お見苦しいところをお見せしました、殿下」

「エフィ卿、ミュスカ卿を！」

「ミュスカ卿でしたらご心配なく。すぐ手当てをすれば死にはしません────それよりも殿下、わたしと一緒に国王陛下のもとへ来ていただけますか？」

　丁寧に頭を下げるエフィに、だがリュリシアは違い和わ感を覚えた。

　エフィはこんなに強かっただろうか？　エフィも上級騎士だし、それなりの実力は持っているだろう。だが彼女は戦せん闘とうよりも政治分野で活かつ躍やくする騎士だったはず。なのにあれだけ強いミュスカをあっさり倒たおすほどの実力者だとは、リュリシアも初めて知った。

　エフィはもしかして、自分の実力を今まで隠していた？　なんのために？

「いかがしますか？」

　ソフィーとアンジュがリュリシアを見ている。どうするかと、視線で問いかけているのだ。その判断はリュリシアが下すしかないだろう。だが、エフィの本心が見えない……

「わかりましたわ、わたくし……えっ？」

　リュリシアは、思わず声を漏もらした。自分の足に違和感──足下を見ると、王宮の床から黒い腕が伸のびていて、それがリュリシアの足をつかんでいた。

「なんです──きゃっ！」

　思わず悲鳴を上げるリュリシア。床の腕がリュリシアを真下に引っ張った。その途と端たん、足あし下もとの床が水にでもなったかのように、リュリシアの体が床の中へと沈しずんでいく。

「殿下!?」「リリィ様!?」

　ソフィーたちが慌あわてて駆け寄るが、それよりも早くリュリシアの姿は床の中に消えてしまった。なんとも不可解な事件。

「なんですって!?　いえ、これは……」「わたしたちまで！」

　と、続いてソフィーとアンジュ、二人もリュリシアと同様、床に体が沈んでいく。踏ふん張ることもできず、二人の姿もあっという間に床の中に消えてしまった。

「チィッ！」

　他の騎士たちがあっけに取られる中、エフィが舌打ちと共に王宮の床に剣を突き刺さした。そのまま剣を逆手につかみ、渾こん身しんの力で前方へ向けて剣を振り抜ぬく。瞬しゆん間かん──ズバァァァァッ──大爆ばく発はつ。目の前の床が粉々となり、建物の基き礎そまでがむき出しとなった。

　黒こく煙えんに包まれた床の下──だがそこには破は壊かいされた建材が見えるだけで、リュリシアたちの姿は影かげも形もなかった。

　チラリと、エフィは背後を振り返った──床に血だまりがある。それだけだ。そこにいたはずのミュスカの姿まで消えていた。エフィは状況を確かく認にんして、苦笑を漏らす。

「これはミュスカにゃんのことを言えないね。わたしもまだまだツメが甘い」




　同時刻──王都各所では、物々しい武装をした騎士たちがそれぞれ動いていた。




「動くな！　貴様らには捕ほ縛ばく命令が出ている！」

「な、なんなのですか、お前ら!?」

「あらあら～」

　戴たい冠かん式に出席するために来ていたアリアとクロロの二人は、多くの騎士たちに包囲されていた。

「あたくし様たちを逮たい捕ほする権けん限げんなんてお前らにはねーのです！　あたくし様に指一本でも触ふれたら国際問題にしてやるのです！」

「言いたいことがあるなら司法所でするといい。すでに貴様らは国際特とく殊しゆ重戦犯に認定されている！」

「な、なんとゆーことなのです！」

「落ち着きなさい、クロちゃん」

　アリアが騎き士しの剣に囲まれながらも堂々とした態度で妹を背後に隠す。

「ちなみに逆らえば？」

「殺害許可も出ている」

「そ……困ったわ～。お姉ちゃん一人だけなら皆みな殺ごろしにして逃にげるけど～、クロちゃんも一緒だし～、抵てい抗こうはやめておくわ～」

「アリア？」

「大人しく投降するから～、乱暴はやめてね～。アリアからのお願い♡」

　怯おびえて泣きそうなクロロとは対照的に、パチッとウインクするアリアにはまだどこか余よ裕ゆうが感じられた。




「なんじゃなんじゃ、そなたらは！　余をなんと心得るか!?」

　シャンミュニ皇国の控ひかえ室──皇こう帝ていエルの部屋にドカドカと騎士たちが入り、完全に包囲した。ティンがすかさずエルをかばって前に出る。

「剣聖ティン・ダ・ロリス卿きよう！　貴様に捕縛令が出ている！」

「どういうことじゃ！　余のティンを逮捕する権利などそなたらにあるものか！」

「ティン卿は、〈魔王コシユマル〉の娘むすめの嫌けん疑ぎがかけられています。それが理由です」

「それがどうしたというのじゃ！　親は親、ティンはティンじゃ！」

「あまり驚おどろかれてはいないようですね……よもや、シャンミュニ皇国皇帝陛下ともあろうおかたが、〈魔王コシユマル〉の娘の正体を知りながら匿かくまっていたのではありますまいな」

「無礼者！　余を愚ぐ弄ろうするか、下郎！　ティン、かまわん！」

　エルは、怒いかりに顔を染めながら叫さけんだ。

「全員斬きり捨ててかまわん！　責任は全て余がとる！　そなたなら秒殺できるじゃろ！」

「…………」

　騎士たちに殺気がみなぎる。ティンは、チラリと背後のエルを見た──エルの言うとおり、ティンの実力ならこの程度の騎士、一万人集まっても敵ではない。だが、この状態でもティンをかばってくれるエルに、これ以上迷めい惑わくはかけられないとティンは判断した。

　ティンは──背後のエルを蹴けり飛ばした。キャッと、床に尻しり餅もちをつくエル。

「バカな女」

　ティンは、無表情に呟つぶやいた。

「ティンに騙だまされてるとも知らないで、今まで言いなりになってくれてありがとう」

「どうした、ティン！　なにを言い出すのじゃ！」

「バレちゃったから、もう演技の必要ない……もうちょっとで全部思い通りだったのに、すごく残念。バカ女、お前はもういらない。消えろ」

　ティンが、エルめがけて剣を振ふり上げた。エルは、固まって動けない。

「拘こう束そくしろ！」

　騎士たちが殺さつ到とうし、剣を振り上げたティンを強ごう引いんに床の上に組み伏ふせた。ティンの顔が苦痛で歪ゆがむ。ティンはほとんど無む抵てい抗こうで拘束されていく。

　エルは、まさか、と気づいた──ティンは、エルをかばって小芝しば居いをしたのか？　ティンの実力なら、こんな騎士たちの拘束などすぐ抜け出せるはずなのに、ティンが逃げればエルの立場がますます悪くなるから……

「ティ、ティン……」

　エルは、声をつまらせた。ここで下手なことを言えば、ティンの気き遣づかいを無む駄だにしてしまう──エルは、押し黙だまるしかなかった。

　ティンは、背中に大おお柄がらな騎士を乗せたまま、床の上で呟いた。

「抵抗しない。大人しくついて行く」




「〈魔王コシユマル〉シャルドネ！　大人しくしろ！」

「やはり来たか」

　王宮内、シャルドネの部屋──その部屋に大勢の武装した騎士たちが流れ込んできたとき、シャルドネは入り口の正面に置かれたイスに座り、ほおづえをついていた。その両横には、リースとルケ、二人の妹が控えている。

　騎士たちはとまどった──完全に奇き襲しゆうだったはずなのに、シャルドネはまるで来るのがわかっていたかのように待ちかまえていたからだ。

「我が輩はいを捕とらえに来た？　わけがわからぬな。我が輩はこの通り虜りよ囚しゆうの身。檻おりの中にいるものをいかにして捕らえるのか」

「貴様たちが〈魔王コシユマル〉の娘であることはすでに判明している！　大人しくしろ！」

　シャルたち三人に、四方から剣が突きつけられる。だが、シャルドネの傲ごう岸がんな態度に変化はない。

「ようやく来たか──待っていたのである。むしろ遅おそすぎたな」

「へっ……シャル姉、どーすんだよ」

　ルケが、指の骨を鳴らしてつぶやく。

「とりあえず全殺しにすりゃいいのか？」

「無駄な抵抗はやめろ！」

　先頭に立つ騎士が叫ぶ。

「この部屋は特別製だ──壁かべに〈反魔導素エル・スクレ〉が埋うめ込まれている！　この室内では全すべての〈魔ス元ク素レ〉が使えなくなる！　貴様らは今、常人レベルの力しか出せないぞ！」

「常人レベルか──汝なんじらの物差しで我が輩を推おし量ろうとは、舐なめられたものである！」

　ダンッ、シャルが座ったまま、脚あしを力強く踏みならした。瞬間、床に亀き裂れつが走った。部屋が震しん動どうする。まるで小規模の地じ震しんだ。家具が倒れ、天てん井じようから破は片へんがこぼれ落ちる。

「〈魔ス元ク素レ〉ねぇ──あいにくアタシは、生まれてこの方、そんなもんに頼たよった戦い方なんざしたことねぇよ！」

　ルケが、真っ正面に拳こぶしを突き出した。ルケの拳が生み出した風圧が塊かたまりとなって正面の騎士を打ち据すえ、大の男が風圧だけで吹ふっ飛とんだ。

「と、いうわけである──死にたい者から前に出よ。我が輩自ら手を下してやろう」

　ニヤリと笑うシャル──騎士たちは、戦せん慄りつした。

　自分たちは〈魔王コシユマル〉を追い詰つめたつもりだった。だが気づいたのだ、追い詰められたのは、逆に自分たちのほうではないかと……

「無駄な抵抗はやめろ」

　と、室内に新たな騎士が入ってきた。その騎士はシャルたちの前に出ると、ドサリ、肩かたに担かついでいたものを放ほうり投げた。それは、小こ柄がらな人物だった。

「メル、ですか」

「あ。姉上たち……」

　投げ出されたメルは、ボロボロだった。白衣はやぶけ、メガネのレンズは割れてフレームが歪み、手足には無数の傷ができている。

「ルウウウウウアアアアアアアアアアアアッ!!」

　ルケが雄叫おたけびを上げた。その咆ほう哮こうが衝しよう撃げきとなって室内を駆かけめぐり、またも騎士たちがはじかれる──こいつは本物のバケモノだと、騎士たちの表情が恐きよう怖ふに歪む。

「てめぇら……全殺しじゃすまねーぞ、ルウウウウウウウウウウ!!」

　怒りを爆発させるルケを、だがシャルが片手で押し止とどめた。

「押さえろ、ルー」

「けどシャル姉……」

「ルー。汝は加減を知らん。リース。ルーを押さえておくのだ」

「えぇ、聖なるシャル姉のおおせのままに」

　暴れようとするルケをリースがなだめる。シャルは立ち上がり、床ゆかのメルに近づいた。

「メル、なにがあった？」

「シャル姉……うぅぅぅぅぅぅ、ごめん、ごめんデス！　兄上の延命薬を、全部こいつらに奪うばわれたデス！」

　騎士が片手を掲かかげた。それは錠じよう剤ざいの入った包みだった。

「これが最後の薬だ。これを破壊すれば、もう予備はない」

「こ、こいつら、あたしが今まで調べた兄上のデータを全部ぶっ壊こわしたデス！　あたしは抵抗したデスけど、でも薬を盾たてにされて……全ての情報が消えて、研究がパーに……」

　うぅ、と涙なみだをボロボロこぼすメル。

「わかったのである、メル──汝は気にするな。あとは我が輩が、なんとかしてやる」

　シャルが赤い眼めを輝かがやかせながら目の前の騎士を睨にらむ。

「シュンは、どうしたのであるか？　どうせ汝らが拘束したのであろう」

「答える義務はない」

　瞬間、その騎士の体が宙を舞まった。瞬しゆん時じに移動したシャルが、騎士の頭をつかんで力任せに床に叩たたきつけたのだ。

「こ、殺せ！」

　シャルの手で顔を床に押しつけられた騎士が命令する──シャルの背中に、騎士たちが剣けんを突つき刺さした。

「「シャル姉!?」」

　ルケとメルの悲鳴──シャルは、背中を斬られ、血をダクダクとこぼしながらも、床に押さえつけた騎士の顔をまだ離はなしていなかった。

「これは返してもらうぞ」

　騎士が持っていたシュンの薬を奪ったシャルは、包みごと自分の口に押し込み、ごくん、丸吞のみした。

「さてもう一度聞くぞ──シュンはどうした？」

　メキメキ「グアアアアアアアアアアアアアア!!」

　シャルの小さな腕うでが、騎士の顔を押さえつける。騎士の頭ず蓋がい骨こつが軋きしむような音をこぼす。耐たえきれなくなって頭皮がさけ、血が噴ふき出す。

「お、おまえたち！　は、早く、早く助けろ！」

「し、しかし！」

　騎士たちが、シャルの体を全員で引き離そうとしている。だがシャルの体は根でも生えているかのように床から動かない。ありえなかった。シャルはどう見ても子供。大の男数人がかりで一歩も動かないなんて！

「この、〈魔王コシユマル〉がああああああああああ!!」

　騎き士したちが、今度はシャルの小さな背中に騎士剣を突き刺した。シャルの体に、無数の剣が殺到する。たちまち床に血の海が広がる。

「シャル姉！　むちゃデス！」

　メルが飛び起きる。が、他の騎士がメルの体を押さえつけた。

「離すデス！　早く助けないと、シャル姉が死んじゃうデス!!」

「なんだ、こいつ！　〈魔ス元ク素レ〉が使えないはずだろ！　どうなっているんだ！」

　シャルは満まん身しん創そう痍いだった。体にはすでに大おお振ぶりな騎士剣が五本も突き刺さって、もはや刺す場所がない状態だった。だがシャルに刺さった剣は、どんなに力を込こめてもその小さな体を貫かん通つうするには至らなかった。それどころか、引き抜ぬくこともできなくなっていた。

　背中に五振りの剣を生はやした状態で──シャルは、壮そう絶ぜつな笑えみを浮うかべながら、床の上の騎士に尋たずねた。

「これが最後のチャンスだ──シュンをどうした？」

　メギッ、グッ、ビギッ

「ギャアアアアアアアアアア、し、知らない、本当に知らない、助けてくれ、オレはなにも知らないんだぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「残念である」

　シャルの指が、騎士の頭蓋骨にめり込む。何かが割れる音。ありえない現実に、室内の騎士たちは思わず目を背そむけた。

「アアアアアアアアアアアア、シュ、シュナブラン卿きようはあああああああ、最後に国王陛下と一いつ緒しよにいたはずだあああああああああああ!!」

「クハハハハハハハハハハハハハハハハ!!　ついに見つけたぞ、我が輩の『敵』!!」

　突とつ然ぜんシャルは立ち上がると、全身を血に濡ぬらしたまま天井を仰あおぎ、高笑いを響ひびかせた。リースにルケ、メルといった妹たちは、あっけにとられてシャルを見つめることしかできなかった。




　王宮の床に沈しずんだリュリシアは──薄うす暗ぐらい場所で意識を取り戻もどした。

「ここは……どこですの？」

　全く見覚えのない場所にいた。どこかの屋内らしいが、とてつもなく大きな空間だ。王宮の大広間くらいの大きさはあるだろう。壁や床は見たこともない半はん透とう明めいの素材で覆おおわれ、それがうっすらと発光している。壁の表面には、不思議な幾き何か学模様が描えがかれていた。

「これは興味深いですね」

「ソフィー卿？　いつのまに？」

「私も殿でん下かと一緒に連れてこられたようです」

「リリィ様、ご無事ですか!?」

　と、アンジュも駆けつけてくる。全員がそろっていた。いや──

「ミュスカ卿!?　ひどいケガ！」

　と、血まみれで床に倒たおれているミュスカがいた。グッタリとして、意識がないらしい。その腹部にはエフィの小剣が刺さり、シャツが血で赤く染まっていた。

「動かさないほーがいいさぁ～」

　広間に少女の声が響く。

「下手に動かしたら、傷がもっと広がるはずさぁ～」

　マイペースな声──広間の奥から、頭の後ろで手を組みながら少女が姿を現した。小柄な赤毛の少女。小柄な割に胸むな元もとは大きくふくらみ、露ろ出しゆつの高い服を着ている。

「ヴィオニエですか？　なぜここに」

「ご挨あい拶さつだねぇ、ソフィー。お前、誰だれに助けてもらったのかわかってるのぉ？」

　ニタニタと、底意地悪く笑うソフィーの妹、ヴィオことヴィオニエ。予想外の人物の登場に、リュリシアやアンジュも驚おどろいた。

「危ない状じよう況きようだったのをとっさにアタシが助けてやったんだからもっと感謝して……」

「お前はなにもしてないだろう」

「あ痛ぁ！」

　後ろから伸のびた手がヴィオの頭をはたく。ヴィオは両手で頭を抱かかえた。

「ヒドイよ、モニ姉ぇ……」

「助けたのはシラーだし、タイミングを指示したのは我わたしだ。お前は何をした？」

「……応おう援えん？」

「もういい。聞いた我たしがバカだった」

　カッツンカッツン──固い音を広間に響かせながらやってきたのは、長身の女性だった。仕立てのいいジャケットを肩にはおり、見る者をゾッとさせるほどの怜れい悧りな美び貌ぼうをもつ美女──ソフィーの姉、モニカだった。モニカの傍かたわらには無口な妹、シラーもいた。

「あなたがた……どうしてここに？」

「ご挨拶だな、せっかく助けてやったというのに」

　冷れい笑しようをこぼすモニカ。その皮肉げな態度と口調は、ソフィーのよく知るモニカだった。

　だが一つだけ以前と違ちがう点──カッツンカッツン、モニカが歩くたびに、片手に持った杖つえが固い音を響かせる。杖をついて歩くモニカは右みぎ脚あしを引きずっていた。

「モニカ姉さん、その脚は？」

「ふん、こいつか？」

　つまらなそうに、モニカは杖と自分の脚を見る。

「ちょっと世界の深しん淵えんを見てきた──その代だい償しようを支し払はらっただけだ」

「……そう、ですか」

「モニカ卿ですわね？」

　リュリシアが前に進み出る。モニカの傍らのシラーは無表情ながら、やっ、と片手を上げてアイサツしてきた。シラーはなぜかリュリシアに懐なついているのだ。

「ここはどこで、わたくしたちを連れてきたあなたの目的はなんですの？」

「ここは王都の地下の先史文明の遺い跡せき──ファムアテルの遺跡と言えばいいか？」

「ファムアテル？」

「ペルデとの一戦のあと、我たしは昏こん睡すい状態になり、あなたの手配で匿かくまわれた──その後運良く我たしは目覚めた。意識を取り戻した我たしは、すぐさま身を隠かくした」

「どうしてですか、姉さん。兄さんがひどく心配していましたよ」

「生憎あいにく我たしは、ソフィー、お前たちみたいに脳みそがお花畑では、ない」

　モニカが皮肉っぽく口元を歪ゆがめる。

「我たしは〈魔王コシユマル〉の実の娘むすめだとペルデに暴ばく露ろされた。その事実を知ってなお我たしを匿おうとするやつが善人だとはとても思えない。なんらかの形で我たしを利用する腹づもりなのは明白だ。だから逃にげた」

「それ、は……」

　リュリシアが口ごもった──モニカを極ごく秘ひ裏りに匿ったリュリシアに打算があったのは事実だったからだ。

「身を隠したあとシラーとヴィオから情報を引き出し、我たしを匿ったのはリュリシア王女と、筆頭騎士のエフィという女だとわかった。この二人がなぜ我たしを匿ったか、その真意を探さぐるため、我たしは地下に隠れつつ、情報を集めていた」

　あいかわらず用心深い姉だ、とソフィーは呆あきれ半分、感心半分の気持ちで話を聞いていた。

「王宮の監かん視しを続けていたら今日、お前たちがエフィに追われているのを発見した──我たしはシラーを動かしてお前たちをここに連れてきた。それがここまでの経けい緯いだ」

　モニカは、ソフィーにリュリシア、アンジュの顔を見た。

「ついに動き出したのだ──我たしの、いや、我たしたちの真の『敵』が」




　──王宮内で、シャルが叫さけぶ。

「我が輩はいが懐ふところに潜もぐり込み、姉妹きようだい全員が集合すれば必ず動くと思っていたのである！　だからこそ我が輩は虜りよ囚しゆうの屈くつ辱じよくも甘んじて受け入れた！」




　──王都の地下で、モニカが語る。

「三年間追い続けていた元げん凶きようだ。だが我たしの力をもってしても確たる証しよう拠こがつかめなかった。だからひたすら、やつが尻尾しつぽを出すのを待ち続けたのだ！」




「そやつこそ全すべての元凶──三十年前、北方侵しん略りやく戦争の引き金を引いた張本人！」




「奴やつこそは人類と魔ま族ぞくの戦争を陰かげから支配しようと思い上がった愚おろか者！」




「〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉を始末しようとした諸悪の権ごん化げ！」




「八大英雄を陰から操あやつり続け、ペルデさえも手の平で踊おどらせた巨きよ悪あく！」




「自らは手を汚よごすことなく三年前、父母を暗殺させた真の黒幕！」




「「そう、奴の正体こそ──」」







　その日──ジュヴレーヌ王国の新女王誕生を心待ちにしていた人々が眼にしたのは、予想もしない知らせだった。

『国民の皆みな様さま、ならびに全バーガントの皆様。わたしはジュヴレーヌ王国第六十六代国王、シャルム・デュラン・リュ・シャンベル四世です。まずわたしはみなさんに謝罪しなくてはなりません。本日予定されていた我がジュヴレーヌ王国新国王戴たい冠かんの儀ぎを、延期することにしました』

　寝ね耳みみに水の話に、誰もが驚きを隠せなかった。

『先日発生したベドリュス大帝てい國こくとの戦争も、未いまだ終結しておりません。このように国際情勢不安定な中ではありますが、どうか皆様に、わたしの話を聞いていただきたい──わたしは、バーガントに生きる全ての人々にとって、重大な事実をお伝えしなくてはならないのです』

　国王の演説は、あらゆる報道を介かいして大陸中に伝えられていた。

『人類と魔族との間には長い対立の歴史がありました。それは非常に悲しい歴史でした。三十年前の北方侵略戦争。そして今回の帝てい國こくとの戦争は、魔族との戦争でした──我らが大地、バーガントを突とつ然ぜん侵しん略りやくした魔族への怒いかりと憎にくしみは、わたしにとっても記き憶おくに新しいものであります──ですが、それらはすでに過去の話です。我々は未来を生きていかねばならないのです。すでにバーガント諸国家はかつての力を取り戻し、発展しつつあります。なのになぜこのタイミングで魔族と争わねばならないのでしょう。我々は知性を持った生命体として、理知的な話し合いができるはずです。なのになぜ戦うのでしょう』

　誰もが驚いていた──なぜなら、帝國との戦争の発ほつ起き人は、ジュヴレーヌ王国のリュリシアだと誰もが知っていたからだ。リュリシアが始めた戦争を、父親である国王が公おおやけの場で否定しているのだ。これは事件である。

『わたしは対話による解決を望みました。ですがそれを拒きよ絶ぜつし、戦争をあくまで断行しようとした者がいたのです！　今回の戦争の元凶は全て彼女と言っていいでしょう！』

　そして──国王の隣となりに、シャルの写真が大きく映し出された。

『彼女の名はシャルドネ・グラン・フローネ──ベドリュス大帝國の実質的な指導者であり、自らを〈魔王コシユマル〉と名乗り、バーガントに潜せん伏ぷくする魔族を扇導し、我々との対話をはねのけ、平和的な解決策を踏ふみにじり、今回の戦争を引き起こした最大の戦犯なのです！　そして我々は現在、彼女を捕ほ虜りよとして、拘こう留りゆうしています。彼女の戦争責任は、追及されねばなりません──ですが、それでは終わらないのです。彼女一人の責任を追つい及きゆうしようと、我々の戦争に終しゆう止し符ふは打たれないのです。なぜならば、このバーガントの陰に蠢うごめく巨きよ大だいな闇やみが存在するからです！』

　国王が力強く告げた。

『彼女たちは、ひそかにこの大陸に侵しん入にゆうしました。ひそかに、ですが短期間のうちにその勢力を伸ばしました。そして彼女たちは手に入れたのです──このバーガント全てを支配し、自由にするだけの力を！　戦争を引き起こし、その混乱に乗じて国家の中ちゆう枢すうに入り込み、誰にも気づかれないうちに、陰からバーガント全土を手中におさめようとした、恐おそるべき陰いん謀ぼうを、わたしは今こそ公開せねばなりません！』

　国王の背後に複数の顔写真が映し出された──それは、シャルを筆頭とする少女たちの姿だった。




　ベドリュス大帝國軍部総司令官、シャルドネ

　エシュヌ教国新教徒軍教祖、リース

　同司令官、ルケ

　モレサンド合衆国副大統領、アリア

　軍産複合体ミリオン社最高経営責任者、モニカ

　同補ほ佐さ役、ヴィオ

　同補佐役、シラー

　ジュヴレーヌ王国第一騎き士し団所属上級騎士、ソフィー

　シャンミュニ皇国所属剣聖、ティン

　ヴィジョン魔導国家国際情報統とう括かつ官、クロロ

　国際自由医師団所属、メル




『一見すると全く無関係な、天才的な才能を持つ少女たち──ですが彼女たち全員が、血のつながった実の姉妹きようだいなのです！　そうです。皆みなさんお気づきの通り──彼女たちは全員が、三十年前に戦争を引き起こした〈魔王コシユマル〉の実の娘であり、〈魔王コシユマル〉がこのバーガントに蒔まいた、あらゆる戦争の火種、邪じや悪あくな侵略者たちなのです!!』

　国王の言葉を、誰だれもが信じられないと思いながら聞いていた。

『おわかりの通り、彼女たちは帝國軍、同盟軍、双そう方ほうの重要ポストを占しめていました。彼女たちはひそかに結けつ託たくし、今回の無用な戦争を引き起こしたのです！　全ては、バーガントに破は壊かいと混こん沌とんをもたらすために！　自分たちにとって都合のいい世界を作るために！　自分たちがバーガントの真の支配者となるために！　彼女たちこそ、三十年前に〈魔王コシユマル〉がこの大陸にばら蒔いた、悪意の種子なのです！　わたしはジュヴレーヌ国王としてこの問題に対処せねばならぬと決意し、現在、すでに問題に着手しています。彼女たちの大半の身み柄がらはすでに拘こう束そくしました』

　ジュヴレーヌ国王の衝しよう撃げき的な演説はまたたくまに世界中に伝わり、大陸を震しん撼かんさせた。

『わたしはジュヴレーヌ王国国王として、いえ、バーガント大陸に住む一人の人間として、宣言します。このバーガント大陸に終しゆう焉えんを撒まき散らそうとした真の敵、終末をもたらそうとした姉妹たちと断固戦い、根絶し、このバーガント大陸に真の平和と安あん寧ねいを取り戻もどすことを、ここに誓ちかいます!!』

　全世界のメディアの前で、力強く断言する国王。国王の前に控ひかえたジュヴレーヌの騎士たちが、一いつ斉せいにジュヴレーヌ万ばん歳ざいと叫んだ。




　だがそのとき、誰もが予想していなかった事態が起こった。




「その男の言葉に耳を傾かたむけるな」

　国王の言葉を否定する声。

「そやつの言葉は全て幻げん想そう。我らを惑まどわすための戯ざれ言ごと」

　国王が演説する会場に、長身の女性が現れた。

　その女性は、絶世の美び貌ぼうを持っていた。

　その女性の頭には角が生えていた。

　その女性は、ある意味バーガントでもっとも有名な存在だった。

「我は〈魔王コシユマル〉──三十年前、魔族と呼ばれる種族を率いて人類と戦った存在」

「バカな、〈魔王コシユマル〉は死んだはず！」「なぜここに！」「とにかくとりおさえろ！」

　会場にいる騎士たちが〈魔王コシユマル〉に殺さつ到とうする──が、次の瞬しゆん間かん、全員がその場で失神して倒たおれた。

「久しいな、シャルム・デュラン・リュ・シャンベル。我のことを覚えているか？」

「貴様は……何者だ」

　壇だん上じように立つ国王は、〈魔王コシユマル〉を見つめた。その顔は、恐ろしいほどに無表情だった。

「つまらない冗じよう談だんを言う男だ。よもや忘れたわけではあるまい──三年前、自分が殺した者の顔を」

〈魔王コシユマル〉を名乗る美女は、悠ゆう然ぜんとした仕草で長い髪かみをかき上げた。

「さぁ、決着をつけようか──三十年にも及およぶこの戦争の決着を」







　この日、バーガント世界大戦の講和条約がジュヴレーヌで結ばれる予定だった。

　だが予定されていた講和会議は開かい催さいされなかった。

　そのため当然戦争も終結はしなかった。

　大陸歴七百九十六年、二の月──この先、バーガント世界大戦は混迷の度合いを一層深めていくことになるのであった……


（了）










あとがき









　みなさんこんにちは、八街やちまたです。拙せつ作さくを読んでいただきありがとうございます。

　唐とう突とつですが、今回はあとがきのページが少ないです。本編にページをギリギリまでとられてしまったからです。そこには八街と編集さんのギリギリのせめぎ合いがありました。





八街「原げん稿こうできました」

編集「締しめ切きりギリギリでしたけどね……って、これページ多いっすよ、八街さん！」

八街「当初の予定よりも書くことが増えてしまって……ダメですかね？」

編集「内容はいいですけど、分量がヤバイですね。せめて六十ページは削けずってください」



　八街、頑がん張ばって原稿を削る。


八街「六十ページくらい削りました！」

編集「お疲つかれ様さまです」

八街「でも気になるシーンを加筆したらページがちょっと増えました」

編集「なんでやねん!?」

八街「どーしても納得できない部分があったんですよ」

編集「えっと……あぁ、確かにこのシーンは必要ですね」

八街「ですよね？」

編集「でも分量がヤバイのはかわりません。加筆した分あと十五ページ削ってください」

八街「わかりました」

編集「あと、スケジュールやばいんで明日あしたまでに作業終わりませんかね？」

八街「明日までだと？　しゃらくせぇ、今日中に終わらせてやらぁ！」






　最後の八街の啖たん呵か以外はおおむね事実に基づいています。

　こんな八街につきあってくれた編集のＡ氏、ありがとうございます。毎回美び麗れいなイラストをしあげていただいている珈琲コーヒー猫ねこ様、本当にありがとうございます。原げん稿こう遅おそくなってすいません。この本の出版に関わった全すべての方々に最大限の感謝を捧ささげます。

　それではまた、次巻でお会いしましょう。


八街歩あゆむ












バーガント反はん英えい雄ゆう譚たん７




継つがれし王おう家けと魔ま王おう再さい誕たん








八街やちまた 歩あゆむ
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